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　茶色のブレザーに白のブラウス。臙えん脂じのリボンタイにチェックのボックススカート。

「制服で学校選んだんだよねー。かわいいでしょ。桜おう月げつ高校っていうんだよ。だってのに理事長の名前が雪村でさ。どういう季節感なんだっていう。あははは」

　教きよう卓たくに向かってほぼ半円、階段状に並んだ机と椅い子す。そのうちのひとつ、ユイカの隣となりに座っていたカイは軽く眉まゆをひそめる。眉の上で切りそろえた黒い前まえ髪がみと青い瞳ひとみ。背中まで伸のばした髪が、肩かたから一筋落ちる。

「ごめん、何がおかしいのかわかんない」

「えーと、だからほら桜月なら春じゃん……そんで雪なら冬じゃない……」

「……」

「黙だまんないでよ」

「……だって」

　カイは唇くちびるを尖とがらせ、ユイカは溜ため息いきを吐ついた。居い心地ごこちの悪い数瞬が過ぎる。机の端はしには紅茶のポットが置いてあり、二人の前にはそれぞれカップがあっていい香かおりをあたりに漂ただよわせている。ユイカは唇を曲げて、軽く手を開く。

「やっぱ、ちゃんと核かく心しん話した方がいいよね、お互たがい」

　カイはもっともだと首を少し斜ななめにした。

「そうね」

「私はカイの魔ま人じんで、カイは私のご主人様」

　唇を引き結んだカイは、真っ青な目でユイカを見上げる。

　ユイカは茶色の目で見返し、前髪だけ少し長めにしてあるショートの髪を、片手で額から後ろに撫なでつけた。

「あたしはこのシステムの全てを理解してる。カイ・ハイ。あたしはカイのものなの。あたしはカイの思い通りに動く、便利な従僕よ」

　そう、これが核心だ。カイは正直理解なんかしたくない。

　ああ、なんて長い長い一日だろう。カイは目め眩まいがしそうにそう思う。

　窓の外の日差しはようやく午後だ。見下ろせば外の景色はジェランの花盛りなのに、美しい並木は焦こげて吹ふき飛び、隕いん石せきでも落ちたかのような大穴が空いている。

　入学式のために飾かざられていた造花やテープも、今はすっかり取り払はらわれている。

　あの混乱がまるで嘘うそのようだ。

　魔人。

　主人。

　敵。

　うんざり。

　どこかに行きたい。

　ここではないどこかに。



    

  
    
      　第一章　ダーヴィス学院






　子供の時からずっと、カイは夜の食事のあとの時間が嫌きらいだった。

　カイの祖母は車くるま椅い子すを使用人に押させて必ず食事に同席した。父も母もいない夜が一番いやだったが大たい抵ていそれは毎日だった。

「カイ。あなたはね、このラック家の、血を引く、高貴な、女子なのです」

　べつに。

　私友達が欲しい。

　家いえ柄がらに釣つり合うとかじゃなくて。

　紹しよう介かいされてつきあってるキローガーとかはいるけど、あのこすきじゃない。いじわるなんだもん。

　ああもう、どこかに行きたい。ここじゃないところ。どこか遠くに。ここじゃなければどこでもいい。

「英えい雄ゆう、グリンダ・グロン・ラックの血を引く、唯ゆい一いつの、女子なのです」

　逢あったこともないのに。

　お祖ば母あ様だって逢ったことないくせに。

　この後に続く物語は嫌いやになるくらい聞かされて、とっくに覚えている。エルスモアのアルスオーオラ博士の叡えい智ちと、英雄ラックの勇気。荷物持ちのルインとともに云うん々ぬん。

「あの忌いま々いましいロドーリーどもを、殲せん滅めつせしめる力を示し、そしてラック家の威い光こうを世に知らしめるのは、あなたにしかできないことです、うッ」

　咳せき込んで手をばたばたさせ、手に持ったハンカチに痰たんを出す。そのハンカチを畳たたんで渡わたし、世話役のレイセルから水をもらう。一口飲んで、残りはレイセルに向けてかける。

「こんなまずい水を、よくも私に飲ませたものね」

「申し訳ありません」

　レイセルは水みず浸びたしになって、拭ぬぐいもせずに頭を下げる。

「もう寝ねます。いいですか、カイ。努ゆめ々ゆめ忘れてはなりませんよ」

　そこまでが全部毎日のことだった。何のコメディだろう。おもしろくもない、不快なだけの流行はやりもしないコメディ。

　けれど、昨日は少し違ちがった。

「……私が、あなたにこれを言うのも、あるいは最後かもしれませんからね。学校でも元気でおやんなさい」

　祖母はそう言って、別の使用人に車椅子を押させて下がったが、レイセルはその場に残りカイの前に立って微笑ほほえんだ。

「カイ様。……私になにか、仰おつしやりたいことがおありではないかと思いまして。いつも、見ておいででしたので」

「え。あ。あ、そう、こ、これ使ってください」

　カイはポケットからハンカチを出して、レイセルに渡した。

「もったいない。いいのですよ、お気持ちだけで。私も持っておりますから。……お見苦しいですわね。失礼いたします」

　レイセルはエプロンから新しいハンカチを出し、そのハンカチを肌はだに押しつけるようにして丁てい寧ねいに顔の水を拭ふき取った。

「あ、あの、レイセルさん」

「どうぞ、レイセルと」

「は、はい、あの、レイセル……お祖母様に、お水をかけられるのは、いやじゃないの？」

　レイセルは少し考えて言った。

「カイ様は、明日あした、ダーヴィス学院に入にゆう寮りようなさいますね。では、大人の女性としてお答えさせていただきます。……これも仕事のうちでございますので、私に否いなやはございません。これがたとえばお嬢じよう様さまにされたことであれば、ハインドさんを通じて旦だん那な様のお耳に入れるところですが、大奥様のなさることに私ごときの意見など、ただ僭せん越えつです。職務というのは、つまりそういったことです」

「……理り不ふ尽じんさも、侮ぶ辱じよくも、こらえるの？」

　レイセルは微笑む。

「私はなかなかの高給をいただいておりますので。見返りがふさわしければ、忍にん耐たいは忍耐ではなく職務です。意外でしょうが、私の高給は大奥様が決めておいでなのですよ」

「で、でも、私だったらいやだわ。いくら貰もらっても」

「ええ、でも私は平気なのです。私にとっては、毎日、自分には関係ないような先祖の話をされて、家のためにと何もかも決められる方が耐たえられないことです」

　カイは、唇を引き結んでレイセルを見つめる。

「私だって……したくてしてるわけじゃないの……でも、他にしようがないんだもの」

「お嬢様は、もう子供ではあられないのですよ。それを知るために、ダーヴィスへいらっしゃるのです。夏のお休みに、またお話をいたしましょう。楽しみにしておりますわ」

　なんと言っていいのかわからない。カイはただ、レイセルをみつめる。黒い髪をきっちり結ゆった、白く整った顔。

「それに、カイ様。ロドーリーたちから、どうか私たちを守ってください。それは、誰だれにでもできることではありませんので。……無力なものとしては、お願い申し上げることしかできません。どうか、この世界を。この平和を。ひとの命を守ってください。お願いします」

　レイセルの顔には、もう微笑みはなかった。





　この世界にはロドーリーというものがいる。

　異形の姿をしていて人間を襲おそう。

　彼らに潰つぶされた街もある。

　毎日、その報道を聞かない日はない。

　でもカイは実際その姿を見たことはない。





　駅に車で送られ、黒革のトランクのキャスターを鳴らして列車に乗る。

　特急で二時間ほど行ったところに、真新しい小さな駅があった。

『ダーヴィス学院駅』。

　ひとり、カイを置いて列車が出る。周りになにもない。遠くに山脈があり、両側は野原と森だ。電車が遠ざかってしまえば何の音もしない。鳥が鳴く声がいやに響ひびく。天気のいい春の一日だ。電線とレールが鋭するどく眩まぶしく日差しを反射している。空気がおいしい。学校から送られてきた要よう項こうに従って切きつ符ぷは買わずに、乗った駅で生徒章を見せたらなぜか駅員に敬礼された。

　小さいが休きゆう憩けい所じよが完備されたきれいな駅舎なのに、駅員はいなかった。

　当とう惑わくしながら外に出たら、黒くろ塗ぬりの車が待っていた。車の横、歩道側に、黒い制服を着た運転手が帽ぼう子しを取って立って待っていた。その後ろにも黒塗りの車が列をなしている。一番近くに立っていた初老の運転手が微笑んで頭を下げた。

「ダーヴィス学院の方ですね。どうぞお乗り下さい。学院までお送りします」





　寮りように到とう着ちやくしてすぐ、五時に集会だと言われた。少し荷物の整理をし、着き替がえをしてぼんやりしていたらすぐに時間になった。

　集会室には思ったより幅はば広ひろい年代の男女がいた。

　やがて、壇だん上じように教師とおぼしき女性が現れて、張りのある声で言った。黒のスーツでスカートで、暗い金色の髪かみを結い上げた眼鏡めがねの女性だ。

「初めまして皆みなさん！　正式な挨あい拶さつは明日入学式で校長からお話がありますので、今はそのままでよろしい。私はビーラ・カルツ。皆さんの寮における指導教官です」

　部屋の中は静まりかえっている。よろしい、と頷うなずいてビーラは続けた。

「まずはようこそダーヴィス学院へ。皆さんは全世界試験で才能ありと認められてここに集められました。皆さんはロドーリーに対たい抗こうしうる力を持っていると、ロドーリー対策世界機関が認定したわけです。機関は我が国とエルスモア王国が主となって成立させ、運営しています。なぜか。ロドーリーは主に我が国アルゼアとエルスモアにしか出現しないからです。ですがこの先もそうであるとは限りません。ですから、ロドーリー対策は全世界規模で行われることとなりました。そしてここにダーヴィス学院が開校しました。実じつ践せん教師は全員、ロドーリーとの対戦経験があります。理論、教養などの教師はそうとは限りません。そしてこの度たび、機関の研究が実り、ロドーリーの出現ポイントを限定することに成功し、すでに固定されています。つまり、ここです」

　部屋の中がざわめく。カイ自身も総毛立った。

　ここで戦うんだ。

　自分たちだけでここで戦うんだ。見たこともない異形のものと。

「皆さんには厳しい毎日が待っていると思います。ですが同時に、教養と情じよう緒ちよも正常に発達させねばなりません。ロドーリーの駆く除じよが終わったあと、力を持った廃はい人じんを、世に放つわけにはいかないからです。ひとり一発の銃じゆう弾だんでそれは解決できる問題ですが、それをよしとする時代ではない。皆さんは、ただの暴力者にもなりうる力を手に入れる教育と、それを自制する訓練をこれから受けるのです」

　痛いほどの沈ちん黙もくが、集会室に落ちる。

「なりたいと思ったわけではないんですけど」

　緊きん張ちようした声が上げられた。誰だろう。男子だった。全員が声の主を見た。

「あの」

　思わずカイも手を上げる。

　ビーラの視線が向けられ、仕草で発言を促うながされる。

　カイは立ち上がって言った。

「ロドーリーって、なんですか？　わたし……私たちは、どうやって、た、っ、たっ、たた、たちむか」

　立ち向かう。

　立ち向かう？

　なにそれ、ひとを殺して街を壊こわすんでしょう？　そんなのに？　何をするの、わたしが？

　思ったら喉のどがつかえて、うまく言葉が出なかった。ビーラは黙だまっている。

　どこかで誰かが勢いよく立ち上がった音がした。

「どう立ち向かったらいいんですか？」

　誰かが言ってくれた。さっきの男子だ。見なくても声でわかった。

　ビーラの返答は短かった。

「それを、指導するためのカリキュラムです。明日からがんばってください。自分のために。世界のひとのために。……ここでの話は以上です。このあと食堂で夕食、そのあと自由時間、十時消灯です。では」

　ビーラは背筋を伸のばすと胸を右の拳こぶしで軽く一度叩たたき、その手を開きながら顔の横に直立させて言った。

「ビダ・ダージェス！」

　硬こう直ちよくしている生徒たちを尻しり目めに、ビーラは集会室をあとにした。

　扉とびらが閉められると一気にざわめきがわき起こった。力が抜ぬけて、尻しり餅もちをつくようにカイは椅い子すに座る。混乱と恐きよう怖ふが渦うず巻まくカイに、隣となりの女生徒が勢いよく話しかけた。

「あんたすごいね！　私、なにいわれてんだかわかんなくて」

　その話に、逆の女生徒が身を乗り出して答える。

「あたしだって！　なんなのって！　なによ勝手にって！」

　カイの目の前でその二人は大声で勢いよく、会話と言うより独り言の交わしあいのようなことをしていて、カイは茫ぼう然ぜんと天てん井じようを見上げた。

　埃ほこりひとつ無い綺き麗れいな天井に、凝こった照明。身体からだに力が入らなくて、両手が下がる。その視界に顔が入った。斜ななめ後ろから覆おおい被かぶさるようにして視線を合わせてくる。

「尊敬するよ」

　茶色に近い濃こい赤毛。鳶とび色いろの目。男子だ。この声は、えーと。考えて思い当たる。さっき、カイの言葉を継ついだひと。最初に声を上げたひとだ。

　カイは首を捻ひねって、思わず腰こしを浮うかした。

「ありがとう、さっき！　わた、私、うまく言葉が出なくなっちゃって、恥はずかしい……」

　思い出して顔が熱くなる。

「フツーそうなるって、あんなの！　あたしなんか固まってたもん！」

　カイの前で話していた女生徒がそう言い、もうひとりに袖そでを引っ張られて口をつぐんだ。そして声を小さくして、またふたりで話をはじめる。

「よかったら、廊ろう下か出ない？　あー……いや、食堂で話さない？　夕食が三十分後なら隅すみで座ってればい……くない？」

「そうね」

　男子も緊張するんだ。

　それがわかる話し方だったので、カイも緊張した。居い心地ごこちは悪かったが、でも話したかったし、尊敬するとか言われて嬉うれしかったので立ち上がって二人で外に出た。席を離はなれるときに女子二人を振ふり向いたら、微笑ほほえみとなぜか力強く拳を握にぎられた。

　なんで激げき励れいサインなのかしら。





　広い食堂には、まだちらほらとしか人ひと影かげがなかった。生徒たちとは別に、配はい膳ぜんをしている大人たちがいて、忙いそがしく働いている。並べられていく銀のカトラリー。曇くもりひとつないシャンデリアに、真っ白なテーブルクロス。テーブルは十人がけで整然と並べられ、中央には生花が生けられている。細かな草花模様が織り出された布が貼はられた椅子は、真新しい木製で重たい。隅のテーブルの隅の席を選んで、男子は座った。



    

  
    
      「ここでいいかな。邪じや魔まにならないように」

「うん」

　緊張で喉が張りつく。今まで同年代の男の子と親しく話をしたことなんかなかった。どうしよう、どれくらいの距きよ離りで座ったらいいのかな。

　そんなことがわからなくて表情を硬かたくするカイを見て、男子は少し不ふ審しんそうだったが、突とつ然ぜん立ち上がると隣の椅子を引いた。

「どうぞ」

「えっ」

「こっ、こういう、とこでは、こうすんじゃないの」

　椅子を引くのを待っていたと思われた。

　そう理解してカイは恥ずかしさに頬ほおを熱くする。

「ち、ち、ちが、そ、そんなんじゃなくて」

「え、間ま違ちがい!?」

「え、ううん、あの、いや、えーと、あの、それくらい自分で、いやあの、待ってたわけじゃなくて、私、あの、そんな偉えらそうじゃなくて」

「ご、ごめん、お、俺、あの、こういう綺麗なとことか、君みたいな女の子とか慣れてなく」

「わっ、わっ、私も慣れてないの！　ごめん、なんかおかしい、私」

「おっ、おっ、お、俺もカッコ悪」

　給仕の音だけがする食堂で、沈黙が落ちる。どちらも、なんと言ったらいいのかわからない。しばらくしてから男子が言った。

「す、す、すわ」

「あなたも」

　カイが急せき込んで早口で言って、男子が頷いて二人で座った。

　それから、変な沈黙が落ちないうちにとカイが言う。

「私、カイ・ハイ。ミステラから来たの」

「あっ、え、っ、俺、えーと、ジャンセン。ジャンセン・トランプキー」

「……トランプキー？」

「あ、やっぱ笑うかな。おかしい？」

「ううん。おかしいんじゃあなくて、ええと、今までにあんまり聞いたことないかんじだったから。この国のひと？」

「いや、ルスタイン」

「そうなんだ」

「知ってる？　ルスタイン公国」

「……ごめんなさい。……どこだっけ」

「いやぁ小さい国だし。えーとね、ここまで飛行機で五時間で、電車で二時間。言語統一政策が親父おやじの代で完かん遂すいしててほんとよかったよ」

　ジャンセンの表情が和やわらいで、カイも微笑む。

「ルスタイン語ってどんなの？」

「公用語にはない、なんていうかなぁ……幅はばがあって。俺は好き。ミステラだったらこの国だよね」

「うん、ここから二時間……て、空港があるから知ってるよね。通ってきたものね。その、うんとはずれ。電車で二時間だけど、駅まで車で一時間。車がないとどこにもいけないの」

　子供の頃ころからの閉へい塞そく感かんを思い出して、カイは苦笑する。

「車で一時間なら自転車なら三時間だろ？」

「え」

　思いがけないことを言われて、カイはなんだか身体が温かくなるのを感じる。

　さっきの、恥ずかしさで熱くなるのではない。なんだろう。

　おなかの中に星が落ちたみたいだ。

「……そうか。そうね。いやだ、思いつかなかった。だって私自転車持ってたのよ」

　ジャンセンが笑う。

「じゃ、今度やってみれば」

「そうする！　夏期休きゆう暇かってあったよね」

　送られてきた案内の冊子の中身を思い出す。夏期休暇。生徒は持ち回りであるはずだ。

　一いつ斉せいの休みでないのが不思議だったが、考えてみれば学院は空に出来ないのだ。

　ロドーリーと戦うために。

　それを思い出して、カイの高こう揚ようは消える。

「……それまで、生き延びられるのかな」

　また、沈黙が落ちた。

　今度の沈ちん黙もくは重く、硬かった。

　少ししてジャンセンが言う。

「……まだ、俺も整理ができてないんだけど」

　カイは黙ってジャンセンの言葉を聞く。表情を見たら、ジャンセンは深く思考の中に沈しずんで、視線はどこを見ているようでもなかった。天井からの照明に、耳の産うぶ毛げが透とう明めいに光っているのに気がついて、カイは綺麗だなと思った。

「俺、ロドーリーを見たことがある」

「え」

「っていうか、親を殺された。小さい時に」

　カイは黙り込んだ。その沈黙に照れたように、ジャンセンは唇くちびるを尖とがらせ、慌あわてて軽く右手を振る。その右手に火傷やけどの痕あとがあるのをカイは見た。

「って、いう話。あんまり覚えてないんだ。……あの、引き取られた先の、親に、一回だけ聞いたんだけど。そういうことらしい。……あの、親、俺、血は繋つながってないけど本当の親だと思ってるのね。母さん片付け下手だけど……父さんも下手なんだよね。んで、兄弟三人いるから、家の中狭せまくって。料理がまたうまくないんだよ。兄さんが一番うまいの。……って、関係ないか。親、どっちも、ここに来るときに、行かなくていいんだぞってしつこく何回も言ってて、おかしいなぁ、厄やつ介かい払ばらいだろって思ったのに、さっきの説明聞いて、あーそりゃ行くなって言うなぁって」

「厄介払いなんて、そんなんじゃないよ。たぶん」

　カイは何も考えずに思わず言った。ジャンセンは、恥ずかしそうに視線をそらした。

「いい、おうちだね」

　まるで自分のことのように嬉しくてカイは笑う。きっと楽しいんだ。狭くてもごはんがそんなにおいしくないってみんな思ってても、みんなで家事を手分けしていても、そんなのも楽しいんだ。

「まぁ、うん。悪くないよ？　うん。で、まぁそんなんだから、正直今、びびってる」

　照れて早口で言われた言葉に続いた率直な感想に、カイは驚おどろく。男の子なのに。でも、今は彼と話をしたい。彼と同じくらい素直に。

「私も」

　視線を合わせて、ジャンセンは頷うなずく。

「うん」

「まだ、混乱してて、怖こわい」

「うん」

　カイは唇を引き結ぶ。

「……でも、私たちがやらないと、だめ、なん、だよね」

「どうなんだろ。今までだって何とか退治してたんだから、俺たちでなくても何とかなるとは思うけど、こんな施し設せつまでわざわざ作ったんだから、ロドーリー対策世界機関ってのも本気なんだろ」

　ジャンセンはテーブルクロスを指の腹で少しなぞる。考えながら話しているとわかる仕草だった。

「こんな真っ白なテーブルクロス、学校で見たことねぇよ。駅だって街だって、俺たちのために作ったんだろ？　そんならロ機関ってのは本気なんだよ」

「すごい略し方ね」

「普ふ通つうさ。……カイ。そろそろ食事の時間みたいだぜ」

　言われて気がつけば、食堂にはひとがたくさんいた。席はほとんど埋うまり、給仕がテーブルにパンの載のった籠かごを置き、料理のワゴンを押して料理の載ったプレートをひとつずつ置いていく。

　テーブルの他の席にもいつの間にか生徒たちが座って、カイとジャンセンに話しかけてきた。

　カイの前に置かれた区切りのついた大皿には、小さなカップに入ったスープと、鮭さけの酢す漬づけ、ソースのかかったステーキとポテトサラダ、何種類かの温野菜とデザートのプチケーキが載っていた。

　学校の夕食にしては豪ごう華かだなと思ったが、少し冷めているし、ステーキの焼き加減が雑だ。

　家の夕食と内心比ひ較かくしてしまっている自分を、カイは恥はずかしく感じたが、ジャンセンが頬を紅潮させて目を輝かがやかせて言った。

「すげぇごちそう……！」

　その様子と言葉で、カイは目の前の料理がすばらしいご馳ち走そうに確かに見えたので、心から言った。

「ほんと、おいしそう！　食べちゃおうね！」

「パンも、二個とかとっていいのかな」

　そのジャンセンの言葉には向かいに座った男子学生が言った。

「いいみたいだぜ。ほら、そこの、ええと、給仕さんがパンのでっかい籠持ってるからおかわり自由だろ」

「すげぇ！　ダーヴィスすげぇ！」

　言ったかと思うとあっという間に皿が空になった。面白くて、食事がおいしかった。隣となりに座った女生徒と、視線を合わせたら、

「男子、おっかしいねぇ」

　と、クスクス笑った。カイも笑った。





　旅行の疲つかれもあって、目が覚めたら朝だった。身だしなみを整え、食事をし、制服に着き替かえる。

　衣装ダンスの中に入っている、真新しい制服。

　取り出して、鏡の横のコート掛かけにハンガーを掛ける。窓からの朝の光に、埃ほこりひとつない制服が輝くようだ。

　黒一色で、袖そでと裾すそに二本の飾かざり線。ボタンは銀で校章入りだ。校章は盾たてと杖つえのデザイン。襟えりは小さい立襟で、中の白のブラウスの襟が少し出るようになっている。スカートは細いプリーツで膝ひざにかかるくらいの長さ。黒のハイソックスに、紐ひもの革かわ靴ぐつ。

　カイはなにかの儀ぎ式しきのようにそれらを身に着ける。

　最後に、鏡の前に立ってブラシで髪かみを整える。

　校則に、髪をどうしろとか、どうしてはいけないとかは書いていない。今までそうしていたように三つ編みにしようかと考えて、やめた。



　ともあれ、今日は昨日ではない。

　自分は、今日を生きなくてはならない。

　どこかに行きたかったけれど、それはここじゃないんだと強く思った。

　こんなとこじゃない。

　どこかへかはわからないけれど、

　ここじゃない。

　教室に一番先に行って、入ってきたひとにおはようって言う。ちょっと難しそうだけど、やってみようとカイは思う。

　とにかく、なにかをして自信をつけたかった。





　外に出るといい天気だった。少し寒いけれど、夜の冷たさが残る朝の空気がすがすがしい。指先がぴりっとする。鳥たちが梢こずえの上で鳴き交わしていた。

　女子寮りようの前庭を抜ぬけると、道がある。外部からの道と交差するその道を歩いていくと校舎の前庭になる。

　ジェランの黄色い花が盛りだ。甘い香かおりが漂ただよっている。ジェランの木は、前庭の道を二列に挟はさんで校舎までまっすぐ続いている。腰こしの高さの低灌かん木ぼくで、今の季節は葉が出ずに花だけが咲さく。

　その先には二階建ての校舎。

　入学式のための飾り付けが為なされていて華はなやかだ。

　だが、まっすぐには行けない。

　教職員たちとおぼしき礼服姿の男性と女性が、校門前からずらりと並んでいる。

　そしてその先、校門の間に小さな机が置かれ、ひとりの男性が立っていた。

　教師ではなさそうだが、生徒でもなさそうだ。制服は着ていたが、ダーヴィスのそれではない。

　裾の長い、濃こい青色の服だ。銀のモールが飾りについているということは、軍人なのだろうか。年は若い。それはわかる。自分より年下ではないが、そう離はなれて年上でもなさそうだ。

　薄うすい銀色の髪が長い。眼鏡めがねをかけて微笑ほほえんでいる。細身だ。

　なんだろう。

　春の朝の日差しの中で、薄い影かげを纏まとってこの世の人ではないようだ。けれど同時にその微笑みには空くう虚きよな暗黒が混じっているような感かん触しよくがあった。

　カイはなんだか顎あごを引き、唇を結んで睨にらみ付けた。

　そうしなくてはならない気がした。

　鞄かばんの持ち手を握にぎりしめ、歩き出す。

　怯ひるんだりしない。

　怖いけれども怯んだりしない。

「おはよう」

「おはよう」

「おはよう」

　教師たちが朝の挨あい拶さつをする。

　だがカイは目の前のひとから視線を逸そらさない。

　真新しい煉れん瓦がの道を歩いて、カイはそのひとと、紫むらさき色いろの布がかけられたテーブルの前に立った。

「おはようございます」

　ケンカを売るように言ってしまった。行ぎよう儀ぎの悪いと祖母が眉まゆをひそめそうな。けれどここには祖母はいないし、ここにいるのは祖母ではない。

　長ちよう髪はつのひとは首を少し斜ななめにして微笑みを深くした。

「入学おめでとう。……杖を選んでください。必ひつ須すなものです。この中に一本だけ、あなたのための杖があります。どうぞ、見つけ出して育てて」

　言われて視線を下げれば、象眼細工の箱に入ったたくさんの杖があった。杖と言っても、油絵用の絵筆くらいの長さで、太さもそれより太いくらいだった。

　おそるおそる手を触ふれたら、頭上で笑い声が漏もれた。

「かみつきゃしないよ」

　茶化されて、かっと頬ほおが熱くなる。

　勢いよく箱の中に手を入れて、適当に掴つかみ出す。

　握りしめて睨み付ける。

「選んだので、失礼します！」

　そう言って、反応を見ずに早足でカイは敷しき地ち内に足を踏ふみ入れる。

　その途端、不思議な感触に膝を突きそうになった。大きな手で自分ごと空間を捻ねじられているような感触。

　長髪の男は、近くにいた職員に、



    

  
    
      「待たい避ひしてください」

　との言葉と共に杖の箱を渡わたし、カイの隣に駆かけ寄った。

「来るよ」

「な、なに、なにが!?」

「ロドーリーだ」

「ええ！」

「僕の名前はイズシール。君は」

「どうして名前なんか今」

「戦うんだからお互い名前知ってた方がべんりでしょう。名前は」

「カイです。たたかう？」

「……ああ。カイ・ハイだね。ラック家の。血筋的に有名人だ、よろしく……倒たおれないで！」

　両りよう肩かたを後ろから強く掴まれて、立たされる。まっすぐ立っていられない。鞄は地面に落としてしまった。杖を握りしめる。

　たたかう？

　ロドーリーが来るの？

　空間が捻られる感覚はどんどん強くなってくる。身体からだが圧あつ迫ぱくされる。イズシールが耳許で言う。

「落ち着いて。今、空間が繋つながっているところだ。もう少しで落ち着く。意識的に息をして。呑み込まれないで。大事なものを心に思って」

「……どうして、そんなことを知ってるの……」

　背後で笑い声がした。こんな時なのに。

「先せん輩ぱいだもの。イズシール先輩って呼んでね、風が来るよ。押さえてるけど君も自分で踏ん張ばって！」

　言葉が終わると同時に、空気の固まりがカイを襲おそった。大きな固まりで殴なぐられているような感覚にカイは息を詰つめて耐たえる。全身で踏ん張る。よろけた。イズシールに支えられて薄うす目めを開けると、風が収まっていくところだった。

　その風の中心に華やかなドレスを纏まとった女性が現れた。後ろ腰ごしが大きく膨ふくらんだドレスだ。桃もも色いろ地に赤いフリル。日ひ傘がさをさして、金きん髪ぱつを縦に巻いている。時代錯さく誤ごも甚はなはだしいが、美人だった。

　だが、どこか違い和わ感かんがあった。

　なんだか、別の生き物の集合体のような。いくつかの生物が身を寄せて蠢うごめいてひとの形を作っているような。

　ドレスの女性は、きょろりとあたりを見回した。

　その様子が、なにか長い触しよつ覚かくを持つ昆こん虫ちゆうを想起させる。

　首の回転度が、人間のそれより、少し大きい。

「……ここは、どこかしらねぇ。そこのあなた。ひとがいるところを教えてくださらない」

　女性が、カイを見つけて話しかけて動いた。

　歩いてではなかった。道の上を滑すべってきた。表情は物もの憂うげで、カイを見つめる瞳ひとみはおかしかった。瞳どう孔こうがなぜか左右で数が違ちがった。左に七つ、右にはもっとあった。それらがひとつひとつ勝手に焦しよう点てんを合わせたり別のところを見ているのをカイはわかってしまう。

　背中が総毛立った。

　杖を握りしめて卒そつ倒とうしそうになる。

　人間の形をしてはいるがこれは別のいきものだ。

「ねぇあなた。わたし癒いやされたいの。あなたたちふたりではたりないわ。もっといないかしら」

「……い、癒し？」

　ひっくり返った声が出た。

　なんて無様なんだ。

「そう、癒しよ。だいじでしょ。わたし、わたし、わたしたちは、傷ついているの。ああ、そう！　悲鳴を感じたいだけ！　絶命するのを感じたいだけなのよ！　それだけなのよ。あーがまんできない」

　カイは身動きが取れない。

　目の前のものの、襟えりのレースが立ち上がって変化した。まっすぐな長い針のようなものだと認識する前に、目の前になにかが立てられて、鈍にぶい音がした。

「……それで、ハイ左様ですかと後こう輩はいを差し出すわけにはいかないんだよ、ロドーリー」

　イズシールだ。

　イズシールがカイの背後から、両りよう腕うでで囲うように出した杖つえだった。その杖は深い紫色で、紫色に発光する線が精密な模様を作っていた。

　ロドーリーがイズシールを見つめ、小首を傾かしげる。

「あらそ」

　ドレスの全てが針になり、伸びた。イズシールが叫さけぶ。

「光は我の盾たてとなれ！　影は我の鎧よろいと変ぜよ！　セルランファール！」

　杖の模様が一気に広がり、カイとイズシールを囲む半円のドームになった。模様は実家のベッドカバーの王朝唐から草くさのようだった。

　その光にロドーリーの針が全て当たり、防いだ。ロドーリーは針を一度一いつ斉せいに引くと、もう一度一斉にドームに当てた。

　ドームが揺ゆらぎ光が細かく散る。

「あんまり保たないな。カイ。生徒手帳出して。はやくね」

　イズシールの言葉に頷うなずきはしたが身体に力が入らない。震ふるえながらカイは、鞄を拾って中に入っていた手帳を出した。その間も何度もドームは叩たたかれて、その度にイズシールが息を詰めている。

「最初のページ開いて、読んで」

　杖を胸に押しつけて腕で挟み、カイはそのページを開く。

「……なんですかこれ」

　カイの質問と同時にロドーリーがまたドームに針をぶつけた。イズシールは小さく声を漏らし、よろめいた。踏ん張って、笑った。

「読んで」

　疑問を持っている暇ひまはないんだ。

　カイはそう思って頷き、震える唇くちびるで読み上げる。

「ダーヴィスの門より、桜おう月げつの門へ。連なり流れる魂たましいの鼓こ動どう、リズム、音律、詩しい歌かの響ひびきに導きを知り」

　声が震える。膝ひざが震える。なんだろうこれ。こわい。逃にげたい。どこかに行きたい。ここじゃないところ。ここじゃなければもうどこでもいい。こわい。こわい。

「我と契けい約やくし、我に従え。君は我が力、我は君の心。君は我の真実を知り、我は敬愛と感謝を君に捧ささぐ」

　言葉の意味が全くわからない。

　一応生徒手帳には全部目を通しておいたけど、こんな文章あったかな。

　自分はここで一体何をしているんだろう。

　唐草の檻おりががんがん叩かれている。紫色の火花が散る。

　生徒手帳を、カイはもう見ていなかった。何を言えばいいのかはわかっていた。

「疾とく来たりて我と共にあれ。桜月よりの契けい約やく魔ま人じん。君は我が力なれば。我は君を求めるが故に。さぁ……」

　胸に、言葉が込み上がってくる。

　なんだろう。

　なんなんだろう。

　つま先から髪かみの先まで光に包まれるような感覚だ。

　どこかから光と熱の奔ほん流りゆうがやってくる。自分を通して外に出て行く。けれど、光は離はなれない。

「………手を、つなごう。私と。……あなたは、私のものだから！　契約魔人、フジシロユイカ!!」

　光が、自分の身体を通して迸ほとばしる。

　あつい。

　不快ではない。

　夏に、水浴びをして暖められた石に横になる。瞼まぶたを通して感じる、水みな面ものきらめき。

　そんなあつさとまぶしさだ。

　身体のかたちに光が押し出されて、それがそのまま身体になる。

　突とつ然ぜん生々しくなったひとの気配に、カイは思わず目を開ける。

　知らない背中。髪の毛。後頭部。服。

　誰。

「誰」

　眼前の少女は、振ふり向いて不敵に笑う。右手の中指の腹を舐なめる、桃色の舌。薄うすい茶色の瞳。頭のかたちに添そって切られた、前まえ髪がみだけが少し長い茶色の髪。睫まつげが光っている。茶色の上着に白いシャツ、臙えん脂じのリボンタイ、極きよく端たんに短いスカートにハイソックスと革かわ靴ぐつ。

「あなたの、フジシロユイカよ。カイ・ハイ」

「……誰？」

「喚よんだくせに。まぁあたしはわかってるから心配しないでいいよ。あたしの使い方もあたしがおしえてあげられる。ただ、今すぐに理解して欲しいのは、あたしはカイの力だってこと。あたしはあなたのものだってこと。あなたの意志で動くってことよ」

　わからない。何を言っているの。

　がん、と檻が揺れ、イズシールが咳せき込んだ。道に血が散る。大きく揺らぎ、一歩を踏ふみ出してイズシールは身体を支えた。

「先輩！」

　口くちの端はしに血をつけたイズシールが、重そうに瞬まばたきして視線を上げる。

「ごめん、ちょっと、そろそろ、無理」

　紫むらさきの唐草の檻の火花が、一カ所派手に散った。そこを狙ねらって、針が伸のびる。進入してイズシールの眼前に迫せまった。

「守って！」

　カイが悲鳴のように叫ぶ。ユイカが腕を伸ばし中指の腹でその針を受け止めた。なんの力も入っていないように見えた。

　イズシールが目を開いて硬こう直ちよくし、それから口の端を上げて横目でユイカを見た。

「……ありがと」

　ユイカはイズシールに嫌いやみに笑って小首を傾げた。

「いいよー気にしないで。最近、強い女子ってブームらしいじゃんよ。……で、これからどうすんの。カイ」

　ユイカがそう言っている間に、針が隙すき間まに何本も穿うがたれ、唐草の檻がきしみ始めた。紫の火花は激しくなる一方で、カイは杖を抱だきしめて一歩下がる。

「敵を、その杖で示してよ。あたしがやっつけちゃうからさ」

　ユイカが言った。

「あたしは力だから、杖が指し示したものをぶっこわすの。杖に負荷がかかるけど、杖先ずらさないで。そしてそれはぜったい意志と共に。……ねぇ、もう、こわがんないでよ、カイ・ハイ。あたしは今もう、ここにいるんだから」

　その言葉で、震えていたカイの身体は止まった。足に力が入る。踊おどるときのように、姿勢が正された。身体からだから無む駄だな力が抜ぬけた。

　杖を手にする。

　今や針の固まりと化したロドーリーに杖先を向ける。

「彼女を。お帰しして。もといたところに」

　針が震えた。笑っているのだと気がついてカイはぞっとする。

「いやよぉおおおおいやよぉおおおおおいやよぉおおおお」

　空気がびんびんと震える。硬かたい弦げんを力まかせにかき鳴らしているようだ。

　ユイカの唇が微笑ほほえむ。瞳はまっすぐにロドーリーを見ている。唇は、つややかなオレンジ。

「おかえりください」

　ユイカが言って、指の腹で針先を押しながら一歩進んだ。

　巨きよ大だいな蜂はちの羽音が、辺りをつつんだ。

「ひぁ!?」

　全身を軽くくすぐられているような感覚に、カイは全身が熱くなる。イズシールも小さく息を詰つめた。その様子は今までのような痛みに対するものではなかった。

「……振しん動どうが、武器なのかな……？」

　イズシールの頬ほおが少し赤い。きっと自分もそうだ。

　足に力を入れて立ち直す。

　そして宣言する。

「……癒いやしは与あたえず！　お送りしなさい！」

　杖を向ける。紫の唐草の檻の向こう。

　もはや針の固まりとなった前時代の貴婦人の様なものに、杖先を向ける。

「かえりたくはありませんんんんんんんんん!!」

　杖先に力がかかった。反発する磁石の様な。見えない手で掴つかまれて、奪うばわれるような。

　カイは両手で杖を握にぎって固定し、両足で踏ん張ばる。

「はい、ご主人様」

　ユイカがそう言うのと、針が一斉にカイに向かい、唐草の檻が消え去ってイズシールが膝を突くのが同時だった。

　ユイカは触ふれていた針を振動で粉々にすると地面を蹴けり、そのまま走って貴婦人に近づいた。ユイカを襲おそう針や、軌き道どうを防ぐ針は、細かな結けつ晶しようになって散り、舞まい上がり、陽光にきらめいた。ユイカの両の中指は常に貴婦人に向けられ、大きく、けれど繊せん細さいに振動してその振動で空気の色が変わるような気さえした。

　その間中空気は激しく震え、うねり、カイは身体中を愛あい撫ぶされるような、頭の芯しんが痺しびれるような感じに必死で耐たえた。身体に力が入らない。膝が震えて立っていられない。

「……くっ、ぁ、あひゃぁ……っん！」

　甘い声が漏もれるが、止められない。

　杖つえを保持するだけで精せい一いつ杯ぱいだ。

　ユイカの足は速い。まるで風の精せい霊れいのようだった。貴婦人に肉にく薄はくするとわずかに跳とんだ。前髪が浮ういて額が見えた。

　貴婦人の、目とおぼしき場所にユイカは視線を合わせる。

「あたしの振動バイブで、イカせてあげるわ」

　ユイカはそう言って、右手の中指を貴婦人の額に押しつけた。その瞬しゆん間かん、貴婦人と針の輪りん郭かくが激しく揺れる。同時にユイカと貴婦人を中心に、大きな力がかかったようにその場所がへこみ、道路の煉れん瓦がや土や芝しば生ふがえぐれて飛び散った。

　甲かん高だかい、アリアの様な悲鳴を上げて、貴婦人は細かな光の粒りゆう子しになって高く、広く散らばって溶とけるように消えた。

　同時にカイにかかっていた負荷も、愛撫のような振動もなくなって、カイはその場に杖を取り落として膝と両手を地面に突いて支えた。

　舞い上がった芝生や土、煉瓦の欠片かけらが降ってくる。

　全身にびっしょり汗あせをかいていて気持ち悪い。息が上がっていて身体が熱い。眼球も熱くて涙なみだが出る。洟はなを啜すすって、なんとか煉瓦の道にぺたりと腰こしを下ろした。

「……君の魔人は、はしたないなぁ」

　苦笑と共に力の入らない声で、後ろから声がした。

「……イズシール先せん輩ぱい……」

　震ふるえながら振り向くと、イズシールも路上に座り込んでいた。

「入学式は、君、欠席した方がいいかもね。一いつ緒しよに医務室に行こう」

　その言葉が終わるか終わらないかのうちに、礼服の教師たちが駆かけ寄ってきた。

　立てるかね、とか、よくやりましたね、とか言われたが、カイは彼らの身体の間から見えるユイカしか見ていなかった。

　茶色の短い髪も、茶色の瞳ひとみも、オレンジに見えた唇も。

　今は輝かがやきを失って、ひどくつまらなそうにぼんやりと立っていた。

　フジシロユイカ。

　私の魔人。



    

  
    
      　第二章　一方面からの歴史






　医務室で手当を受けて、教師が持ってきた新しい下着とブラウスを持ってシャワー室でシャワーを浴びる。最低の入学式だ。疲つかれたし、思い出すだに死にそうに恥はずかしい。ユイカの振動は、身体の芯が熱くなってくらくらして気持ちがよかったのだ。そんな姿を衆目に晒さらすだなんて、この場で消えてしまいたい。

　着き替かえて廊ろう下かに出たら、自分と同様にシャワーを浴びたらしいイズシールがいた。

「先輩。怪け我がは？」

　イズシールは、外していた礼服のボタンをだるそうにかけようとしながら答える。長い髪かみはまだ濡ぬれていて、ゴムで後ろに束ねていた。

「ああ、平気。薬飲んだし、手当もしたし」

　ドライヤーあったのに、面めん倒どうだったのかしらとカイは思う。

「……いいですよ、襟えり元もと。楽にしてて」

「そう？　じゃ、お言葉に甘えようかな」

「先輩」

　カイは、イズシールに身体を向けて立った。恥ずかしさは切実さの前に、心の隅すみに追いやった。

「今、お時間、ありますか」

　イズシールは難しい顔を作る。

「宗教とかなら遠えん慮りよしたいな」

「ありますか。ないんですか。作ってください」

「君もさ、案外大人しくはないんだね」

「茶化すのやめてください」

　イズシールは肩かたをすくめる。

「……いいよ。じゃ、そこの談話室入ろう」

　言って、イズシールは少し歩いて、談話室と書かれている扉とびらを開けた。

　中に入ると、イズシールはカーテンを開けて一人がけのソファに座る。小さな低いテーブルを挟はさんで、三人掛がけのソファが置いてある。カイはそこに座って、イズシールを睨にらみ付けた。

　そのカイの視線にこわいなぁ、と呟つぶやいて、イズシールは足を組み、肘ひじ掛かけに肘をつく。

「私の質問に答えてください」

「はいはい」

　あくまで軽い様子にカイは苛いらついたが、質問をやめる気はない。

「イズシール先輩って、なんなんですか？」

「……ちょっと、天才なんだ」

　冗じよう談だんで言っているのかとカイは思ったが、言葉は続いた。

「僕の名前は、イズシール・アルスオーオラ。エルスモア王国からやってきました。一応大使扱あつかいだよ。偉えらいんだからァ」

　言って、イズシールはつまらなそうに笑った。

「アルスオーオラって聞いたことないかな。……百年前の天使の時に、英えい雄ゆうラックと一緒に戦ったんだけど」

「あ！」

　忘れるわけがない。うんざりするほど祖母から聞いた。

「アルスオーオラ博士の」

「そう。営々と流れ続ける血脈。英雄と天才の末まつ裔えい今ここに。あっはっは」

　イズシールはそう言って笑って溜ため息いきを吐ついた。

「アルスオーオラ家はロドーリーの封ふう鎖さ担当を代々やってたからね……ここ何代かは別のグループがやってたけど」

「じゃ、どうして先輩が？」

「そりゃ僕が天才だからだ。この杖だって、僕が発明したんだよ。グザヴィエ博士の発明した魔人システムのためにさ」

　カイは身を乗り出した。

「魔人って、なんなんですか？」

「……君の力だよ。君の意志で動く武器といってもいい。……別の世界からやってきて、君の命令を聞く。そういうものだ。今はロドーリーという脅きよう威いに、君が、世界が晒されている。だから、ロドーリーを退治するのに特化した力を持ったんだね」

「え、あ、あの、よく、わかんないんだけど」

　イズシールは辛しん抱ぼう強づよく、考えながら話す。

「……魔ま術じゆつや、発明というものはさ。この世界に織り込まれている原理を掬すくって、紡つむいで読み取って、理解せずとも再構築して作っていくんだ。どうしてそうなのか。それがどうしてできるのか。は、わからない。……理解でき易い身近なところでいうと、電気って何なんだか、君はわかるかな？　わからないだろう？　でも、スイッチを押せばあかりは点く。それは知っていて毎日使ってる。そういうこと。……この世界には魔人システムを構築出来る力が眠ねむっていて、グザヴィエ博士はそれを見つけた。媒ばい体たいはこの杖。ゆくゆくはダーヴィス学院生全員が、魔人を喚よびだせればいいと思ってる」

「先輩の、魔人は」

　イズシールは笑った。

「残念、まだ喚びだせてないんだよ。君が最初の成功例だ。おめでとう」

　カイは首を横に振ふる。

「嬉うれしくないです」

「絶大な力を手にしたんだ。喜びたまえよ」

「……ロドーリーってなんなんですか？」

「国家機密だったんだけどね。……少なくともダーヴィス学院生に言わないわけにもいかないだろうなぁ」

　嘲ちよう笑しようを、イズシールは口の端に乗せた。





「大災害、天使から百年!!」

　講堂で、校長と名乗った精せい悍かんな男性が、マイクも使わずに壇だん上じようで言っている。

　講堂に並べられた椅い子すに生徒たちは座り、その手には一本ずつ杖が握にぎられていた。壇上の入学おめでとうという看板と、リボンの飾かざりが空々しかった。

「当時の英雄たちの行動により、天使により起こされた災害は収束しました。ですが百年経ち、そのほころびが文字通り大きくなり……」

　ジャンセン・トランプキーは戦せん慄りつと共に言葉を聞く。

　どうでもいい、そんなこと。さっき、カイ・ハイが戦ったのは化け物だった。

　あんなもんとどうやって戦えというんだよ？

　講堂の中は緊張感に満ちていた。

　生徒たちはだまりこんで、校長の説明をひとこともききのがすまいとしている。

　暴動でも起きそうだとジャンセンは思い、それはそうだと思う。

　全員自分の命がかかっているのだ。

　カイは医務室で手当を受けて、休きゆう憩けいしてから合流するだろうと、ジャンセンが教師に訊きいたら言っていた。

　大だい丈じよう夫ぶなんだろうか。

　講堂の扉が開いて、ざわめきが広がった。

　入ってきたのは、茶色の髪と極きよく端たんに短いスカートの、魔人だった。

　講堂の扉を閉めて、一番後ろの壁かべにもたれて立った。生徒たちは魔人に意識と視線を奪うばわれたが、校長が壇上で一声を発した。

「注目！」

　震えるような声に、全身背筋を正して前を見た。

　話は続いたが、ジャンセンは構わずに席を立って魔人の前に立った。当然見えているだろうが、校長はジャンセンを止めなかったし、両りよう端はしに並んでいた教師陣も止めなかった。

「こんにちは」

　ジャンセンは緊きん張ちようからの喉のどの痛みを感じながら、魔人に言った。

「こんちは」

　魔人はつまらなそうに言ったが、視線は合わせた。それに勇気づけられて、ジャンセンは名乗る。

「俺、ジャンセン・トランプキーって言うんだ。さっき、カイと、君……」

「ああ。何、カイとつきあってんの、あんた」

「べべべべつにつきあってないよ！　昨日逢あったばっかだし！」

「あっそー。つまんなーい。つきあいたくないの」

「つきあいたいよ」

　勢いで言ってしまう。

「ヘタレ」

　鼻で笑われる。

「なんでだよ」

「ヘタレじゃん、だって」

「つきあうとかつきあわないとか、だって昨日逢ったばっかなんだって」

「つきあいたいって言ったじゃん」

「つきあいたいけど」

「ヘタレ」

「ちょっとその話置いておいてくれよ。名前訊いていい？」

「フジシロユイカ」

「フジシロ……さん？」

「ユイカでいいけど」

　ユイカはジャンセンの肩かた越ごしに、壇上の校長を見て言った。

「いいのー？　校長話してるけど」

「いいよ。君の話のほうが有益そうだ」

　ジャンセンは溜息を吐くと、ユイカの隣となりに立って壁にもたれかかった。

「君って、なんなの？　君のこと、魔人って先生たち言ってた」

「魔人だよ。カイの魔人。大人しく黙だまってるなら説明するけど」

　ジャンセンは返事をせず黙って待った。ユイカは笑う。

「あたしは藤フジ代シロ唯ユイ香カっていうの。今日、桜月高校に入学するとこだったんだけど、歩いてたらいきなり眩まぶしくなって、ぐるぐる回って、ここに来たの。ぐるぐるしてる間に、いろんなことが頭の中に流れ込んできて、わかったんだ。そこがどこでも、あたしが現れる世界には私の主人が待っていて、あたしを使ってくれるって。あたしはあたしの力の使い方もわかったし、カイにどうしてもらえればいいのかわかった。それはとっても気持ちのいいことだったし、納なつ得とくしたから、何がどうでももういいの。あたしはカイに必要とされてるし、カイがなんて言ったってそうなのよ。カイはまだわかってないだけ。でもあたしにはわかってんの」

「説明になってないよ。君はなんなの。魔人ってなに」

　思いがけず終わってしまった説明に慌あわててまた問うジャンセンに、ユイカは欠伸あくびをしてから答えた。

「じゃ何。ジャンセン。あんたはなんなのよ。ジャンセン・トランプキーってなんなの。かわいい名字だねー」

「かわいいかよ」

「そこじゃないでしょ、きいてんの」

「なにって」

　ジャンセンは当とう惑わくして唇くちびるを突つき出す。

「ほらみろ答えらんない。そういうことよつまり。いいじゃんなんだって。カイはあたしんだし、あたしはカイんだし。カイがどういうやつか知らないけど、運命の相手がいるって、幸せだわ。……うれしいな」

　頬ほおを染め、白い歯を見せてユイカは笑った。

　なんだかそれが、とても純真な気がしてジャンセンは胸を衝つかれる。

　なんだろう。

　なんだか痛々しい気になる。

「カイはあたしを必要としてんのよ。あたし以外誰だれも、カイの力になれないわ。うふ、ドキドキすんなぁ」

　そしてユイカはジャンセンを上目で見て言う。

「だから、カイになんかすんなら優しくしなよ」

「は!?」

　ジャンセンは顔が熱くなる。

「べ、別にそんなん！」

「うひひひ、かわいかったなぁさっき。カイ、まっかになってぷるぷるしちゃってさぁー。声なんかもかわいくってさぁー。見てたんでしょ？　バッチリ？」

　見てた。

　確かに。

　ばっちり脳内に焼き付いているが、ジャンセンは首を横に振る。

「やーだー。いいっていいってー」

　ユイカはニヤニヤとジャンセンの肩かたを叩たたく

「やめろって。思い出さないようにしてるんだから」

「ハイハイハイ。ウヒヒヒ」

　言うとユイカは悠ゆう然ぜんと、前に向かって歩き出した。

「おい、ユイカ。どこに行くんだ」

「っえー。前のほう」

　ジャンセンは何となくあとを追う。聞き耳を立てていた生徒たちは、二人に注目していたが、校長の話は続いている。

「校長先生が今話してるだろ」

「あはははは！　あんただって無視してんじゃん！　威い厳げんねぇなー校長！」

「入学したばっかりだもん、威厳のあるなしなんか俺わかんねぇよ」

　言いながら二人は一番前に着き、ユイカは壇だんに手を着くと身軽に上った。短いスカートから白い下着が見えて、ジャンセンは顔をしかめる。ああいうのは隠かくして欲しい。

「……なんだね、魔人」

　校長が言う。

「フジシロユイカよ。マイク貸して」

「テーム君。マイクを」

　呼ばれた教師が、マイクを持ってくる。一応用意してあったのかとジャンセンは思った。

　ユイカはマイクを渡わたされると、壇上から生徒たちに向き直って言った。

「どうも！　魔人です！　ユイカって呼んでね！」

　生徒たちはあっけにとられてぽかんとする。

「校長の話を聞くともなしに聞いてたんだけど、あんたたちつまり、来る気もないのに選ばれてここに来て戦えって言われてるんだよね。死んじゃうかもしれないのに、行きたい学校もあっただろうし、勉強もしてただろうに気の毒だよねーホント。なんであんたたちがほかのやつらのために戦って、死ななきゃなんないの？　あたしも理り不ふ尽じんと思うけど、でもさぁ」



    

  
    
      　ユイカは生徒たちの顔を見回し、真しん剣けんな顔と声で言った。

「できれば、カイを助けてあげて」

　講堂が、水を打ったように静まる。

「今のとこ、魔人を喚びだせてるのはカイだけなんだよね？　そんならさ、カイとあたしが戦うから。あんたたちも、助けてください。あたしはいいんだ。魔人だから。でもさ、カイはさ、そうじゃないから。……まだ、ちゃんと話してないからどんなやつかわかんないけど……カイは、助けが必要だと思うんだ。たたかいだけじゃなくて……気持ちのこととか……なんつの、うまくいえないけど、なんか……ほら、そういうのって大事じゃん！　だから、あたしにできないところで、カイを助けてあげてください。どうかよろしくお願いします」

　それだけ言い切ってしまうと、ユイカはマイクを校長に渡して壇から降りた。

　ジャンセンは横を通るユイカに慌てて言う。

「どこ行くの!?」

「ここじゃないとこよ！　ぎゃぁ恥はずかしい！」

「待てよ、つきあうから」

「あーそりゃいいわ、一人だと間が持たないし」

　言い合って二人は早足で講堂をあとにした。

　残されたものたちは二人の消えたあとを何となく見やってしまう。それから校長が、苦笑し肩をすくめて言った。

「……まぁ、魔人が言うように君たちは災難だし理不尽だと、一個人の私としては思うが。普ふ通つうに暮らしていてもロドーリーは襲おそってくるのだ。だったら、適性があるのなら対たい抗こう手段を手に入れた方がいいんじゃないかと私は思うんだがね。入学辞退も退学も許されていないというのは確かに人権無視だ。だが、人命のかかっていることなのだ。どうか……前向きな気持ちで訓練に邁まい進しんして欲しいと、私は願う。……さて、続きは各クラスに分かれて、担任から講義を受けたまえ。……それを終えて、なおここの学生であることに意味と使命を感じないというものがあれば、いつでもいい、校長室の扉とびらを叩きたまえ。私は今日一日、眠ねむらずに校長室で待っている。……明日あしたの午前中は、そんなわけで休むがね」

　言って校長は少し笑う。講堂の空気が緩ゆるんだ。

「清せい聴ちようを感謝する」

　そして胸に拳こぶしを当て、軽く開いて柔やわらかく言った。

「ヴィダ・ダーヴィス」

　これがダーヴィス学院流の敬礼なのだと、生徒たちは何となく理解した。





　濡ぬれた髪かみをほどいて手て櫛ぐしで整えながら、イズシールは話をする。

「いわゆる、天使大戦はもちろん知ってるよね。初等科の授業でやるものね」

　カイは、光に透すけるイズシールの輪りん郭かくを何となく見つめる。前髪が額の真ん中で立って分かれている。眼球の色が綺き麗れいだ。

「天使以前、百三十五年前からこの国とうちの国は戦争してた。原因も習ったでしょ？　領土拡大と資源確保、それに伴ともなう戦いの歴史と減らない軋あつ轢れき。その中で生物兵器が作られた。天使たち。偶ぐう然ぜん両国で同じ意味の呼び方がされた。いっぱい作られていっぱいひとを殺していっぱい死んだ。その果てに、両国でほぼ同時期に大天使キュービドーとエラクレラルスが作られて、この二体が対戦したら、両国共にものすごい被ひ害がいが出たのでこりゃまずいってんで停戦」

　くすくすとイズシールは笑った。

「どっちもバカだ。けっきょく両国とも大天使をひっこめたわけだけど、他の天使たちはもういらない。公式には全部処分したことになってるけど実際はそんなことはできなかった。天使たちは強くて、生み出されてから何十年かの間に知能も育っていた。人間のようにとはいかないけどもね。だが共存なんかできるはずもない。だから両国とも、天使たちに新しい世界を作ってやったんだ」

　イズシールはどうでもいいように話す。少なくとも、どうでもいいように見える努力をして話していた。

　カイはなんだか違い和わ感かんを覚える。

「エルスモアは、別次元の成形と保持の研究をしていた。ひとつ、世界を作ってやったんだ。天使たちに。天使たちはそこへ移り住んだ。そしてエルスモアは蓋ふたをして、忘れた。天使たちとその次元を」

「……え」

　ぎょっとしてカイは言う。

「その次元は……え、ええと、ここと、変わらないの……？」

「さぁね。行ったことないから知らない。でも、後の天使たちの行動から推測すると、環かん境きよう的には良くなかったようだ。天使は、時々こっちへ戻もどってきた。そして、ひとを襲った」

　突とつ然ぜん、空気が冷えた気がする。息を呑のんでカイは告げる。

「……ロドーリー……？」

「我が故国ではそれは廃棄物ゴミっていう意味の単語だよ」





　話はだいたいそれで終わりだった。いくらでも聞きたいことがあったが、纏まとまらない。

「僕はずっとダーヴィスにいるしさ、いつでも話はするから今の君につきあうのはちょっと勘かん弁べんしてよ。質問が纏まらないんなら、纏まったら話して」

　イズシールが呆あきれたようにそう言って、立ち上がって出て行った。

　一人になったカイは、自分の杖つえを何となく見つめた。

「あれ」

　杖に、オレンジ色の小枝模様が小さく浮うき出ていた。

　イズシールの杖を思い出して、なんとなく納得する。地の色もきっと変わっていくのだろう。

　制服の内側、腕うでのところに、なにを入れるのか判らないポケットがあったのだが、そこは杖を納めるのにぴったりだった。少し動きにくいがすぐに慣れそうだ。

　カイは杖をしまうと廊ろう下かに出た。

　講堂からちょうど、生徒たちが戻って来るところだった。

　生徒たちはカイを見つけるとわっと取り巻いた。

　カイは少しこわかった。

　異い端たん者しや扱あつかいされたらどうしよう。

「お疲つかれ！　こわかったでしょ!?」

　えっ、と思う。顔を上げて、まわりの生徒たちの表情を見ると、だいたいは気き遣づかわしげだった。

「あたし、見てなかったんだけど、あとで話聞かせてね」

「怪け我がとか平気なのかい」

「教室の行き方判わかる？　一いつ緒しよに行かない？」

　男女問わず、温かい気配の申し出があった。

　思いがけないことだったので、カイは嬉うれしいと思いながらも当とう惑わくする。ふと生徒たちの視線が別のところに向けられて気配が変わった。生徒たちは道を開ける。

　開けられた道を歩いて来るのは、ユイカだった。

　ざわざわと声がする中、カイを見つけたユイカは笑った。

「カイ」

　カイはその場に立ちつくす。

　どうしていいのか判らない。

　ユイカの後ろにはジャンセンがいて、ジャンセンは手を振ふった。カイも小さく手を振り返す。

　ユイカはカイの前に立つと、大きな目を輝かがやかせた。

「あ、着き替かえたんだ。シャワーも浴びたのね。大だい丈じよう夫ぶだった？」

　そしてからかうような笑顔と言葉。

「あんなひゃんひゃん言っちゃって」

　カイは全身が恥ずかしさで熱くなるのを感じた。

　戦いの中の、ユイカの能力。全身がくすぐられるような、愛あい撫ぶされるような感覚。立っていられないほどの無法な快感。

　あんな姿を衆目に晒さらして。

　反射的にカイはユイカの頬ほおをひっぱたいた。

「……何すんのよ!!」

　ユイカはカイに視線を戻して怒ど鳴なったが、すぐに表情から怒いかりが消えた。

　カイが、青い瞳ひとみを怒りに燃やして、歯を食いしばって涙なみだを流していた。

「なんで泣くの!?」

「あ、あっ、あんな、あんなの、あんなの……!!」

　カイはいたたまれなくなって、その場から駆かけだした。生徒たちがどよめき、ユイカが追おうとするのをジャンセンが押し止めた。

「ユイカ、俺が行くから待って。少ししてから来てよ」

　そう言ってジャンセンは駆け出し、ユイカはその場に留まった。





　人を避さけて、ジャンセンとカイは図書室へ辿たどり着く。ここも新しいが、古書の香かおりが漂ただよっていて他の部屋とは少し違ちがう。

　ジャンセンは明るさに惹ひかれてベランダへの扉を開けてカイを誘さそった。眼下には中庭があったが、横の木立で視線は遮さえぎられる。木立の若々しい緑が、日に透けて輝いている。

　日差しの暖かさを感じながら、ジャンセンは講堂でのことをカイに説明した。

「……だから、ユイカいい子だよ。少なくとも俺そう思うし、なによりユイカはカイの味方だぜ」

　カイはなんだかジャンセンの顔を見られない。唇くちびるを突つき出し、子供のような頑がん固こさでベランダの手すりの角ばかりを見ている。

「いい子って……。あたし、ずっとあれやるの、耐たえられない。はっ、恥ずかしいんだから。……彼氏とか、できなくなっちゃう」

「何言ってんだ俺は気にしないぜあんなこと！」

「やさしいのね、ジャンセンありがとう……。でもジャンセンみたいなひとばっかりじゃないから」

「えっあ、うっ？」

「……ユイカって、ずっとこっちにいるのかな。帰らないのかな」

「何、帰って欲しいの？」

「……いや、わかんないけど……」

「話をさぁ。まだまともにしてないでしょ」

「……してないけど……」

「しなよ」



    

  
    
      　カイの沈ちん黙もく。雄ゆう弁べんな。

「少なくとも、ユイカは君のこと好きだよ」

「どこが!?　会ったばっかりで何も知らないのに!?」

「俺に怒おこるなよな。いいから、そういうのも訊きけばいいじゃない」

「ちゃんと話せる気がしないの、あんな、何、なんか下品な感じで、へらへらしてて、ひとを恥はずかしい目に遭あわせたのに、ま、真ま面じ目めにしないし」

「……真面目に、謝あやまられても仕方ないだろ。あれがユイカの能力なんだしさ。とにかく、ユイカは君のこと好きだから話してみたらいいのに、ってば」

「いや」

　図書室の扉とびらが開かれ足音が響ひびく。

　足音はまっすぐにベランダへと向かい、途と中ちゆうで誰だれか、書しよ架かの陰かげに隠かくれている人物の襟えり首くびを掴つかんで引き摺ずってきた。

「ちょっと！」

　カイとジャンセンが視線を向ければ、そこにはユイカを引き摺るイズシールの姿があった。そのあとに続いて、揃そろいの制服を着た給仕たちがワゴンやテーブルや椅い子すを持って入ってきた。

　イズシールは腹やら背中やらが露ろ出しゆつしてしまったユイカをベランダに引き摺りだして、カイとジャンセンにあいさつした。

「ハァイ」

「イズシール先せん輩ぱい」

　カイが言う。

　イズシールはユイカから手を放はなす。ユイカはその場で制服を直し、カイを見上げたがカイは見向きもしなかった。

　その様子を見て、イズシールとジャンセンは溜ため息いきを吐つく。

「カイ」

「なんですか」

　睨にらみ付けられて、イズシールはカイと視線を合わせ、それから一転にっこり笑った。

「なんか食べようよ」

「……はい？」

「おなか空すいた。僕朝食食べてないんだ。つきあってよ」

　給仕たちが、テラスにテーブルと椅子を置いて、ワゴンから取り出した白いテーブルクロスを掛かけ、錘おもりをぶら下げる。更さらに花籠を置いて紅茶のセットとクッキーの皿を並べる。

　イズシールは悠ゆう然ぜんと、引かれた椅子に座って言う。

「さぁどうぞ。で、甘味には有益な会話がつきものだ。好きなだけ話をしなよ。僕と……ええと？」

　イズシールの視線を受けてジャンセンが名乗る。椅子を勧すすめられて、ジャンセンもカイもユイカも席につく。

「ジャンセン・トランプキーです」

「ジャンセン君と僕は進行役兼けん仲裁役ってことで同席します。では、はじめ」

　けれど、カイはユイカを見もしないし、ユイカは小さくなって視線を下げている。会話の切っ掛けもない様子だ。

　イズシールは短く溜息を吐くと、ワゴンを押していた給仕に言った。

「あれを」

「はい」

　給仕はクーラーボックスを出すと、小さな逆三角形のグラスを取り出し、生クリームとアイスクリームを盛りつけ、小さなプリンと果くだ物ものを飾かざってテーブルに置いた。

「クッキーが気分じゃないならアイスもいいさ」

　そう言ってイズシールは細長いスプーンでパフェを食べ始める。ジャンセンもそれに倣ならい、カイとユイカも椅子に座ってパフェを待った。

　カイとユイカも、ぎくしゃくした雰ふん囲い気きながらパフェを食べ始めた。

「で、なんでカイは、怒ってるの」

　イズシールが言う。

　カイは生クリームを口に入れて答える。

「だって。あんな、恥はずかしい……」

「同じ目に遭ったけど僕、怒ってないよ」

「……イズシール先輩は、だって、男子だし」

「恥ずかしいものは恥ずかしいさ。でも、ユイカがいなかったら殺されてた。それに比べたら問題じゃないでしょ」

　言われて、カイは黙だまり込む。暫しばらくしてから言った。

「……だって、ユイカといっしょにいたら、これからもああなんでしょ」

「ユイカといっしょにいなかったら、ただ死ぬだけだよ。恥ずかしいのと死んじゃうの、天てん秤びんなの」

「あんな恥ずかしいなら死んじゃってもいいわ」

　何も考えずにカイが言う。

　一いつ瞬しゆんテーブルの空気が凍こおり付いて、それまで黙っていたユイカが言った。

「……あたし、親、死んでんだけど。……死ぬって、どういうことか、カイは判ってないと思う……」

　ジャンセンも言った。

「うん。俺もそう思う」

　イズシールも言う。

「……話を続けたいから、今の発言は流してもいいけど。あんまり浅せん慮りよなことを言わないでね、カイ。だってグダグダしてる権利なんか、ダーヴィス生にはないんだよ」

「そんなに色々わかってるんだったら、私がどうしたらいいのか教えてください！」

　やけを起こしてカイは言い、イズシールは面めん倒どうくさそうに黙る。

　ユイカとジャンセンも、ただ黙り込んでいる。口を挟はさめないし、挟むこともない。

　ユイカが小声でジャンセンに言う。

「……プリン、食べないなら頂ちよう戴だいよ」

「食べるよ。最後にとっとくんだ」

　その会話が、カイの気に障さわった。

「私、あなたのことについて話してるんだけど！　なによ、プリンとか！」

　きつく言われて、ユイカはあからさまにしゅんとした。俯うつむいてスプーンを銜くわえる。

　さすがにジャンセンも言った。

「……カイ。あのさ、ちょっと会話しようよ。まともに」

　その、困ったような顔にカイは唇を引き結んだ。ジャンセンはイズシールに言った。

「その。イズシール先輩、ですか」

「そうだよ。杖つえを渡わたしたよね」

「どうしたらいいんですかね結局。カイは拗すねてるし」

「拗ねてなんかないわよ！」

　イズシールは紅茶を飲んで飄ひよう々ひようと言った。

「まー極きよく端たんなこと言っちゃや結局ロドーリーがもう一体出て来ちゃえばいいんだよ。戦うのがわかりやすいでしょ、カイにだって」

「私、いやです！」

　甲かん高だかいサイレンが、イズシールの言葉が終わると同時に鳴り響く。

『次元の歪ゆがみを感知しました。ロドーリー出現まで一分。出現場所は運動場に固定。教職員は武器、防具を装備して運動場へ移動してください。生徒の皆みなさんは校舎内に待たい避ひ。窓を閉めて、鍵かぎをかけるように。出現まであと四十五秒、四十四秒、四十三秒、四十二秒』

　カウントダウンの続く中、イズシールが紅茶のカップを受け皿に置く。

「噂うわさをすればってやつだね。行くよ、カイ、ユイカ」

　そう言ってイズシールは立ち上がるが、カイは首を横に振ふる。

「いやです」

　その場の全員がカイを見た。ユイカもジャンセンも。

　だがカイはイズシールを睨み付ける視線を外さず、ただきつく拳こぶしを握にぎる。

　イズシールは微笑ほほえんだ。

「そう」

　ベランダの手すりに手を着いて、二階だというのに飛び降りて運動場に向かう。

『三十、二十九、二十八』

　カウントダウンは続いている。

　ジャンセンが立ち上がり、ベランダの下を見て飛び降りる。着地に失敗して声をあげたが腰こしをさすりながら立ち上がった。

　カイは驚おどろいて手すりに駆かけ寄り、テラスから下に向かって言った。

「ジャンセン！」

　ジャンセンは笑顔で手を振る。

「カイ、俺、役に立たないかもだけど行くよ。イズシール先輩行くんだもん。じゃ、あとでね！」

「ジャンセン！」

　もう一度呼んだが、ジャンセンはもう振り向かずに駆けだした。なんだかその後ろ姿に不ふ吉きつなものを感じる。

　なんだろう。

　なにか。

　なんだろう？

　カイは目め眩まいのような息苦しさを感じて胸むな元もとを掴つかむ。

　すぐ背後に、ユイカの気配を感じる。

　ああ、ここにいたくない。どこかに行きたい。でも、どこへ？

　何も考えずに言った。

「ユイカ」

　返事はない。だがそこにいるのは判った。

「死ぬってどういうこと」

　カイは判ってないと思う。さっきユイカにそう言われた。判っているなら教えて。どういうこと。

「どんなに会いたくても、二度と会えないってことだよ」

　ユイカの言葉は静かだった。

　ジャンセンが行ってしまう。

　自転車があるなら漕こげばいいじゃないかって。

　気がつかなかったことを教えてくれたひと。恥ずかしくて言葉が出なくなった自分を、助けてくれたひと。

　まだ、ちっとも話せてないのに

　二度と会えなくなるの？

　イズシール先輩だって、私とユイカほどには強くなかった。死んだら二度と会えないの？

　会えないの？

　頭の中が白く、果てしなくなる。

　二度と会えない。

　この世界に、存在しなくなる。

　それがどういうことなのか、漠ばく然ぜんとしすぎていてカイにはまだわからなかった。

　けれどなんだか自分の輪りん郭かくが曖あい昧まいになるような恐きよう怖ふが忍しのび寄ってきて、あっという間にその恐怖は全身を支配した。

　耐たえきれなくなってカイは振り向く。

　そこにユイカはいて、カイの視線をはっきりと受け止めた。

　ユイカの視線。

　何を訴うつたえられたわけでもなかったがカイは自然に決意した。そうなったら一筋の迷いももうなかった。

　脅きよう威いがある。

　自分には脅威を払はらう力がある。

　ならばやるだけだ。

　今、やらないと後こう悔かいする。

　それは根源的な恐怖に近かった。

　ユイカは嫌きらいだったが、ここでその気持ちに負けていたらもっとおそろしいことが待っていると感じた。

「ユイカ」

「はい」

「行くわよ」

　カイは力強く手を伸のばし、ユイカはその動作に目を瞠みはってからカイの手を取って、握った。

「はい！」

「私たち飛べるの？」

　校内放送のカウントダウンは続いている。

『九秒、八秒、七秒』

「飛べるわ。ロドーリーがいるなら、それを目当てに」

「じゃぁ、飛ぼう。私、あなたは好きじゃないけど、あなたが私の力なら」

「あたしはカイが好きだけど。嫌われててもべつにいい。あたしはカイのものだから」

『三秒、二秒、一秒』

　カイは目をつぶる。強く握った手を引き寄せられるのを感じて一歩進む。頬ほおが触ふれる程近くなったのを感じる。ユイカの香かおり。シトラスだ。きっと、シャンプーが。

　ユイカは光を纏まとう。瞳ひとみが光に透すける。唇くちびるがオレンジ色に輝かがやく。目を閉じていてもそれが判る。

　どん、と地じ響ひびきのような音がテラスに響いて、そのあとにカイとユイカはいなかった。

　校内にアナウンスが響く。

『零秒。出現します。包囲を維い持じしてください。結界は正常に作動。第五結界まで稼か働どうしています』

　身体からだ全部が強く抱だきしめられているような感覚がある。けれどユイカはカイに指一本触れてはいない。ただ、ごく至し近きん距きよ離りにいるだけだ。体温がわかるほど近くに。

　カイはそれが嫌いやではなかった。

　温かい感じがした。

　親愛な動物や心地ここちいい日向ひなた、そういったものと共にいるような安らぎと力強さを感じた。

　風の冷たさを感じて目を開けたらそこは運動場だった。

　運動用の柔やわらかな地面。トラックの他は全て芝しばで競技用のラインが引いてあったが、その白色は沈しずみ、今は円形の魔ま方ほう陣じんが青い光を放っている。直径一メートルほどの魔方陣は微び細さいな文字や紋もん様ようが組み合わさって出来た精せい緻ちなものだった。

　その中心に男がいた。

　美しい男だった。

　緩ゆるく巻いた銀色の長い髪かみと、堂々とした体たい躯く。着ているものは少々時代を感じさせたが、優ゆう雅がで、仕立てのいい夜会服だった。瞳は真っ赤で肌はだの色は白い。シルクハットの光こう沢たくが昼の光にそぐわない。

　その男はカイとユイカを見ると、帽ぼう子しを取って礼をした。

「お初にお目にかかります。私の眷けん属ぞくが、癒いやしを得られなかったようなので気になって参上仕つかまつりました。私の名はカルバル。……ああ、これはアルスオーオラ博士。ご健勝の様でなによりでございます」

　その言葉と視線からするとイズシールが運動場に駆け込んで来たようだ。

　カイはあたりを見回す。

　手に剣けんやら銃じゆうやらを持ち、護ご符ふが縫ぬい込められた帽子とコートを身に纏まとった教師たちがカルバルを中心に、見事に円形を描えがいている。

　イズシールはカイの横に立って、走って乱れた息を一息で整える。

「どーも。カルバルさん。再会はしたくなかったけど、いや、……今ならしたいかな」

　ちらりと横目でカイとユイカを見て、イズシールは服の中、腰に下げていた杖つえを取り出す。杖を親指と掌てのひらに挟はさみ、掌を上に上げてカイとユイカを上品に示して紹しよう介かいした。

「魔人システムの第一号成功者、フジシロユイカと」

「カイ・ハイ・パーグッド・ラックです」

　カイはイズシールの言葉を待たずカルバルを前に自分で名乗りを上げる。そうしなければならない気がしたし、それが自然な気がした。

　袖そでの中のボタンを外し、腕うでを下げれば杖が落ちる。掌の中を滑すべる感覚を受け止める。

　握りしめる。全身を光が満たす。

　なんという高こう揚よう感かん。

　でも、浸ひたってはだめ。

　強いのは私じゃないの。

「ユイカ」

　風を切って、目の前のロドーリーに杖を向ける。

「最速でお帰しして」

「了りよう解かい」

　ユイカも高揚している。カイと離はなれ、弾はずむような足取りでカルバルに近づく。

　カルバルは小動物を見るような目でユイカとカイを見る。

「はじめましてお嬢じようさん。そして魔人のフジシロユイカですか」

「やだぁ、女性には、さんをつけるものよ」

「目上に見えるものには、敬語をつけるものだよ」

　カルバルは手を伸ばす。ユイカはその手を受け止める。受け止められた手は変形して伸び、小さく細い手となってユイカの喉のどを掴つかんだ。ように見えた。

　ユイカの喉のど元もとの皮ひ膚ふが身を守って震ふるえている、ユイカは更さらに一歩進む。カルバルは細い手を更に増やし、ゴムが伸びるような動きでユイカの身体を包んだ。

　カイはその有様に穢けがらわしいものを感じる。カルバルの異形の手で、ユイカは抱きしめられてカイの視界から消える。

「ユイカ！」

　カイの叱しつ咤たの声に、カルバルの腕が一本カイの杖に向かうのを、イズシールが回り込んで杖で払った。紫むらさき色いろの閃せん光こうが、爆ばく発はつのように弾はじけて派手な火花が立った。他の方位からの腕を、後衛の教師たちがそれぞれの武器を持って防いでいた。

　爆風に黒くろ髪かみと制服の裾すそをはためかせ、カイは杖と瞳に力を込める。

「ユイカっ！」

　もう一度呼んだが、反応はない。

　それでもカイは杖を揺ゆるがせずに立ち、軽く握にぎり直す。

「あなたの振動バイブで、イかせてやって！」

　カルバルの小さな腕が伸びてくるのを杖で払いながら、イズシールは爆音の中言う。

「いいの？　君の羞しゆう恥ち心しんはどうなるの？」

「いいの！」

「僕の羞恥心は？」

「ごめんなさい！」

「今ほど僕にＭッ気があってよかったと思ったことはないね……」

　イズシールは苦笑して、またカルバルの手を払った。爆煙と爆風。紫の火花。その中を、もう髪の毛ほどになったカルバルの腕がすりぬける。

　カイは妙みようにゆっくりと、はっきりとそれを見た。

　自分の右の眼球目指してまっすぐに飛んでくる、黒い服と白いカフス、カフス飾かざりはジェット石の、五本の指と爪つめを具そなえ、悪意を持っている小さな手と腕。

　なんとか瞼まぶたを閉じたが、熱ごてを当てられたような熱さが右目を襲おそう。

「ああああああ！」

　濁にごった悲鳴を上げ、倒たおれそうになったが一歩後ろに踏ふみ出して左手で右目を押さえる。熱く流れる液体が溢あふれてくるのがわかる。邪じや魔まだ。

「ユイカぁぁあ！」

　怒ど鳴なる。

　腹が立っていた。

「命じたでしょう！」

　その声と同時に振動が身体を襲った。細さい胞ぼう全てを揺らし、熱を発生させる淫いん靡びな振動。全身のうぶ毛が逆立って、臍へその下に力が入ってしまう。膝ひざが震えて、太ふと股ももをすりあわせる。

　カイはへたり込みそうになりながらも残った左眼に力をこめ、奥歯を噛かみしめた。

「う、うっ、うぁっ、……くぅっ！　……ひゃ、ぁあ、……ァ……！」

　声に甘さが混じるのを止められない。

　教師たちもそれぞれ声を堪こらえながら振動の範はん囲いから逃にげようとしていたが、イズシールだけは逃げずに顔を真っ赤にして膝を突き、地面に両手を突いて必死に唇を噛みしめていた。

　カイは必死で、呼吸することと、痛みと杖の保持だけに意識を集中させる。快感に流されてしまいそうだ。そうならないのは、痛みのおかげだった。

　ユイカを包んでいたカルバルの腕が、全てぐんと膨ふくらんだ。

　そして、内側からの力に抵てい抗こうすることも出来ずに、風船のように弾けた。

　千々に舞まう黒い破片の中心には、蜂はち蜜みつ色に輝くユイカが立ち、息を弾ませ、カルバルを睨にらみ付けていた。

　カルバルは頭部と首とは残したまま縦に胴どう体たいの半分ほどを失っていた。

「……裂さけるチーズみたいな身体になってるよ」

　ユイカはそう言うと一歩近づき、カルバルの胸に掌を当てる。

「あたしの、振動バイブで」

「それには及およばんよ。今日はご挨あい拶さつまで。また会おう、お嬢さん」

　カルバルはそう言うと、ユイカの額に唇を当てて身体を全て銀色の粒りゆう子しにして消えてしまった。

　ユイカは一いつ瞬しゆんぽかんとして、それから怒鳴る。

「……何すんのよー!!」

　怒いかりと共に一段と激しいユイカの振動が放たれた。

「きゃはぁッ！」

　高い声を上げて、カイがその場にくずおれる。

「カイっ!!」

　カルバルがいなくなったと同時に魔方陣が消え失うせた。平素のさわやかさを取り戻もどした運動場に、ジャンセンと救護斑が駆かけ込む。

「君、さがっていなさい！」

　救護班の職員にジャンセンは怒鳴られたが、怯ひるむことなく怒鳴り返した。

「うるさい！　友達が怪け我がしてんだよ!!」

「だから、その手当をするために私たちがいるんだ!!　君がするべきことは、今はすっこんでることだ、そして手当が終わったら彼女を褒ほめ称たたえることだ!!」

　職員はそう言うと、白の制服を着た男の同どう僚りようと共にカイの側に行った。もうひと組はイズシールの側に。

「立てます」

　カイが、指の間から血を流し、真っ白い顔で膝をがくがくさせながら職員に言った。

「怪我をしているから、車くるま椅い子すを持ってこよう」

「平気。なんだか痛くないの」

　職員はカイの言葉を無視して、運動場の外にいた職員を視線で呼ぶ。職員は車椅子を畳たたんで片かた腕うでに抱かかえて駆け寄より、あっという間に開いてカイを座らせた。ジャンセンは何もできない。

　カイは戦いが終わってから刻々と具合が悪そうになっていく。膝に毛布を掛かけられ、押されていくカイは、残ったひとつの目でジャンセンを見上げた。

「ジャンセン、あとでね」

　色のない唇くちびるがそう言った。目の下は失血と衝しよう撃げきを示して塗ぬったように黒かった。

「ジャンセン？」

　下の方から声がして、なにかと思ったら車椅子に座ったイズシールだった。

　イズシールも顔色が悪かった。唇の色は青く、顔の色は緑が混ざるほどだった。それでも瞳ひとみの力は全く弱っていないのが、心強くもあったし異様でもあった。

「先せん輩ぱい」

「……友達や家族や、好意によってしか、出来ないことってあるんだよ。君はそれをして」

　そして笑った。

「カイは大だい丈じよう夫ぶ」

　職員に押されて、イズシールは去っていく。

　落ち着いてまわりを見れば、教員たちも多かれ少なかれ傷を負っていた。救護班の職員たちに傷の有無や状じよう況きようを訊きかれたりしながら、立ったり座ったりしている。

　嵐あらしのあとだ。

　ここで嵐があったのだ。

　自分は、見ているだけで何も出来ない嵐が。

　無力さに、悔くやしさに、天地がひっくりかえりそうだ。

　両手を力強く握って立つジャンセンの肩かたを誰だれかが気楽に叩たたいた。

「っよー」

　その声を聞くまでもなくわかった。

「ユイカ」

「見てるだけってのも辛つらいよね」

　苦笑と共に言われた言葉に、ジャンセンは視界が滲にじんだ。

　握り拳こぶしで拭ぬぐうより早く涙なみだが溢あふれる。

　ユイカは暫しばらく待ってから、ジャンセンの背中を軽く押す。

「……行こう」

「ユイカは疲つかれてないのか」

　涙を擦こすって、鼻声で何とか言う。

「ん？　どうかな。よくわかんない」

「ユイカは、カイについててやれよ」

　穏おだやかな声に、ユイカは視線を動かす。

「……でもカイ、あたしのこと嫌きらいじゃん？」

　ジャンセンはユイカの後頭部を掌で掴んで髪かみを乱す。

「ちょ！」

「関係ないだろ、いてやれよ！」

　涙の残る顔で、ジャンセンは無理矢理笑顔を作る。

「ユイカも身体からだ、怪我ないかとか調べて貰もらってさ。な。俺、食堂いるからあとで来いよ」

　洟はなみずを啜すすって、ジャンセンは立ち止まるユイカを置き去りにして校舎の方へ歩いていった。ユイカはひとり、その場に残る。





　職員たちが作業を怒鳴って伝えあい、怪我人を運び出し、軽傷のものたちは血のにおいをさせて去っていく。遠巻きに見ている生徒たちは緊きん張ちようが解けずにざわめいていて、その生徒たちに学科の教員らしい者達が作業の邪魔にならないようにと声こわ高だかに何度も叫さけんでいる。そんな周囲の混こん沌とんが戻ってきて、ユイカはどうしていいか判らなくなる。



    

  
    
      　第三章　藤フジ代シロ唯ユイ香カ






　五歳の時、親が死んで、双ふた子ごの弟の唯ユウ己キと二人きりになった。

「お姉ちゃんは僕が守る。僕、いろいろ考えるから。がんばるから」

　抱だき合って泣いた葬そう儀ぎの夜のことはまだ覚えている。そのあと親類にひきとられていろいろあった。

　叔お父じに手を出されそうになって、抵抗して殴なぐって、帰ってきた唯己がもっと殴った。

　警察沙ざ汰たにされそうだったのを、唯己が今までのいざこざの証しよう拠こを出してきてやめさせた。怪我をさせられたときの写真や医師の診しん断だん書しよ、吐はかれた暴言の録音や動画。

「お姉ちゃんは僕が守るよ」

　金だけは出してくれるという、顔も知らない祖父のおかげで、マンションを借りて自活することにしたのは中学に入ったときのことだ。それきり、叔父の顔も叔お母ばの顔も見ていない。

　いつだって、どうしていいのかなんかわからなかった。

　唯己にまかせるしかなかったし、自分で決めたことなんかひとつもない。

　学校で、ノリよく喋しやべる友達はいたけれど、それ以上の存在なんかない。

　いつか恋こい人びとや親友ができたらいいとずっと思っているけれど、今はまだいない。

　どこか遠い場所で、誰かが自分に出会うのを待っていてくれる。

　そのひとはきっとあたしじゃなくちゃいけなくて、あたしはそのひとの力になる。

　あたしはそのひとのためにいる。

　そう夢想して、なんとかやってきて、そしてとうとう今日がその日だったのに。

　カイはあたしが嫌いだって。

　でも、嫌われてても側にいてやれだなんて、ジャンセンひどいよ。

　あたしそんなに強くないよ。

　ああ、いやだな。迷うのは嫌いやだ。どうしていいのかわからないのなんかうんざりだ。一度迷うと立ちすくんじゃうし。こういうとき、あたしは必ず間ま違ちがうんだ。

　魔人の時は、カイが杖つえで指し示して命令してくれれば迷いなんかない。なのに。

　ここも、前にいたとこも、騒さわがしくて人がいっぱいいるけど、あたしいつでもひとりぼっちだ。

「ユイカ君」

　肩を叩かれた。職員の制服を着た、黒くろ髪かみの男だった。背が低く、太っている。出た腹に邪じや魔まされて自分の膝ひざも見えないだろう。

「何？」

　眉まゆをひそめて言うユイカに、男は臆おくさずに返す。

「俺はロレンゾ・ソンダーズっていうのさ。実じつ践せん指導教員だよ。君の名前は、君自身が壇だん上じようで名乗ったから知ってんだ。君も医い療りよう室へ行こうよ」

「平気よ。どこも」

「あー俺倒たおれそう。怪我してるし医療室連れてってよ」

「は!?　支えられるわけないじゃんあんたみたいなデブ！」

「最悪転がしてっていいから。行こう行こう。ここじゃ邪魔になるしさ。それともじろじろ見られるの趣しゆ味み？　なんならそういうグループ紹しよう介かいしようか？」

「人を変態みたいに言わないでよデブ！」

　男は笑って、ふくよかな指を一本立てた。

「ソンダーズ先生、だよ。俺は君の名前を呼んでるんだから、君も俺に応こたえてくれるのが礼れい儀ぎだろ？」

「でっ、デブにデブって言って何が悪いの!?」

「その身体状態は僕だけの個性ではないから紛まぎらわしいでしょ。だいたい君だって、僕から言わせて貰えば」

　ソンダーズはユイカをじっと見つめて、少ししてから鼻で笑った。ユイカは顔を真っ赤にして怒ど鳴なる。

「なにソレ！」

「ほら医療室に行くよ。まぁロレンゾ先生でもいいや。こっちだよーついておいで」

　言ってソンダーズは歩きはじめ、ユイカはまわりを見て、確かに生徒たちの視線がユイカに向けられているのを感じ早足で歩き始めた。

　運動場を抜ぬけて、校舎に入る。靴くつは履はき替かえない。医療室へ向かう廊ろう下かは、早足で歩く職員たちが行き交っていた。

「まぁ実際ね。君は強力な力だよ」

　ソンダーズが歩きながら言う。

「今まで俺たちはさぁ。火器だの剣けんだのに、魔ま方ほう陣じんとかまじないとか、効きますようにってお祈いのりしながらつけてさぁ。一回の出動でガンガン犠ぎ牲せい者しや出しながらやってきたんだぜ？　それを君は一発でロドーリーをやっつけてる」

　言葉の調子は軽い。

「ダーヴィスは、われわれのロドーリー防衛の希望なんだよね。で、今日、いきなり君が来てくれて」

　ふと、ソンダーズの足が止まる。そしてその場でユイカに振ふり向いて、身体を正面に向けると深く頭を下げた。

「ありがとう。君がいなければ、本日二体のロドーリーを退けるのは難しかったろうと思う。同どう僚りようや生徒を、名と顔を覚えきる前に失うという悲劇を俺は避さけられた。それは君のおかげだ。ありがとう」

　茫ぼう然ぜんとするユイカの前でソンダーズは頭を上げ、また歩き出した。

「まー言われても困るよねー。まーでも、自己満足だからさ感謝とかいっても。俺だって教師やるとか思ってなかったし、正直向いてないよなー。わかってるわかってる。ロドーリー対策機関の実働部隊隊員だっただけなのにいきなり教師とかって、ないよなーハハ」

　ユイカは小走りにソンダーズの後ろについていく。

「……教師、したくなかったの？」

　二人の横を、包帯や薬品を入れた箱を抱かかえた職員が駆かけていく。

「想像もしてなかったよね。でも、まー、講習受けて準備して、入学式で並んでる若い子たち見たらその気にならないやついないんじゃない？」

　少しだけ照れが潜む声の調子に、ユイカはソンダースの横に駆けだして顔を見る。

「あんたのあだ名はきっとね、デブ先生とかよ」

「やっぱそうかな」

「あたし、小学校のときにいたけど、そのあだ名の先生。みんな、大好きだったよ。授業おもしろかったし、やさしくて楽しかった」

「……でも、そう言われれば、多少傷つくなぁ」

「あんたがいい先生なら、そう言えばみんな言わなくなると思う。あたし、あんたはいい先生になると思うからもう言わないね。で、救護室はどこなのソンダーズ先生」

　ソンダーズの顔が、少し赤くなる。そして笑った。

「見えてるよ。そこの扉とびらだ」

「おっ、ありがとう」

　ユイカは横に滑すべる扉を開いて中に入る。救護室の中も、手当をする職員と、されている職員であわただしい気配だ。電子機器の小さな音がそこここで聞こえる。

「ユイカさん。カイさんならそっちの個室よ」

　女性職員が視線で扉をさす。ユイカはその扉を開けようと取っ手を掴つかみ、少し躊ちゆう躇ちよする。

　背後でソンダーズが救護職員に怪け我がの具合を訊きかれ、

「あ、えーと……打だ撲ぼく……？」

　とか誤ご魔ま化かしているのを聞いて苦笑し、扉を開ける。

　嘘うそをついてまでついてきてもらって、カイに拒きよ絶ぜつされるのを怖こわがってなんかいられない。

　だが自動で開いた個室の中を見て、ユイカは凍こおり付いた。個室の中には一枚のガラスがあって、内部とは隔へだてられている。

　中にいたイズシールが気がついて言った。声はスピーカーから聞こえてきた。

『ユイカ。待ってたよ。入っておいで』

　個室は、処置室だった。白い照明と電子機器の小さな音。カイは中央のベッドで寝ねている。腕うでには何本もの点てん滴てきがつけられ、上着は脱ぬがされて白いブラウスだけだ。血がべったりとついている。

　イズシールも緑色の処置服に着き替かえ、長い髪かみは全て帽ぼう子しに入れられている。部屋の中にいるのはイズシールだけで、他の職員はいない。

　カイは動かない。

「ちょっと、え、あたし着替える？　着替えないとダメだよね？　ばいきんとか」

『……振動、出せる？　弱く』

「は？　カイが命令しないとダメでしょ」

『その、カイのためだよ。命令がなくても出せるでしょ』

　イズシールはカイの横に椅い子すに座って、思い切り背もたれに体重をかけてだらけていた。遠目にも顔色が悪い。呼吸をしているのもおっくうそうだ。

「……ちょっと、あんた具合悪いんじゃないの？」

『あったりまえだろ。ロドーリーと二連戦だよ。僕書斎型だってのに。やってらんないよ』

「んじゃぁおとなしく寝てなさいよ」

『ダーヴィスの教師陣の前で見栄張らないでどうすんだよ。大使なんだよ。ああしんどい』

「めんどくさいこと言ってんなぁ！　じゃぁ治せないの、カイの目！」

『お膳ぜん立だてはしておいた。治すのは君。ほっといても来ると思ったからほっといたけど』

「はぁ!?　かっこつけたかっただけじゃん!?　それで人ほったらかしでどうかしてんじゃない!?」

『……いいからさぁ』

　イズシールの腕が上がる。ガラス窓の向こうで、掌てを天てん井じように向けて指でおいでと示される。

『君の振動バイブレーシヨンの無敵やさしさを見せてよ』

　なんとなく、ユイカは目を瞠みはる。

　なんだか今、イズシールは不思議な意味で言葉を使った。

「やさしさ？」

『優しさは無敵だよ。……君の次元から、こちらへ来るときに情報が入ったろ。情報は意識の海に沈しずんでるだけだ。思い出して。カイは今麻ま酔すいで眠ねむってる。救い出してあげなよ』

「……あたし、嫌きらわれてるよ」

　イズシールの眉まゆ根ねが寄る。

『問題は、いつだって使命を全まつとうするってことだけだ。生まれてきた以上、しかたないんだから』

「使命？　なにそれ。説明してよ。あんた頭いいんでしょ？」

　ふん、とユイカは鼻で笑う。イズシールは面めん倒どうくさそうに目を閉じた。

『……上層意識で、やりたいとか、やりたくないかは問答しても正解には辿たどり着かない』

「え、なに？　じ、じょうそ？」

『恥はずかしさや損得、体面や常識。そういうものにとらわれているのが上層意識だ。君たちがもう少し成熟しているか、逆に純じゆん粋すいであるならそういうものを乗り越こえて、結論に辿り着けるんだが、そうじゃないからな』

「ちょっとイズシール！　あんたあたまいいんだから、バカのあたしにもわかるようにしゃべってよ！」

『甘えるな、回転させろ、集中して聞け、アルスオーオラ博士に質問したんだ、謹きん聴ちようだ、続けるぞ』

「緊張ならしてるわよ！」

　ユイカの怒鳴り声ごえに、イズシールは強く目をつぶってそれから口を開く。

『……わかった。もっと簡単に言おう。ユイカ、君は腹の底ではどうしたいの？』

「カイと仲良くなりたいわよ決まってるでしょ」

『じゃ、恩を売りなよ』

「は？」

『そうじゃなくても、君が仲良くしたいやつが怪我してるんだから治してやれよ。君にならできるよ……魔人だもの』

　最後の一言が、なんとなくらしくなかった。頼たよりないような。不安定な感じがした。

　なにか質問しようとユイカが口を開けた瞬しゆん間かん、イズシールの言葉が続いた。

『物質の正体は、極小の紐ひもの振動だという説もあるくらいだ。君の武器の振動は、多様な用よう途との可能性を秘めてる。自分に問いかけてごらん。君の能力は君に応えてくれるだろう』

　なんだか、イズシールの言い方は不思議だった。

　羨せん望ぼうや投げやりな嫉しつ妬とも感じたし、それ以上に自分よりも魔人の特質に詳くわしい気がした。

「……なんでそんなに魔人について詳しいわけ」

『僕は魔人システムの開発者の一人だよ？　仮説でしかないことをまくし立てるのはそりゃ上手さ。とにかくやんなきゃできないのは確かだろ。カイが大事ならやりなよ』

　どうやればいいの。

　訊いても、よくわからないだろう。それだけは今までの会話で判った。

　だから、自分自身に問いかける。

　世界を移動して、あたしはカイの魔人になった。

　できることは知ってる。力の使い方。中指を中心に出る振動で、相手をやっつける。他には？　カイを助ける力は他には？　あたしの魂たましいなら知ってるはず。カイを癒いやす力はないのかな。

　癒されたいの。

　なんだっけ。

　ああ。

　あのイガイガのロドーリーが言ってたんだ。

　癒されたい。あのロドーリーは疲つかれてたんだろうか。傷ついてたんだろうか。どうなんだろう。

　カイは怪我をしている。治るといいな。傷ひとつなく今すぐに。痛みも感じないで今すぐに。

　そのためにならあたしなんでもできる。

　火の中に飛び込むことだってできるなぁ。

　熱くて痛くて死んじゃっても、カイが痛くないならそれでいい。

　あたし、なんでもできるよ。

　そう思ったら、身体からだの奥から力が湧わいた。高い、澄すんだ音の鈴すずがひとつ短く振られたような振動。

　全身が熱くなる。戦うときのよりずっと穏おだやかな温度だったが、ふと指先を見たらオレンジ色に薄うすく発光していた。

　ユイカはなんの疑問も感じずに処置室の中に入る。扉は自動で静かに開き、閉まった。

「……さっさとしてくれればいいのにさ？」

　イズシールが真っ黒な隈くまを浮うかせて苦笑する。

「ごめんね。いろいろはじめてで」

　ユイカはそう言ってカイの横に立つ。

　カイの右目の上うわ瞼まぶたは器具で固定され、下瞼が裂さけているのを丁てい寧ねいに縫ほう合ごうされていた。白目の部分がえぐれて体液が流れ出し、少し萎しぼんでいる。瞳ひとみの部分は青かったが、意識のない今ではそれは綺き麗れいなおもちゃのように見えた。

「かわいそうに」

　ユイカは心からそう思って、なんの躊躇もなくカイの眼球に中指で触ふれた。

　緩ゆるやかな振動で、生まれる熱をそっとカイに流し込む。萎んでいた白目がふっくらとした張りと艶つやを取り戻もどす。瞼を固定している器具を外し、そのまま指を滑らせて、下瞼の縫合痕あとにも触れる。

　まるで、机に落ちた水を指先で拭ぬぐうようなたやすさで、傷を癒して元通りにする。傷を縫ぬっていた糸がひらりと床に落ちた。

　そして両手でカイの胸、心臓のある場所を包むように押さえて、また、いくつか波動を与あたえる。

　疲ひ労ろうのあまり椅子から崩くずれ落ちそうになるのをこらえながら、イズシールは苦笑する。

　なんという穏やかさ。

　なんという神こう々ごうしさだろう。

　祈いのりを捧ささげる聖母のようだ。

　戦いの時の破は廉れん恥ちさとはあまりにかけ離はなれた姿だ。

「……カイはもう傷ひとつないと思う。ちょっと、肺が弱いのね。それも治したけど」

「お見事。……これでようやく僕も休めるよ」

　疲労のあまり喉のどがふさがるような感覚をこらえてイズシールは言う。

「しんどいなら、作り笑いなんかしなきゃいいのに」

　ユイカの声が聞こえて、イズシールは視線を上げる。

「あは……え？」

　ユイカの指がイズシールの額に伸のびる。白い掌で視界がふさがれ、躊躇ためらう間もなく中指の先から振動が注ぎ込まれる。

　中指が触れている一点から、一気に熱めの温かい湯水が体内全てに行き渡わたり満ちあふれる感覚。つま先、身体の奥、指先、肺の中、腸の裏側、目の奥、耳の上部、さらには頭頂部まで全て。

　疲労が一気に溶とかされ、一度極限まで身体が重くなる。深い眠りに墜つい落らくし、目が覚める。一晩眠ったのかと思ったが、一いつ瞬しゆんだったようだ。ユイカの手が離れていくところだった。

「ユイカ……」

　ユイカは腰こしに手の甲こうを当て、緩く光ったまま微笑ほほえんでいる。

「ついでだから」

　そう言うと外に向かって歩き出した。

「どこに行くの」

「天使になりにね。そのあとランチ」

　そう言ってユイカは去った。医い療りよう室にいる全ての人間を治して回るつもりだろう。

　残されたイズシールは帽子を取って、髪をまとめていたゴムを外す。

「……君の魔人は凄すごいね、カイ・ハイ。まぁ、でも僕の魔人もひけをとりはしないけど」

　誰だれも聞かない言葉を零こぼし、イズシールはカイに繋つながっていた点てん滴てきの針や、計器のコードを外していく。

　カイの瞼が動いて、目が開く。

「……イズシール先せん輩ぱい？」

「で、麻酔も醒さましてしまうわけか。お疲れ様、気分はどうだい」

「……なんだか、とてもいいです。ちっとも疲れてないわ。先輩が？」

「ユイカだよ。礼を言うべきだね。目も治っている」

　言われて、カイは唇くちびるを引き結ぶ。イズシールは目を細め、面倒くさそうに言った。

「もう僕、君たちの仲に関しては面めん倒どう見みないからね」

「上着どこですか。私の。ブラウスも替えたいわ」

「救護室のどこか」

　言ってイズシールは立ち上がる。

「僕のもあるはずだから、いっしょに行くよ」

　医療着を脱ぬいで、椅い子すの上に置き、イズシールはカイと共に歩く。医療着の下は白いシャツと黒のズボンだった。

「あ、あの、それ、ダーヴィスの」

「うん、ダーヴィスの制服。僕が着てきたのはもうどろどろだから一着いただきました。上着だけ預かって貰もらってる」

　そうなんだ、とカイは思う。

「似合いますねとかないの」

「は？」

　カイはブラウスの袖そでのボタンを留めるのに気をとられて、イズシールの言葉を聞き逃のがした。

　いいけど、とイズシールが溜ため息いきを吐つき、医療室への扉とびらを開く。

　そこには怪け我が人だったはずの教員たちと、茫ぼう然ぜんとしている救護職員たちの姿が見えた。

「ああ。ユイカ、いっぺんに治しちゃったんだなぁ……すみません、僕と彼女の服、どこですか」

　イズシールは近くにいた職員に訊きいた。

　カイはただ茫然と、そこにいる人間すべてと同様に茫然と立ちつくす。

　嵐あらしのあと。

　嵐がすぎさったあとだ。





　食堂は食事時だった。先刻のロドーリーの襲しゆう撃げきのこともあって生徒たちは興奮気味に喋しやべり、そして食べていた。

　そこにユイカがやってきた。

　全員が注目し、ざわめきが広がる。

「ユイカー」

　と、ジャンセンが立ち上がって手を振ふった。

　ユイカはまっすぐにジャンセンの近くに行って、どかっと座った。

「つかれた」

　唇を尖とがらせて言われた言葉に、ジャンセンは問う。

「食事は？　俺食べたけど」

「おなかすいた。悪いけど持ってきて貰っていいかな。も、じゃんじゃん持ってきて。ピーマン抜ぬきで。あとあたしマンゴーダメだから」

　言われて、ジャンセンは定食を載せたトレイを二つ持ってきた。

「ここは給仕さんいないんだって。自分の体調に合わせて自分で食事のメニューを考えることも大事な」

「おかわり」

　ほとんど飲み込む勢いでユイカは食べ終え、ジャンセンは慌あわてて立ち上がる。

「手伝うよ」

　横にいた男子が、冷静に言う。

「ありがと。ええと」

「レックス・ホプキンスだ。レックスでいい。よろしくジャンセン・トランプキー」

「プキーでなきゃなんでもいいよ。さっき誰かに言われたぜ」

　軽口をたたき合ってトレイを四つ持って行く。またあっという間になくなる。また四つ。またなくなる。また四つ。またなくなる。

　まるで変な手品でも見ているようだ。

　そのあとまた一つ食べて、ユイカは言った。

「ケーキないの」

「ホールで？」

「やだ、何その訊き方。そんなに食べないわよ」

　ユイカは言って少し考え、答えた。

「全種類二個ずつくらい？」

　その全てが消え失せてしまうと、食堂中から拍はく手しゆと歓かん声せいがあがった。

「いっそうらやましいわ……！」

　と女子が呟つぶやきあい、男子はすげぇすげぇと感心している中を、イズシールとカイがやってきた。

　イズシールは食事の受け渡しカウンターで職員に訊いた。

「何？」

「魔人さんがたらふく食べてるんですよ。痛快ですよ」

「すごいね。僕は普ふ通つうに一人前で、海え老びのクリームパスタ頼たのむよ。カイは」

「あ、えと、んと、私、その」

　迷っているカイが決めるのを待たずにイズシールが言う。

「同じのもう一つください」

「で、いいです。あ、少なめで！」

　少しカウンターで待って、職員が出してくれたトレイをそれぞれ一つ持って食堂の端はしに座る。

「食べられる？」

　イズシールはそう言って笑う。

「食べておくんだよ。大事なことだから」

「はい」

　フォークを取って、パスタを口に運ぶ。生パスタで風味がよく、しっかりした味でソースもくどくない。

「おいしい」

「乾かん麺めんだとゆでるの時間かかるからだろうけど、生パスタもおいしいね。まぁ食事の質は士気に関わるから大事だけど。……ところでコーン好きかい？」

「嫌きらいじゃないですけど」

「じゃああげる」

　言うなりイズシールは使っていなかったスプーンで、セットでついてきたサラダの上のコーンをひょいひょいとカイのサラダの上に移動させた。

「……子供じゃないんですから好き嫌いとかどうなんです？」

「子供じゃないんだから嫌いなもの食べない自由はあるだろ」

「いいですけど。残せばいいじゃないですか」

「かっこう悪いでしょ」

　変な人だな。

　思いながら食べていたら、あっという間に皿が空になった。おいしかった。いろんなことがあった後だから食べられないかなと思っていたのに意外だった。

　トレイにいっしょに載っていた、少し冷めた紅茶をほぼ一息に飲み干して息を吐く。ポケットからハンカチを出して口元を拭ふいて、視線を上げたらイズシールがまっすぐカイを見ていた。

　イズシールの目の色は、金色だ。眼鏡めがねの下のその瞳ひとみが、まっすぐカイを見ている。

「カイ。ユイカと話をしてよ」

　またその話。

　子供っぽい反はん抗こう心しんが首をもたげる。

「魔人と主人だからですか」

「ユイカが君のことを好きだからだ。そして君は話もしないでユイカを嫌きらっているから。フェアじゃないだろ」

　カイはなにかを言おうとしたが、やめた。

　イズシールの言ってることは正しい気がして腹が立った。

「ごちそうさまでした」

　立ち上がると、カイはトレイを持って返へん却きやく口に向かう。

「カイ」

　返却口にトレイを置いて、カイはイズシールの横に戻もどってきて言った。

「わかってます、先輩。……私だって子供じゃないんだから」

　そして人だかりに向かい、人ひと垣がきの外側から落ち着いた声で言う。

「ごめんなさい、ちょっと通して。……私の魔人に話があるの」

　人だかりはカーテンのようにざっと開いた。

　まわりの生徒たちと会話しながらゆっくりと紅茶を楽しんでいたらしいユイカが目を瞠みはる。

「カイ。元気になった？」

「うん。ねぇ、ユイカ。私もゆっくりお茶が飲みたいな。二人で。空いてる教室とかあったら行かない？」

　そのカイの言葉を聞いて、ユイカは隣となりに座っていたジャンセンを見つめた。感激していると見て判るユイカに、ジャンセンは笑う。

「良かったな。行ってこいよ。片付けはしておいてやるから」

「うん、ありがと！」

　ユイカは椅子を倒たおしそうに立ち上がり、カイについて出口に向かった。

　出口近くでは、紅茶のセットを載せたトレイを持って待っていたイズシールが、恭うやうやしくカイにそのトレイを渡わたす。

「階段上って右行って一番最初にある講義室が午後、空いてるよ。ごゆっくり」

「……なんでもご存じなのね」

　カイはイズシールを睨にらみ上げるが、イズシールは軽く肩かたをすくめただけだった。





　カイは聴ちよう講こう席の窓際、少し上がったところの机にトレイを置いて椅い子すに腰こしを下ろした。

「どうぞ、ユイカ」

「あっ、ありがと……」

　窓際にカイ、その隣にユイカと並び、カイはユイカに紅茶を注いで渡す。緊きん張ちようしているユイカに、カイは紅茶を一口飲んだ後で言った。

「かしこまらないでよ。今いま更さら」

「緊張するもん。……カイに嫌われてて嫌だし……」

　カイは深く息を吐いた。

　嫌い、とは言ったし今だってユイカに好意を持っているわけではない。

　恥はずかしい目に遭あわされたのは確かだし、ユイカのような下品な感じのする人間とは今まで口をきいたこともなかった。

「ユイカね、下品よ」

　思ったまま言う。

「……うん」

「でも、上品だからどうだってわけでもないの」

　ユイカは思いがけない言葉にカイを見つめる。

「私の怪我を治してくれてありがとう。あと、みんなのも。ユイカって凄すごいのね」

　言われてユイカは一度凍こおり付き、それからどんどん相そう好ごうを崩くずした。そして笑った。

「えへ。えへへ。いやぁ。そんな。凄いよねぇなかなか」

「ユイカの話してよ。なにか」

　ユイカはなにか、と言われて探して、自分の制服のブレザーの襟えりを引っ張った。

　茶色のブレザーに白のブラウス。臙えん脂じのリボンタイにチェックのボックススカート。

「制服で学校選んだんだよねー。かわいいでしょ。桜月高校っていうんだよ。だってのに理事長の名前が雪村でさ。どういう季節感なんだっていう。あははは」

　教きよう卓たくに向かってほぼ半円、階段状に並んだ机と椅子。そのうちのひとつ、ユイカの隣に座っていたカイは軽く眉まゆをひそめる。眉の上で切りそろえた黒い前まえ髪がみと青い瞳。背中まで伸のばした髪が、肩から一筋落ちる。

「ごめん、何がおかしいのかわかんない」

「えーと、だからほら桜月なら春じゃん……そんで雪なら冬じゃない……」

「……」

「黙だまんないでよ」

「……だって」

　カイは唇を尖らせ、ユイカは溜ため息いきを吐ついた。居い心地ごこちの悪い数瞬が過ぎる。机の端には紅茶のポットが置いてあり、二人の前にはそれぞれカップがあっていい香かおりをあたりに漂ただよわせている。ユイカは唇くちびるを曲げて、軽く手を開く。

「やっぱ、ちゃんと核かく心しん話した方がいいよね、お互たがい」

　カイはもっともだと首を少し斜ななめにした。

「そうね」

「私はカイの魔人で、カイは私のご主人様」

　唇を引き結んだカイは、真っ青な目でユイカを見上げる。

　ユイカは茶色の目で見返し、前髪だけ少し長めにしてあるショートの髪を、片手で額から後ろに撫なでつけた。

「ねぇ。あたしはこのシステムの全てを理解してる。カイ・ハイ。あたしはあなたのものなの。あたしはあなたの思い通りに動く、便利な従僕よ」

　ああ、なんて長い長い一日だろう。カイは目め眩まいがしそうにそう思う。

　窓の外の日差しはようやく午後だ。見下ろせば外の景色はジェランの花盛りなのに、美しい並木は焦こげて吹ふき飛び、隕いん石せきでも落ちたかのような大穴があいている。

　入学式のために飾かざられていた造花やテープも、今はすっかり取り払はらわれている。

　先刻までの混乱がまるで嘘うそのようだ。

　魔人。

　主人。

　敵。

　うんざり。

　どこかに行きたい。ここではないどこか。自分の知らない場所。ここよりマシなところ。

「……だから、私正直、従僕とかいやなのよ。主人とか」

　カイはもう一口紅茶を飲む。そして、落ち着かない水面を見つめる。綺き麗れいな赤。

「やっぱ、あたしのこと嫌いかな……」

　気の毒に思えるほど落ち込んだ声がした。

　ここよりマシなところ？　でも、今はここにいる。

　ここで、努力をしなくてはならない。

「それは、まだわかんない。……でも、私、あなたが……私の魔人だって言うなら、好きとか嫌いとかじゃなくてもあなたのことを知りたいわ」

「え」

　カイが、ユイカに微笑ほほえみを向ける。

「あなたのことを私に教えて」

「そ、そ、そ、それは、友達になってくれるってこと!?」

　ユイカは椅子から半分尻しりを浮うかせて顔を近づける。カイはよけはしなかったが、首を傾かしげた。

「いえ、それはまだわからないけど」

「カイって変なとこ冷静ね」

「そう？　ね、座って。ちょっと、距きよ離りが適切じゃないと思うの」

「あっ、ああ。はい」

　かしこまってユイカは椅子に座り直す。

「だから、あのね。話をしましょう」

　カイが微笑む。窓からの光に彩いろどられて、黒い髪の輪りん郭かくが輝かがやく。穏おだやかな顔つきが、なんていいかんじなんだろうとユイカは思う。

「まず、私の名前は、まぁ知ってると思うけどカイ・ハイ・パーグッド・ラックっていうの」

「うん、あのね、あたし、カイのことは知ってると思うんだけど！　でもカイから聞くのって、とってもいいね」

　頬ほおを染めて、興奮に瞳ひとみを潤うるませてユイカは弾はずむ声で告げる。

「どうして？」

「うん、カイの名前ってさ、すごくいいと思って。だってね、ハイパーグッドラックとかって、超ちよう強力に幸運を祈いのってるって意味じゃない？　って、あたし思って！　で、ずっと言いたかったんだけど勝手に知ってるだけじゃ言えないからさ、ちゃんと話せていいなと思って！」

「え、そ、そういう意味なんだ？」

「そうなのよ！　カッコいいのよ!!」

「……ユイカの名前はどういう意味なの？」

「いいにおいって意味だと思う。双ふた子ごの弟いるんだけど、そっちはね、唯ユウ己キっていうの。はっきりしてる自分、くらいの意味かな。カイはきょうだいいないの？」

「うん、いない。家にはおばあさまがいらして……あ、もうちょっとお茶いる？」

「あ、欲しいな。いいかな」

　途と切ぎれない二人の会話を廊ろう下かからそっと確認し、イズシールとジャンセンは細く開けていた扉とびらを閉めて、廊下を歩き出す。

　ジャンセンが大きく息を吐く。

「よかった。なんとかなりそうで」

「だね。カイが意固地にならなきゃ話早かったんだけど。……ああ、面めん倒どうくさかったぁ」

　顎あごを前に出して吐かれた溜息に、ジャンセンは苦笑する。

「まぁ、これ以上こじれなきゃいいや」

「ジャンセン君、どうするのこれから」

「教室行って、話聞きます」

「なんで敬語」

「先せん輩ぱいだし。……戦せん闘とう見てて凄いなって……」

　そう言って、ジャンセンは俯うつむく。そして一人で歩き出す。

「俺、なんにもできないし」

「はー!?　入学一日目で同じだけ戦えたら僕の立場がないでしょ」

「あの」

　ジャンセンは立ち止まる。

「イズシール先輩ってなんなんですか」

　階段近くの廊下で、ジャンセンよりも三歩ほど先に行ってイズシールも立ち止まり、振ふり向いた。

「ロドーリー対策全世界機関、ダーヴィス学院に派は遣けんされたエルスモアの大使。と、いうのが僕の身分だけど」

「……エルスモアにはあんたみたいな戦闘員が他にもいるの」

　イズシールは小さく息を漏もらして笑う。

「僕は杖つえの開発のために前線にいただけだ。……ただ、まぁ、杖があっても決定力には欠けたから、腕のいい隊員たちでも実際現状じゃ戦闘は難しいことにはなってる。養成が追いつかないし、ロドーリーは神しん出しゆつ鬼き没ぼつだし。……ダーヴィスの設立がこれだけ迅じん速そくに行われたのは、それだけロドーリーの脅きよう威いに皆みんなが怯おびえているからともとれるよね。共通の敵を前に、エルスモアとこの国が手を結んでしまえば、突とつ貫かんでも何とかなるもんだ。共きよう闘とうとは素晴らしい」

「俺の質問の答えとしては、あんたみたいな戦闘員はいない、って言ってる？」

　薄うすく微笑んだまま、イズシールは後ろ向きに一歩進んだ。

「教室に行きなよ。守られるばかりじゃいやだろう。君の魔人を迎むかえるための訓練を受けな」

「イズシール先輩は？」

「大使様はいろいろ忙いそがしくてね。君はこの階段を上がる、僕は下がる」

「夜、部屋に行ってもいいですか」

「いやらしいことしないでね」

「なんだそのオッサン臭くさい冗談」

　ジャンセンがげっそりしたのを見て、イズシールは笑いながら半回転して階段を降りて行った。

　ジャンセンは迷ったが、まだイズシールに訊ききたいことがあったので追いかけた。階段の踊おどり場から声をかけようとしたが、それより早く誰だれかがイズシールに声をかける。

「アルスオーオラ博士」

　イズシールが振り向くと、そこにはダーヴィスの制服を着て、銀の髪をボブカットにした少女が立っていた。

　ジャンセンはなんとなく姿を隠かくして成り行きを見守る。

　イズシールは立ち止まり、笑顔で振り向いた。

「……やあララベル・ヤミー。遅おそかったね」

「ええ。ガウェイン研究所の申告漏れが明らかになったの。資料の精査に私まで駆かり出されてしまったわ」

　ララベルと呼ばれた少女は、冷たい笑みを浮かべてイズシールに近づく。イズシールは動かない。

「おかげであなたの監かん視しが三日間もできなかった。大奥様のどれほどの御ご不ふ興きようを買うことか。あなたも次の報告の時には覚かく悟ごなさいな」

「僕のせいじゃないでしょ？」

「そうなの？」

「どうして？」

　ララベルは答えず、ただイズシールと視線を合わせたまま冷たい笑いを崩くずさない。

「魔人が現れたそうね。そしてロドーリーが二体。どちらも捕ほ獲かくはしなかったの？」

「魔人としては緒しよ戦せんだもの」

「大奥様のお望みはできるだけ多くのロドーリーの捕獲よ。よろしくね」

「……君は、学生としてここにいるの？」

「大使補ほ佐さということで来ているわ。アルゼア人とは気が合いそうにもないから、一いつ般ぱん生徒だなんてとんでもない。……それでもこれからの生活を考えるとうんざりするけどね」

　高こう慢まんな言い方にも、イズシールの笑顔は動じなかった。

「ねぇララベル」

「なにかしら」

「僕、もう行っていいかな。情報室行きたいんだ」

「いいわよ。挨あい拶さつしておきたかっただけだもの。礼れい儀ぎですからね。私も授業の監かん査さをしなくてはならないから、もう行くわ」

「ご苦労様」

　ララベルに背を向けて歩き出したイズシールに、ララベルの笑みの含ふくまれた声がぶつけられる。

「……研究所から逃にげ出せたと思ったら大おお間ま違ちがいよ、イズシール。お兄様と大奥様の管理下にあなたがいるのは変わらないのだから」

　イズシールはその声に振り向かず、軽い声で言った。

「イズシール・アルスオーオラは若君様と大奥様へのご恩は忘れたことはございません。これからもご恩に報いるために私の全てを捧ささげさせていただきたく存じます」

　廊下に靴くつ音おとが響ひびき、ララベルも背を向けて歩き出す。そして吐はき捨すてる。

「空々しいのよ」

　ララベルは階段に向かって歩いてきた。

　ジャンセンはそれを見て、今階段を降りてきたように歩き出した。

　すれ違うときにララベルは人なつこい笑顔を作ってあいさつしてきた。

「こんにちは。私、遅おくれて来ちゃったんだけど今講義をしている教室はどこかしら？」

　ジャンセンは足を止めずに言って通り過ぎる。

「知らねぇ」

　その背中を見送って、ララベルはふん、と鼻を鳴らすと階段を上がる。





　ジャンセンは階段を降りながら、今すれ違った女生徒の裏表に戦せん慄りつする。途切れ途切れだがイズシールとララベルとの会話は聞こえた。

　ララベルがイズシールの監視に来たこと。

　イズシールが“〝大奥様”〟の監視下にあること。

　なんなんだろう。

　直にイズシールに訊いてもいいが、はぐらかされたら嫌いやだし、何より訊いてはいけない気もする。

　いずれ、明らかにしなくてはならない時が来るまで、そっとしておいてもいいだろうし、それ以前にもしイズシールが自分か誰かを信しん頼らいして、話してくれるようなことがあればそれが一番いいだろう。



    

  
    
      　ジャンセンはそう思考に片をつけて、校舎を歩く。

　自分に立ち戻もどればよみがえってくる思考は、自問だ。

　目の前で繰くり広げられた戦い。カイとユイカとイズシール。教員たちの援えん護ごとそしてロドーリー。

　何も出来ない自分。

　イズシールに渡わたされた杖は、袖そでにしまってある。最初は邪じや魔まだったがすぐに馴な染じんだ。

　廊下を歩く。

　その先には校長室がある。

　校長は、今日一日校長室で話のある生徒を待っている、とさっき食堂で他の生徒に聞いた。

　一枚板で作られたらしい、他の扉とは少し違う扉をジャンセンはノックする。

「入りたまえ」

　中から校長の声がして、ジャンセンはドアを開けて中に入る。

「……ジャンセン・トランプキー君か。少し待っていてくれたまえ。よければ、かけて」

　校長は書類を見ながらなにかキーボードで打っていた。校長室は落ち着いた色合いで、大きな校長の机と、今はその前に安あん楽らく椅い子すがひとつ置かれていた。

「失礼します」

　ジャンセンは椅子に腰こし掛かけると、校長の手が止まるのを待った。やがて校長はキーを一つ打つとジャンセンに向き直って言った

「お待たせ。話は、何かな」

　深みのある、落ち着いた声だ。自信に溢あふれた大人の声だ。ジャンセンはまっすぐに校長の瞳ひとみを見る。

「先生は、やめたいものがいれば話を聞くと言ったんですよね。入学式で」

「そうだね。やめたいのかい」

「……やめたいという希望を聞くなら、俺の希望も聞いて欲しいと思ってきました」

　校長はジャンセンの瞳を見つめ返す。

「俺を、すぐ実戦に、援護が、できるように教育してください」

　うまく言えない。単語を並べただけだ。歯がゆかったがしかたなかった。

「そのための授業だよ」

「特別にです。必要以外の睡すい眠みんも休養もいらない。……危機を目にして何も出来ない。敵を目にして立ちつくす」

　ジャンセンの脳裏に、燃え上がる炎ほのおが蘇よみがえる。その中から伸のびて、一度だけ自分の手を強く掴つかんだ手。大きな父親の手。全てを伝える手。その時の火傷やけどの痕あとははまだここにある。

　そしてカイとユイカとイズシール。

「そんな子供から、俺は兵隊になりたい。戦えるものになりたい。魔人なんか待っていられない。俺はジャンセン・トランプキー。マストラ・トランプキーの息子むすこです。……俺が、ダーヴィスにいるということには、きっと運命みたいな意味がある。思いこみでもそう感じるし、カイだけに戦わせたくない」

　ジャンセンの濃こい緑色の瞳。

　燃えるようなその瞳に、校長は頷うなずく。

「よろしい」

　本ほん棚だなから一冊のファイルを抜ぬき出し、中を確認してジャンセンに差し出した。

「面倒なのだよ、特とく別べつ扱あつかいというのもね。これは暇ひまな時に読んでおきなさい」

「でも、実戦力が必要でもあるはずです」

　校長はにやりと笑う。

「確かに。では我々は全力で君をサポートしよう。よろしく、ジャンセン・トランプキー」



    

  
    
      　第四章　サクラとジェラン






　紅茶を飲み終わって、空いた茶器を食堂に戻し、トイレに行って手を洗う間もユイカとカイは会話をしていた。

「それで、ユイカはどうするの？」

「んー、あんまり考えてない。暫しばらく帰れなさそうだからどっか寝ねるとこ探す」

「帰れないって？」

「帰る方法がわかんないの。喚よばれてこっち来たわけだけど、そのあとがどうも」

「じゃぁ、私の部屋に来れば？　ベッド、入れて貰もらえばいいわ」

「え、ほんと？」

「私たち頑がん張ばったもの。それくらいしてもらってもいいはずよ。着き替がえとかもダーヴィスでくれるでしょう。唯ゆい一いつ無二の魔人だもん」

「カイ、拗すねてない？」

「拗ねてはないけど。でもちょっとは私たち、いい扱あつかいして貰って然しかるべきだとは思う」

　恐こわかったし。

　痛かったし。

　……恥はずかしかったし。

「ねぇ、カイ。あのさ。あたしんとこじゃヒーローは変身するもんなのね」

　そうユイカが言い出したのは手を洗って、カイのハンカチで手を拭ふいていたときだった。

「……なに突とつ然ぜん」

「こっちでそういう映画とかあんのかわかんないけど」

「……なくはないわよ。子供が観みるものだとは思うけど」

「よかった！　ねぇカイが恥ずかしいならさ。顔隠かくすのってどうかな」

　カイは思わずユイカの手をとってうんうんと頷いた。

「いいアイディアね！」

「でっしょー!?　先生に言ったらなんとかなんないかな」

　でへへへとユイカは笑い、カイと二人で教員室を目指した。

　教員室は電話が鳴り響き、電子機器の小さな音がしている。職員たちが意見を交わし、あるいは机で作業をしていた。

　学校の職員室という雰ふん囲い気きではなかった。

「……忙いそがしそうね」

「……うん。あ、知り合いいた。デブ先生ー！　デブ先生ー！」

　ユイカが大声で言い、聞こえた職員たちは苦笑していいのかどうか、迷うような感じだった。二人ほど大声で笑い、改めて言った。

「ソンダーズ！　ロレンゾ！　だから俺言ったろう、お前教師向きだよ、絶対好かれるんだって！　一番最初に名前呼ばれたじゃないか」

「名前じゃないだろ。ユイカ、傷つくからやめろって」

　奥の方から腹を支えながらやってきたのは、ロレンゾ・ソンダーズだった。

　確かに太っている。

　だが、カイはユイカに倣ならう気にはなれなくて、小さく頭をさげた。

「カイ・ハイです」

「知ってます。二連戦お疲つかれ様。そしてはじめまして、ロレンゾ・ソンダーズです」

　そう言った声の調子が明るくて人なつこい。

　カイは少し緊きん張ちようを解いて微笑ほほえんだ。

「用事なら二人とも僕の席おいで。隣となり今いないから座ろうよ」

「あ、いいよソンダーズ先生。ちっ、長いな。ローズ先生でいい？」

「はぁ？」

「いちばん上と下とった。デブ先生がやならそれで」

　いかにもいやいやという様子で、ソンダーズは頷いた。

「いいよ。それで。なんでも。もう。で、何。おいで」

　ソンダーズは二人を先導して教員室の中を歩く。二人もついていく。

「いやねー、カイの防ぼう御ぎよ、もうちょっとなんとかなんないかなって。今回、目やられたでしょ。両目やられるとしんどいし、それでなくても」

「マントか」

　カイとユイカ、同時に言った。

「は？」

「スカーフかな？」

　また同時だ。

「は？」

「いやいや、スカートをもっと短くするべきかな」

「絶対いやなんですけど」

「何考えてるかはよくわかるんだけど違ちがうからローズ先生」

「杖つえにもっと装そう飾しよくをつけるべきかなぁ」

「イズシール先せん輩ぱいのは充じゆう分ぶん派手でした」

　ははあ、とユイカは口の端を片方だけ上げる。

「あー、あれでしょ、ハートの形とか羽根とかつけて、くるくる回るみたいなギミック欲しいんでしょ」

「そう、よくわかったねユイカ！」

　振ふり向いたソンダーズは、半笑いのユイカと、完全にいやそうなカイの顔を見て短く息を吐はく。

「冗じよう談だんだって。……ハグエイ！　ちょっと来てくれ」

　少し離はなれた場所にいた、黒い肌はだと短い金きん髪ぱつの背の高い細身の職員が振り向いてやってきた。化け粧しようは濃いが男か女かわからない。

「どうも。ワン・ハグエイです」

　男だ。

「防具を作ろう。彼女たちの。デザインと設計を頼たのむよ」

「……魔人ちゃんはいらないでしょ」

　ユイカは軽く手を挙げる。

「服破れたらめんどい」

「いーから座れって」

　ソンダーズは言い、回かい転てん椅い子すに座る。椅子が悲鳴をあげる。ユイカとカイは、近くにある空いている椅子を引いて座った。ここの椅子はキャスターがついた回転椅子で、食堂や教室にあるような木の椅子ではない。

「ま、防御のことはもう少し考えるべきだよ。治せるからって、痛くない方がいいだろ。恐こわくない方がさ。防御の術式は俺が書いてやるから、ハグエイ、頼むよ」

　ソンダーズの言葉を聞き、丁てい寧ねいに磨みがいてネイルを施ほどこした爪つめを見せつけるように自分の頬ほおに指を当て、ハグエイはユイカとカイを見つめる。

　なにかその視線に緊張するものを感じながら、二人は身体からだを強こわばらせてハグエイを見つめ返したが、ハグエイは一方的に二人を眺ながめて、それからポケットからメジャーを取り出した。

「まず、カイ・ハイ。立って。ロレンゾ、メモを」

「はいはい」

　ソンダーズは軽快にその辺の紙とペンを取った。カイも逆らう気も起きずに立ち上がる。

　ハグエイのメジャーが身体のあちこちを計っていくが、あまりの速さにどうにもできない。鼻の高さまで細かく計られてから、

「はいつぎ魔人ちゃん！」

　と放り出されるように言われ、ユイカと交代した。ユイカも同様だった。

　メジャーをしまってから、ハグエイが言う。

「もっとちゃんとごはんたべなさい！　ダイエットとかは身体ができてから。むやみに間食しないだけで充分なんだから！」

　強く言われてカイはなんだか涙なみだ目めになる。

「ご、ごはんおいしかったですぅ」

「あたしすげー食べたよ！　ウケる！　あははははは!!」

　ハグエイはうん、と頷く。

「明日あしたの朝には仕上げるわ。まかせて」

「え、明日って」

　カイは驚おどろく。ハグエイはすでに背中をむけて外に歩き出していた。

「あんただって今日頑張ったじゃない。あたしだって頑張るわ。見ておいで」

「あ、あの！　スカートは長めで！　長めでお願いします！」

　振り向かずに手を振って、ハグエイは出て行った。

　ユイカは開いた足の間から椅子の座面に両手をついて椅子を回しながらカイに言う。

「えええースカート長いのって、どーなのー？　オバサンぽくない？　膝ひざ隠かくれるのとかさー。ださくね？」

「そんだけ短いのもどうなのよ。私はみっともないと思うんだけど」

「いーじゃん別に。ぱんつは見られるの前提でしょー」

「私はそんなもの見せたくも見たくもないの」

「俺は中身にしか興味ないからどうでもいいけど、見せられると困るなー」

　ソンダーズが苦笑して言い、なぜかユイカとカイ両方に顔を赤くして睨にらみ付けられた。

「やだ不潔」

　とカイが言い、ユイカも言った。

「先生のえっち」

「なんでだよ！」

　ソンダーズの声が教員室に響ひびいた。





　情報室、と書かれた扉とびらをジャンセンは叩たたく。腕うでに抱かかえたファイルが重い。先刻さつきぱらぱらとめくったら、過去のロドーリー事件の全てが詳しよう細さいに記録されているものだと判った。



    

  
    
      「どうぞー」

　と中から声がして、ジャンセンは扉を開ける。

「失礼します」

　中は中央に大きな丸い机が置かれ、ある程度の距きよ離りを保ってモニターと入力ボードが置かれている。丸い机の上には書類が雑多に広げられ、部屋の壁かべ際ぎわには休きゆう憩けい用のソファが置いてあった。十人ほどが充分に作業できそうだったが今はイズシール一人しかおらず、窓際でなにかを見下ろしていた。ふと振り返る。

「あれ、ジャンセン君」

　ジャンセンは少し照れたように頭を下げる。

「どうも。……何見てたんですか？」

　イズシールは肩かたを軽くすくめた。

「ユイカとカイ。二人で寮りように行くとこだと思うんだけどさ。ようやく仲良くなったかなって。あーもーめんどくさかったぁ」

「ああ、うん。多分もう大だい丈じよう夫ぶですよ。ありがとうございました」

　思わず言った礼に、イズシールはきょとんとした。

「どうして君がお礼を言うの」

　言われて、ジャンセンは考える。

「いや、なんとなく。……変ですかね？　変か」

　考え込む様子にイズシールは笑う。

「どうかな。で、どうしたの。情報室に用事？」

「あっ、いえあの。校長先生に援えん護ごの訓練をさせて欲しくて願い出たんですけど、それならイズシール先輩の手伝いをするようにと言われて」

「……何も聞いてないけど」

「ですよね」

　ジャンセンは長く息を吐き、それから気を取り直してイズシールに言った。

「手伝わせてください。なにか俺ができることってありますか」

「じゃ、僕の代わりにトイレに行って」

「……それ、なにか意味あるんですか」

「ないよ。……まぁ、じゃあ、僕のやること見ててくれればいいよ。雑用してくれれば助かるし。喉のど渇かわいたから、水とコーヒー持ってきてくれる？　あとなんかお菓か子し。夜まで僕ここいるから、夕食の手配も。君のもね」

「はい！」

「あとめんどくさいから敬語やめて」

「はい！」

　ジャンセンは頭を下げて外に出て行った。

　長い溜ため息いきを吐くと、イズシールは自分の髪かみを無意識に弄いじり、指から落としながら面めん倒どうくさそうに呟つぶやいた。

「トイレいこうっと……」





　カイとユイカが部屋に戻もどると客用ベッドが入れられていたが、少し部屋が狭せまくなって歩きにくい。

「うわぁ、これ、ちょっとなぁ。ごめんね、なんか」

　ダーヴィスの校章が、地と同じクリーム色で胸に刺し繍しゆうされた長なが袖そでワンピースの部屋着に着き替かえたユイカが、水色のチュニックと灰色のレギンス、ニットのカーディガンのカイに言う。

「ん、かまわないわよ。隣の部屋の子が明日には別の部屋に移動してくれるって言うから、今日だけだし。明日にはそっちに移れるでしょ？」

「あたしはー、べつにー、ずっといっしょでもいいんだけどなー」

「私は私的な空間って大事だと思うの」

「あ、はい、そうですね……」

　少ししゅんとしたしたユイカがベッドに座る。窓の外はまだ明るい。これから夕暮れが始まる時間だ。

「あ、あのさ。あの黄色い、背の低い木の花きれいだね。学校にいっぱいあったやつ」

「ジェランのこと？」

　カイは脱ぬいだ制服に丁寧にブラシをかけながら言う。

「ああ、たぶんそれ。すごいきれいだね」

「うん、アルゼアの国花なの。春になると一いつ杯ぱい咲さいて、初夏に甘い実をつけるのよ。小さいんだけどね。それを集めて、お菓子を作ったりするのよ」

「へえー。あたしのほうにも桜ってのがあるんだ。実は、また別の品種なんだけどきれいだよー」

「ユイカ、今日って何の日だったの？」

「え？」

「んー、ええと、こっちに来るまで何してたの？」

「入学式に登校途と中ちゆう。あたし、双ふた子ごの弟がいるんだけど、そいつと一いつ緒しよに歩いてたらこっちきたの」

　ユイカは立ち上がり、クローゼットの中に吊つるしたブレザーから携けい帯たいを取り出すと、画像を画面に呼び出してカイに見せた。

「こいつこいつ。唯己ってんだよ。うしろにちょっと桜もあるでしょ」

　顔を寄せて覗のぞき込むと、そこにはユイカと、ユイカとほぼ同じ顔つきだけれど体つきと制服で男子と判る人物がいた。ユイカより少し髪が長くて、不ふ揃ぞろいに削そいだ感じにしてある。天気のいい朝で、壁かべの向こうから枝が伸のびて、そこに白っぽい花が咲いている。

「わぁ、ほんと、同じ顔なのね」

「そーなのそーなの。昔はもっと似てたんだけど、やっぱねー、今はあたしのワンピ着せてもそのまんまじゃキモイしねー」

「……そんなことしてたの」

「あっでもでも、メイクして身体も補正すれば全然イケるよ？　まだ。うん」

「……まぁ他よ所そのおうちのことに何か言うのも失礼だわね」

「そんでねーそんでねー、見学行ったときに撮とったんだけど、おっ画面出た。桜月ってコレ。ユウキは前からね、ここでやってるキッズスクールに通っててさぁ。頭いいんだよ。って、中学入ってからがたがたって落ちたけど。おっ画像出た。桜、紅こう葉ようもキレイじゃない？　こんとき秋でー」

　ユイカは新しい画像を呼び出してカイに見せる。

「あら、古い建物なのね」

「創立百周年だってー。地じ震しんも戦争もかいくぐりだってー」

「地震多いの？」

「うんすんげぇ多いよ。地震少ない国のひとが腰こし抜ぬかすくらい多いよ。こっちは？」

「……ないわね」

「いいねー。時々すごい大きいのあるからさー。油断できないんだよねー」

　画像の中の建物は、石と煉れん瓦がでできていて、古いけれども美しかった。そんなに大きな学校ではなさそうだが、時計塔とうと前庭が印象的な建築物だ。

「ところで、この機械便利ね」

「ん？　これ電話だよ？」

　言われてカイは目を丸くして見つめる。

「つ、通信機なの!?」

「だよー。あとメールもできるし音楽も聴きけるしネットもできるし地図も見れるし、あっほら電でん卓たく。ぴっぴっぴーっと。いちたすにはさんだよーほらほら」

「どうして通信機にそんなにいろいろつけちゃうの？」

「いろいろついてると便利じゃない。今はアンテナ立ってないからメールも電話もネットもダメだけど。あっそうだカイ。笑って」

「は？」

　ユイカは突とつ然ぜんカイに携帯の裏側を向けてボタンを押した。なにかの音がして、ユイカは操作をする。

「はい、カイだよー」

　見せられた画面に映る自分の半はん端ぱな表情に、カイは思わず言う。

「うわやだっ、何この顔」

「かわいいよーカイはかわいいよー」

　デレデレとユイカが言い、その顔をまっすぐ見たカイがベッドを指し示す。

「座って」

「はい」

　ユイカはベッドに座る。カイもその隣に座る。

「ユイカ、どうして私のことそんなに好きなの？」

　顔を輝かがやかせ、甘く微笑ほほえんでひどく幸せそうにユイカは言った。

「……だって、あたし、カイの役に立てるもの。あたしなんにもできないけど……カイはちゃんとしたひとだもの」

　ちゃんとしたひと。

　なにそれ。

「……会ったばっかりじゃない」

　目の奥が暗くすぼまるような感じがした。この感情を何というのか、カイは知らない。

「ユイカが私の何を知ってるって言うの」

　いやだいやだ。ここにいたくない。どこかにいきたい。なんにもしたくない。ちゃんとなんかしていたくない。

「だって、あのね。カイ」

　ユイカは屈くつ託たくなく笑う。

「見れば判ることって、あるんだよ。あたし、それは結構自信あんだ」

　なんだかカイは、ユイカに怒ど鳴なり散らしたくなった。

　だがそれはこらえる。いくらなんでもみっともない。

「……今、怒鳴るの我が慢まんしたでしょ？」

　言われてユイカの目を見る。

　誇ほこらしげな顔をしていた。

「そういうの、できないっていうか……しようとも思わないひとって、いるんだよ。……カイはちゃんとしてるよ」

　言われて、なんだか恥はずかしくなってカイは視線を逸そらす。その時、ふとユイカの首にチェーンがかかっているのを見つける。

「それ、なぁに？」

「ん？　おくすり」

　ユイカはチェーンを引っ張って、ピルケースを出す。

「なにか病気なの？　ユイカ」

「うーんよくわかんない。でもこれがないとぶったおれちゃうみたい。覚えてないんだけど」

「……じゃ、なくなったら大変じゃない」

「うん、そんだけちょっと心配。あと唯己に心配かけてるの心配」

「親おや御ごさんとかは？」

「しんでる」

「あ、そうか……聞いてたね、ごめん」

「いいよいいよ。気にしないで。唯己と二人暮らしだから別にいいんだ」

「薬、作ってもらえないかな。学校で。設備あるんじゃないかしら」

　言うが早いか、カイは立ち上がって机に据すえ付けられている通信機を取った。通信ボタンを押すと、学園の交こう換かん手しゆに一度繋つながる。

「カイ・ハイです。……薬やく剤ざいの調合をおねがいしたいんですけど、どこにつないでもらったらいいのかしら。はい、ユイカのなんですけど。はい。実物があるようなので。はいわかりました。お待ちしています」

　ユイカが落ち着かなく立ったり座ったりを繰くり返している間に通話は済んでしまい、カイは迷いなく外に出て行こうとする。

「えっ、どうなったの」

「ユイカもついてきて。あのね、とにかくお薬をひとつ預けて欲しいんだって。やってみないと判らないけど、多分大だい丈じよう夫ぶだろうって」

「あっうん」

　ユイカとカイは寮りようの廊ろう下かを歩いた。他の生徒たちが二人をちらちらと見るが、カイは気にせずに颯さつ爽そうと歩いた。

「カイ、なんか張り切ってない？」

「張り切ってるわよ。だって、私にもあなたのために出来ることがあるんだもん」

　カイは楽しそうに、短く笑った。

「嬉うれしいわ」





　寮のエントランスで待っていたら、来たのはジャンセンだった。

「あれ」

「どしたの」

　二人がそれぞれ言うと、ジャンセンは照れ笑いをしてシャーレを差し出した。

「イズシール先せん輩ぱいの雑用やってんの。用事ないときには他の先生の用事も。なんでもやるぜ。ここに薬ひとつ入れてくれ、医い療りよう棟とうに持って行くから」

「いや、だから、なんでそんなことしてんの」

「普ふ通つうに授業受けたらいいんじゃないのかしら。違ちがうの？」

「うん、違うんだ」

　ジャンセンは、笑って言った。

「俺はコレを回り道とは思わないんだ。経験を積めるから。授業は、うーん、一年遅おくらせてもいいかなって。だって、カイとユイカにばっかなにかさせるの嫌いやだからな」

　そう言われて、カイは目を瞠みはる。そういう理由なの？

「いやー、でもさー、そこをこらえてカリキュラムこなしたほうが、長い目で見たらダーヴィスのためなんじゃん？」

　ユイカがそう言って、ジャンセンはあっさり答えた。

「うん、それはそれでやるつもり。授業には出られたら出るし。一年過ぎたらコツも覚えるだろうから要領もよくなるから」

　ジャンセンは僅わずかに染まった目元で、カイに言った。

「おおおお、俺も、カイの役に立ちたいからさ！　じゃあな！」

　そしてシャーレに蓋ふたをして駆かけ去った。

　カイは言葉の意味がよくわからなくて茫ぼう然ぜんと立ちつくす。その横でユイカが腕うでを組んでうんうんと頷うなずいていた。

「うむ。さすがあたしのカイ。魔ま性しようのオンナ」

「……ユイカ。今の、意味判ったの？」

　カイの質問に、ユイカは、

「いやいやあたしさすがにそこまで無ぶ粋すいじゃないワケよ。わびさびなのよ」

　と言ってエントランスに背を向けた。

「ユイカ、あたしちょっと散歩してくるわね。考え事したいの」

「……わかった。じゃ、あたし図書室にいるー」

「あとでね」

　そう言ってカイは外に出る。

　夕方の光が眩まぶしい。まだ生えたばかりの芝しば生ふを踏ふんで雑木林を歩く。風が吹ふくと、まだ若い芽が吹いたばかりの木々が揺ゆれる。その枝さえ輝いて光をかき混ぜている。足あし下もとに落ちる影かげが繊せん細さいに揺れる。

　ここでないどこかに。

　また、そんな言葉が胸に湧わき上がる。

　ロドーリー。

　彼らは確かに脅きよう威いだ。

　私たちを害そうとするなら、退しりぞけたい。でも、彼らにも歴史があって、イズシール先輩が言うような犠ぎ牲せい者しやだとするなら……何か分かり合える手段はないんだろうか。

　そう考えて、ロドーリーの姿を思い出す。

　変形する。そして襲おそってくる。

　二体目のカルバルというロドーリーは会話は出来そうだったが、こわいし、気持ちが悪い。下手に人間に似ているだけ、生理的に気持ちが悪い。

　とにかく、今、自分はロドーリーを退ける力があり、ロドーリーは自分と対話しようとはしていない。

　そして、自分はロドーリーがこわい。

　明日あしたも、いや、あるいは次の瞬しゆん間かんにもあのサイレンが鳴り響ひびいてまた戦うのかと思うと、足下から力が抜ぬけそうだ。

　なんだか頭の心がくらりとして、しゃがみ込む。目の焦しよう点てんが合わなくなって、全身ががたがた震ふるえた。

　こわい。

　こわい。

　いやだ、逃にげたい。

　ここじゃないどこかに行きたい。

　涙なみだが浮うかんで、瞬まばたきをしたら落ちた。

「カイ」

　声がして顔を上げる。ユイカだった。

「あの、えーと、隣となりの部屋の子にお菓か子しもらったんだけど。……泣かないで」

　ユイカは一いつ緒しよにしゃがこみ、カイの背中を撫なでた。

「だって、やっぱり、こわいんだもん」

　地面にカイの涙がぼたぼたと落ちる。ユイカは出来るだけゆっくりカイの背中を撫でる。

「うん、うん、そうだよね。でもあの、あたしがやるからさ。カイはあたしが守るし。しくじったら治すし。……でもこわいよね」

「うん。うん。こわいの」

　声を震わせ、洟はなを啜すすってカイは言う。

「ユイカはこわくないの」

「うん、こわくないよ。こわいことならもっとあったもん。……おとうさんとおかあさんが、病院で冷たくなってたり、食べるものがなくなって、どうすればいいのかわかんなかったり、おじさんがなんかしてきたり、学校でものすごいいじめられたりね。そういうときは学校行くのこわかったけど、いるとこなんかないしさ。あ、でもね、いじめられたのなんかすぐ終わったんだよ。唯己が助けてくれたの、おじさんのことも唯己が」

　いつの間にか涙のひっこんだカイが、ユイカをじっと見つめていた。

「え、なに。カイ」

「……ユイカ、苦労してるんだね」

「いやぁははは、ま、しゃぁないよねー。……いいよ、カイにあえたからもう」

　ユイカはそう言って光の中で笑った。

　カイは少しその笑顔を見つめて、ポケットからハンカチを出して涙を拭ぬぐうと立ち上がった。

「うわぁいつでも普通にハンカチ持ってる……！」

　ユイカが驚おどろきつつ立ち上がる。

「当たり前でしょう？　……ユイカ持ってないの？　さっきも持ってなかったわよね？」

「テイッシュしか持ってない」

「……明日とか、時間作って街に買い物行けたらいいわね。支給品だけじゃつまらないでしょう」

「うん。てか。あわない。今着てるこれとか上品すぎ」

「……スカート短かったら満足なんじゃないの？」

「わかいうちは太ふと股もも出しときたいじゃない」

　なにか言おうとして、カイはやめた。

「行こう。お部屋にお菓子あるの？」

　言って、歩き出す。

　ユイカが笑いながら軽快に横について歩き出した。





　その夜、カイは夢をみた。

　白い花が、もったりと枝についた黒い幹の木。

　風に揺れる度たびに吹雪ふぶきの様に花びらが散る。

　これは、そうだ、サクラだ。ユイカの世界の春の花。

　夜で、月が出ている。

　学校の制服の様なものを着ている男子が、その花の吹雪の中に立っている。

　花に手を差し伸のべてうっとりと言う。

　その髪かみは白く、顔にははっきりと疲ひ労ろうがあったが言葉の響きは甘美だった。

「もうすぐ、百年。満願成じよう就じゆの百年だ。扉とびらは開き、使者は来る。わしとお前は、ここではないどこかへ、最初で最後の旅に出る。待っていてくれ、九きゆう尾び堂どう」



    

  
    
      　第五章　ワン・ハグエイ氏のオートクチュール






　ジャンセンは、目を覚ました場所がどこだか判わからなかった。

　目の奥と身体からだが痛い。起き上がろうとして、思いがけない別の部分の痛みに驚き、そろそろと身体を動かして、僅かに光が漏もれるカーテンを開けた。変な形で寝ねたらしい。

「身体いってぇ……」

　強きよう烈れつな日差しに目を閉じ、小さく呻うめく。

　朝だ。

　部屋の中を見回して、誰だれもいない。

　自分が眠ねむっていたのは小さな椅い子すと机で、床ゆかには毛布が落ちていた。

　机に山積みになった資料を見て、ようやく思い出す。

　昨夜はイズシールの手伝いをしにきて、できることがまるでなくて、仕方なく資料を最初から最後まで読んで判らない語句を全部書き出す作業をはじめたのだった。

　イズシールが座っていた机は、適当に片付けられていた。

　書類束の一番上にメモ用紙があって、そこに自分の名前を見つけて手に取る。



　ジャンセンくんへ。声かけたけど起きないから先に帰る。毛布は置いといて。



　端たん正せいな字を見て、メモ用紙を折ってゴミ箱に捨てた。

　イズシールには訊ききたいことがたくさんあるのに眠り込んでしまうだなんて。

　だがまあともあれ、役に立つように自分を鍛きたえなければ。ジャンセンは身体をゆっくり動かしてほぐし、毛布を畳たたんで外に出た。

　廊ろう下かはすでに生徒たちが行き交っていて、それで時間を知る。

「……朝めしは抜きだな」

　溜ため息いきを吐つき、部屋に戻もどると掃そう除じと整理整せい頓とんをして、鞄かばんに教科書とノートを詰つめる。イズシールが置いていったままの空の食器を手にして、食堂に向かう。もしかしたらなにか食べられないかなと思いながら歩いていたら、明るい声がかけられた。

「ジャンセン！　おっはよう！」

　ユイカだった。隣にカイもいた。嬉うれしくなる。

「おはよう。元気だなぁ。カイもおはよう。元気？」

「ジャンセンスゲー頭だよ」

　ユイカの言葉にジャンセンは口を曲げる。

「そう？」

　訊かれたカイは困って笑顔を浮かべた。

「あたしたち、今からハグエイさんとこ行くからさ。あのひとなら身だしなみセットがっつり持ってそうだよ」

「……そんなにひどい？」

　訊かれたカイは困って笑顔を浮かべて小さく頷うなずく。

「なんであたしじゃなくてカイに訊くのかな？」

　ユイカが微び妙みように笑って言うが、ジャンセンはぼんやりと流す。

「えーと、職員室？」

「被ひ服ふく室ですって」

「スルーかよ」

　口の端を上げてユイカは突つっ込こんだが、ジャンセンは欠伸あくびをしただけだった。少し歩いてから、言う。

「いいや、俺。シャワー浴びちゃうからいいよ。女子の仮かり縫ぬいとか、男が同席するもんじゃないだろ」





　被服室では昨日会ったのとどうも様子の違ちがうハグエイと、昨日と同じソンダーズが待っていた。

「あっはっはっはっ！　徹てつ夜やなんて久しぶりだわっはっはっはっ！　もう若くないわね、はっはっは！　動どう悸きがキツイわ……」

「おはよー。俺はふつうに寝たから」

　被服室といっても、大きな机の上には巨きよ大だいな機械がいくつも置かれ、ケーブルは漁船の上の綱つなのようにのたうっている。

　資材の破片や生地の切れ端はしが床に散乱しているのに、机の上は綺き麗れいに整頓されていた。「そんなわけで着てみて。資材の選定から糸の始末まで全部このワン・ハグエイメイドよ。時間がないから雑になったなんて言い訳は私、しないから！　とはいえ不整脈がキツイわ……」

　胸を押さえるハグエイに、ソンダーズが笑う。

「ハイハイ。フィッティングして補正で終わりでしょ。そしたらあとは初期設定と調整は俺やるから」

「ああ、ロドーリーが予約制なら助かるのに！　そしたら百年後にアポ入れるのに！　いつ来るかわかんないもんね。そういうわけでさっさと着てみて」

「ハーイ」

　ユイカはその場でばさばさと脱ぬぎはじめ、カイはとまどう。

「えっ。ここで着き替がえするんですか？」

「ハイハイ。見ないから。ハイハイ」

　とソンダーズが機械の陰かげに入り、かちゃかちゃとキーボードの音がしはじめた。

　まぁ、つまり家に出入りしていた仕立て屋みたいなものだと納得して、カイは服を脱ぐ。

　それにしても、気になる夢だった。

　九尾堂。

　何だっけ、どっかで聞いたんだけど。

　ユイカに夢の内容を話しても知らないって言うし。

　服を脱いでしまうと寒かった。

　下着姿になったカイとユイカが、

「ちょ、寒いんだけど」

　とか

「あの、なにか、羽織るものとか……」

　とか、言い出すのとほぼ同時にハグエイが言った。

「暖だん房ぼういれたから、その貧びん乏ぼうくさいランジェリーと時じ代だい後おくれの野暮ったい下着もとんなさいよ」

「貧乏くさくないよ！　カワイイじゃん！　上下色合ってないけどべべべべつに今、勝負じゃないし！」

「あー、やっぱり野暮ったいわよね……」

　怒おこるユイカと納得するカイに、ハグエイが楽しそうに言う。

「そこでハグエイ製のこのカワイイすてきなランジェリーのセットです。ユイカさんは白地にオレンジ色の一重の薔ば薇らの刺し繍しゆう。あんた清潔感たんないから」

「今ひどいこといわれた、あたし」

「カイさんにはネイビーブルーの地にオレンジ色とレッドの薔薇の刺繍です。あんた色気ないから」

「なくていいです」

「女子が色気なくてどうすんのよ人類絶ぜつ滅めつさせる気？」

「いや、それはハグエイさんに言われたくないよ。ハグエイさん繁はん殖しよくする気ないでしょ」

　ユイカが言うのに、ハグエイは下着を渡わたしながら言う。

「そのうちどっかから貰もらってくるからいいわよ。あたしいいお母さんになるわよ」

「うん、それは否定はしないんだけどさ」

「まぁーユイカいい子ねー！　パンツ脱ぎなさい」

「ハーイ」

　会話の間に、ソンダーズがキーボードを打つ音が次し第だいにやけくそ気味になっていたのだが、いきなり静かになった。

「おまえらいい加減にしろよ？　恥はじらいとかねぇのかよ？」

「私はあるつもりですけど……」

　唇くちびるを尖とがらせてカイが言い、ハグエイが鼻で笑った。

「今いらないからソレ。はい、カイもパンツ脱いで。穿はいて。まー！　あんたたちブラの着け方も知らないの!?　まずは身体斜ななめにして、こうしてこう！　肉入れて！　肉！」

「そんなに肉あまってないけど」

「なくないわよ突っ込みなさい。寄せて入れて寄せてあげて。全部ぶっこむのよ。皮もよ！」

「……いいから早くしろよ。ロドーリー来たらどうすんだよ」

　いい加減嫌いや気けがさしたらしく、ソンダーズはもうキーボードを叩たたきもしない。

「やだー機械の陰に隠かくれてローズちゃんが劣れつ情じようを隠せない」

　ユイカが大げさに言って、カイがハグエイに、

「こうですか？　横から手を入れるの？　背中の肉を？」

　と真しん剣けんに訊いている。ソンダーズが怒ど鳴なった。

「俺は好きな女にしか、もよおさないから！　年下には全く興味ねぇから！　更さらに言うと肉の入れ方とかむしろ聞きたくないジャンルなんで！」

「うん冗じよう談だんだし。で、ローズちゃんはなんでそこにいるわけ」

「服についてる機器の微び調ちよう整せい用のデータを取る役だ。君たちが着替えしてる間は外に出ててもいいんだけど、むしろ俺はそうしたいんだけどハグエイが」

「面めん倒どうだからいてよ」

「って言うからさ」

　衣きぬ擦ずれの音をさせて、服を着ていくカイが言う。

「私もその方が助かります。呼びに行くのも手間ですし、先生、ほんとになんていうか……私たちのことそう見てないのもわかるし」

「熟女好みかー。人の好みはそれぞれだけどさー」

　やれやれとユイカが溜息を吐き、ソンダーズはうるせえ、と毒づいた。

「ユイカ、やめなよ。先生に懐なついてるのはいいけど、聞いてる方が面倒くさいから」

　カイが言ってユイカが黙だまり、ソンダーズはちょっとカイの言い方も冷たいんじゃないかなと少しユイカに同情した。

「……まぁ、ユイカがストライクってやつもいるだろうから気を落とすなよ」

　緩ゆるく、必要事じ項こうをキーボードで入力しながら言うと、予想外に沈しずんだ声が返ってきた。

「そっれがさあ……もてないんだよあたし……。いや好きになった人とか、つきあおうねっとか言った人いましたよ？　でもさ、なんかさ、すぐさ、ごめんやっぱ無理とか言われて、何なの一体って。累るい積せきでえーと、七人かな？　呪のろわれてんのかな？　それともあたし、そんなにダメなのかな？　どうなのって、もー」

「七人って、ユイカ惚ほれっぽいのねぇ」

　カイの声は呆あきれていたが非難や馬ば鹿かにしている響ひびきはなかった。

「それで、何人もつきあってるんだからいいじゃない。もてるんじゃないの」

「だから、続かないとダメじゃん。大たい抵てい一日でおわるんだもんありえなくない？」

「……わかんないけど」

　カイの言葉をもぎ取るように、甲かん高だかいサイレンが鳴り響いた。

『次元の歪ゆがみを感知しました。ロドーリー出現まで二分。出現場所は運動場に固定。教職員は武器、防具を装備して運動場へ移動してください。生徒の皆みなさんは校舎内に待たい避ひ。窓を閉めて、鍵かぎをかけるように。出現まであと一分四十五秒、四十四秒、四十三秒、四十二秒』

　その音にカイはぶるっと震ふるえ、すかさずユイカが強くその手を掴つかんで笑いかけた。

「できるよ。だいじょうぶ」

　カウントダウンが響き、生徒たちの声や足音が響く中、ゾンダーズは言う。

「なんつータイミングだ。データとるからな。着替え終わったら言えよな。つけてる端たん子し起動するから」

「はーい」

　緊きん迫ぱくした空気が嘘うそのように緊きん張ちよう感かんのないユイカの声がして、それから少ししてからハグエイの声がした。

「いいわよ」

「あいよ、起動。頼たのむぞ。怪け我がしないようにな」

　ユイカの明るい声がする。

「だいじょうぶよ、あたしがいるから！」

「怪我をしても、ユイカが治してくれます。心配しないで、先生」

　カイも言って、ユイカと視線を合わせる。

「行ってきます」

　そして被服室が衝しよう撃げきで震えた。

「……ロレンゾ、出てきていいわよ。行ったから」

　ハグエイが言うが、ソンダーズは親指の爪つめを噛かみながらモニターに見入っていた。

「うん、わかってる。……今、出現した。カイとユイカの転移って、瞬しゆん間かんじゃないね」

「あらほんと？」

「一秒くらいブランクがある。ここから運動場までだから一秒なのか、距きよ離りがどんだけ開いても一秒なのかわかんねぇけどなぁ」

　眠ねむ気けも疲つかれも忘れてハグエイはモニターに見入る。

「今のとこ、仮面も制服も全部正常に起動してるよ、ハグエイ」

「ありがと。そしたらあとは数値はまかせるわ。あたしはちょっと、実際の動きの美しさを見てくるわね。そーだ録画しなくっちゃー」

　どこかウキウキとハグエイは駆かけだした。

　それを見てソンダーズは感心する。ハグエイにも自分にも、何となく余よ裕ゆうがある。

　今まで、ロドーリーの出現といえば必ず犠ぎ牲せいがつきまとうものだった。そこには必ず悲ひ壮そうな覚かく悟ごとかなしみがつきまとっていたのだが、ダーヴィス学院の設立とユイカとカイという魔人システムの成立が、希望とそれ以上の余裕をもたらしているのだ。

　自分たちは犠牲を出さずに勝てるのだ。

　今までのように、犠牲を出したあげくロドーリーを逃にがし続けることなどもうないのだと。





　運動場に魔ま方ほう陣じんが光ひかり輝かがやく。

　朝の光の中で色も輝きも薄うすいが、効力はきのうとさほど変わらないはずだ。担当者は考え、数値を確認する。

　職員たちが得物を持って、魔方陣を囲んで位置につく。

　その円の中にダーヴィスの制服姿のイズシールが、滑すべるように走り込む。手にはすでに紫むらさき色いろの杖つえを持っていた。

「みなさん、おはようございます」

　礼れい儀ぎ正ただしいあいさつに、職員たちもあいさつを返す。

　空は霞かすんで明るい、春の朝だ。風に髪かみと制服の裾すそをはためかせ、響くカウントダウンを聞いている。

　空間ごと身体からだを捻ねじられる、イズシールにとっては馴な染じんだ感かん触しよく。次元の穴が無理矢理開かれるときの負荷だ。身体の中の、意識の、揺ゆらがないものに集中して踏ふん張ばる。

「アルスオーオラ大使」

　後ろに立っていた職員が話しかけてくる。

「イズシール君、でいいですよ先生。まだ呼びやすいでしょ。あと僕に敬語は使わないでください。他の生徒への影えい響きようを考えると、好ましくないので」

「気き遣づかい感謝する。……昨日到とう着ちやくしたエルスモアからのあなたの補ほ佐さだがね」

　思いがけない言葉にイズシールは振ふり向く。

「参戦したいと申し出られて。外の結界の一部を任せているんだが」

　音がしそうなほど奥歯を強く噛みしめ、内心の抵てい抗こうを振り切って示された方を見つめる。

　なるほど、防護服に身を包んだひときわ小こ柄がらなのがいた。ララベル・ヤミーだ。

「……したいなら、いいんじゃないですか。僕は彼女がどれだけ出来るか知りませんけど」

「……実力者じゃないのか？」

「エルスモアではまあまあですけど。来たばっかりで連れん携けいも取れないのになにが出来るとも思いませんし、杖だってダーヴィス用に調整したりもしてないんじゃないかな。………彼女はやれると思ってるでしょうけどね。迷めい惑わくかけないことだけを祈いのります」

『十秒、九秒、八秒、七秒』

　身体に感じていた捻れが、逆方向に無理矢理戻もどされるような感覚に、イズシールはよろめいた。職員が腕うでを伸のばして支える。

　感覚を波打たせる温かいさざ波。それが大きな波になり、身体にぶつかって弾はじける。全身で感じる振しん動どうに、イズシールは職員の手を離はなれて振り向く。

　そこにはユイカとカイがいて、イズシールはその姿に思わず口笛を吹ふいた。

「カッコイイじゃない！」

　ユイカのブレザーの制服はさほど変わりはなかったが、カイが仮面をつけていた。

　布製の仮面で、右側の頭部を大きく覆おおう非対たい称しようの形をしている。頭の後ろで紐ひもを結んで固定していた。黒地に鮮あざやかなターコイズブルーと金の細かな模様。それらは全て魔方陣だ。紐の先には小さな房ふさがついている。カイの制服には更に、背中の中なか頃ごろまでの短いケープがつけられていた。下は膝ひざ丈たけのスカートに、膝上まで来る編み上げのブーツだ。膝の裏には動きやすいようにゴムが貼はってあった。

「でっしょ？　悪くなくない？」

　とユイカが言い、

「すこし恥はずかしいです」

　とカイが言い、

『零秒。出現します。包囲を維い持じしてください。結界は正常に作動。第五結界まで稼か働どうしています』

　とアナウンスが言った。

　重いものが高所から落ちて来るような衝撃と爆ばく風ふうが、魔方陣の中央からやってきて、イズシールはその場で体勢を低くした。教員たちの何人かは吹っ飛とんでしまう。

　そんな中でもカイとユイカは動かない。制服と髪が激しくはためくだけだ。

　砂すな埃ぼこりが静まり、ロドーリーの姿が現れてくる。

「ユイカ。カイ。悪いんだけど、できれば今回のロドーリーは捕ほ獲かくしてもらえない？」

　イズシールの言葉に振り向かずカイが答えた。

「捕獲したとして、檻おりというか、そういったものはあるんですか」

「あるよ。地下に研けん究きゆう棟とうが」

「私もロドーリーに訊ききたいことがあるので、いいですよ」

　唇くちびるを引き結んで前を見る。

　今回のロドーリーの姿。

　黒い長い髪で、全身を包むマントを着ている。長い髪と黒いマントの周りには、赤い火花が弾けている。少女だ。六歳くらいか。

「ユイカ」

　カイが言い、ユイカが答えた。

「うん」

「……初めまして、魔人システム第一号？　……なんだ、カルバルの話と違ちがう装備だな。カルバルに歯が立たなくて、急ごしらえか？」

　ロドーリーが言う。頭からすっぽりフードをかぶり、腰こしまである長い髪が生き物のようにうねっている。笑えんだ唇が動く。

「そうよ」

　言うなり、カイは杖をロドーリーに向けた。

　充じゆう分ぶんに引き絞しぼられ放たれた矢のように、ユイカは跳とぶ。二度ほど地面を蹴けってあっという間にロドーリーの視界から消え、右斜ななめ後ろの死角から頭を掴むと容よう赦しやなく強きよう烈れつな振動を送り込んだ。

「っあん！」

　その余波に、カイが全身を突つっ張ぱらせて甘い声を上げたが、杖を取り落としそうになった手をイズシールに掴まれて、はっと息を呑のむ。

　イズシールも短く上がる息を何とか整えようとしているのがわかる。

「しっかり」

　それでも笑顔を作って言われ、カイは杖を握にぎり直す。

　ユイカがいてもやっぱり恐こわい。

　ユイカがいるから、恥ずかしい目にも遭あう。

　でもユイカがいるから大だい丈じよう夫ぶ。

　カイが立ち直ると、イズシールが膝を突いた。全身が小刻みに震えている。

「先せん輩ぱい!?」

「いやぁ、ちょっと、無理。あとはよろしく……」

「ずるい、私一人にしないでください！」

「ががががんばってねー。う、ぁー……」

　立ち直る気はないらしい。そのまま地面に丸くなってしまった。

「いいよ、カイ。もう終わったし」

　ユイカの足あし下もとには全身を小刻みに痙けい攣れんさせ、ときどきがくんがくんと大きく身体を突っ張らせているロドーリーがいた。

　体格としては幼いだけに、カイは胸が痛んだが仕方がない。

　杖先を離し、袖そで口ぐちに杖をしまってボタンを留める。

「……お疲れ様、ユイカ」

「どういたしまして、カイ」

　と笑うユイカも、制服の形も前とは少し違う。ハグエイが衝撃に強い素材で作り直したから、デザインは似たようでも腰の曲線の出方や、太ふと股ももの美しさが違っていた。

　魔方陣が消え、外で待機していた職員たちが一いつ斉せいにロドーリーに向かう。

　ユイカだけが逆方向に足を向けた。カイと視線を合わせて笑う。

「カイの、やっぱもう少しスカート短い方がよくない？」

「ユイカはもうすこしスカート長い方がいいわよ」

「センス合わないね」

「そうね」

　まだ全身を震ふるわせているイズシールが、差し出されたユイカの手にすがって立つ。

「イズシール先輩、立てる？」

「……僕も仮面と衣装を作ってもらいたいなぁ」

　艶つやの上る頬ほおのままでイズシールは言い、カイを横目で見る。カイは自分もまだこんななのだろうなと思いながら笑って答えた。

「言わないでください。恥ずかしいわ」

「だって、それあるだけでけっこう平気でしょ？　しかし、君たち無敵だね。もう僕前戦で戦わなくてもいいかな」

「えっ、いてよ。なんかあったらわかんないじゃん」

「……僕がいたってわかんないじゃん」

「真ま似ねしないでじゃん？」

「いやいやだって僕いらないじゃん」

「要りますよ。いてください」

　ユイカとカイにじっと見つめられて、イズシールは別の赤みを頬に上らせる。

「……あの、僕だって恥ずかしいんですよ？　振動の余波で気持ち良くなるの。わかってる？」

　返事はない。

　二人ともただじっと見つめるだけだった。イズシールはなにか言おうと考えて、それから溜ため息いきを吐ついた。

「……んじゃぁ、君たちが安心するなら、まぁ当座ね……？」

　ユイカとカイが弾けるように笑った。

「よかった。行こう、カイ」

「うん」

　昔からの友人のように笑い合って二人は歩き出す。

　怪け我が人と医い療りよう班はんがごった返す運動場に風が吹き抜ぬけて、カイとユイカは運動場を抜ける。

　生徒たちのざわめきの中に埋うまると、少しは気が楽になった。同時に、疲ひ労ろうがどっと襲おそってくる。

「疲つかれたわ……」

　カイが溜息と共に呟つぶやき、ユイカが言う。

「医い療りよう棟とういっとく？　被ひ服ふく室が先のがいいかな」

「被服室。私もユイカも怪我してないし。……ああ、仮面つけるのはいいと思ったんだけど、取るタイミングが難しいわね」

　あは、とカイが笑ったが、向けた視線の先にユイカはいなかった。

　かわりに少し離れたところで女子生徒の悲鳴とユイカの怒ど鳴なり声がした。

　カイは人だかりをかき分けて、騒さわぎの中心へと辿たどり着いた。ユイカはどうやってこの人混みの中を移動したのか疑問だった。

「どうしたの!?」

　生徒たちの中心に、ユイカと数人の生徒たちがいた。生徒たちは完全に怯おびえているようで、ユイカは男子生徒に後ろから抱だき留とめられていた。

　カイの問いかけに答える様子もなく、ユイカが生徒に怒鳴った。

「じゃああんたやってみなさいってのよ！」

　生徒は女子で、頬を押さえて震えていた。ユイカが距きよ離りを詰つめようとするのを、カイが引き留め、男子生徒が踏ふん張ばった。

「ユイカ、やめて！」

「ふざけんじゃねぇよあたしは魔人だけど、カイはそうじゃないんだよ!?　この意味わかる!?　わかんないよね!?　わかったらあんなこといわねぇだろってのよ!!」

「ユイカ!!」

「あたしは別にそういう事言ってないでしょ!?」

　生徒が金切り声で言う。

「言った！　きいた！」

　カイは近くに立っていた男子生徒に訊く。

「どうなってるの!?」

「ああ……なんか、あの女子がね？　いい気になってんじゃないよ的なことを言って、それがユイカの耳に届いて、ユイカがキレて」

「え、なに、ユイカったらそんなことで！」

　男子生徒は肩かたをすくめる。

「ねぇカイさん。俺はユイカの気が済むようにしたらいいと思って傍ぼう観かんしてんだ。俺が今戦わなくていいのは、ユイカとカイさんのおかげだもん。ありがと」

　カイは顔を真っ赤かにすると、男子に向かって頭を下げた。

「ありがとう」

「え!?　な、なんで!?」

　驚おどろく男子生徒をそのままに、カイはユイカに言った。

「ユイカ言うこときいてよ！　やめなさい！」

　けれど耳に届くカイの懇こん願がんは、まるで散歩中に犬に引っ張られて靴くつ底ぞこで芝しば生ふを削けずるはめになっている悲ひ壮そうな飼い主のようだった。

「カイにあやまんなさいよ！」

　全身を震わせ、怒いかりに涙なみだを浮うかべてユイカは言う。

「ユイカ、私はいいのよ。べつに……」

「なんでよ!!」

「だって、それは……」

　怒おこるユイカに、カイは微笑ほほえんだ。

「……言われるでしょ。……いろんなこと思うひといるもの。言われたら、そりゃ傷つくけど……仕方ないよ」

「あたしはイヤだよ！　カイが言われるのイヤだよ!?」

「うん。でも、いろんな人がいろんな事言うのは……それは仕方ないんだよ。私はいいよ」

　カイは、ユイカから腕うでを離して言った。

「だって、ユイカが怒ってくれたから、もう、いいよ」

　目を見開いて立ちすくむユイカの手を、カイが無理矢理掴つかむ。

　今までユイカを押さえつけていた男子生徒に礼を言ってから、カイはユイカの手を引っ張って歩き出した。

「行こう。被服室戻もどらなきゃ。ハグエイさんに制服ちょっと直して貰もらったりしなくちゃ」

「……うん……」

　真っ赤になったユイカが、カイに手を引かれて人ひと垣がきの輪を抜ける。生徒たちは二人を通し、見送った。





　ジャンセンは寝ね癖ぐせを直そうとしてまだ濡ぬれたままの髪かみで、その騒ぎを二階から見下ろしていた。ユイカとカイが動き出したのを見て、慌あわてて駆かけ出す。生徒たちが教室に入ろうとする流れに逆らい、人の合間を縫ぬって外に出ようとし、一階の昇しよう降こう口でばったりとイズシールに出くわした。

「おはよ」

　人を食った笑顔でイズシールは言って、ジャンセンの鼻の頭を人差し指の関節で弾はじいた。

　くすぐったい感覚を残す鼻を擦こすって、ジャンセンは言う。

「おはようございます、先輩。なにか、俺することありますか」

「あー……そうだな。そしたら僕の制服の替かえと……シャツと下着だけでいいから……あと、女生徒のを一式。Ｓサイズのを備品室からとってきてくれる？　で、その女生徒のやつは、シャワー室の更こう衣い室しつの籠かごにいれといて。このカード上に置いとけばわかるから」

　イズシールは胸ポケットからエルスモアの国章が印刷されたカードを取り出して、ジャンセンに渡わたした。

「……はい」

「ちょっとイズシール！」

　ジャンセンの存在を無視して、声がかけられた。

　イズシールの背後に、防護服を着たままのララベルが立っていた。全身を震わせ、涙を浮かべて頬が紅潮していた。

　ああ、ユイカの余波に当てられたんだなとジャンセンは理解する。同情はしない。

「聞いてないわよ、なんなの!?」

　面めん倒どうくさそうにイズシールが答える。

「……何って。まぁ、魔人の力が振しん動どうなんですよ」

「あ、あなた、私を馬ば鹿かにしてるの!?」

「してませんよ。疲れてるんです」

「お兄様に言うからね」

　その言葉を聞いて、イズシールの眉まゆ根ねが一いつ瞬しゆん神経質に寄った。

「かまいませんけど。……ジャンセン、服、頼たのむね。僕のも籠にいれといて。あと、そのひとシャワー室にお連れして。丁重に」

　自分だってシャワー室に行くんだろうに、よっぽどいっしょにいたくないんだなとジャンセンは理解する。

「はい」

　イズシールはさっさと早足で歩き出し、ララベルが怒鳴る。

「待ちなさい！」

「僕が案内するんで。……とりあえず防護服脱ぬげば」

　その言葉にララベルがジャンセンに噛かみついた。

「何その言い方！　あたしはエルスモアの」

「いや、なんでもいいけど。防護服着てるのしんどそうだし。手伝うからほら」

　ジャンセンはララベルの後ろに回って防護服を脱がしてやった。体温で暖められた甘い体たい臭しゆうが立ち上る。

「あんたさ、先せん輩ぱいのなんなの。偉えらそうにしてっけど」

「あいつの面倒を、我が家で見てきたの。あいつはアルスオーオラの末まつ裔えいで、そのままだったら野垂れ死にだものね」

　ジャンセンはその言葉に眉根を寄せる。

「……アルスオーオラっていうなら英えい雄ゆうだろ」

「百年前はね。でもそのあと、ディアラフ・アルスオーオラの大失態で、あいつの一族は罰ばつを受けることになったのだわ。たまたまあいつはある程度頭がよかったので、お兄様の手伝いをさせたの。……ああ、お祖じ父い様がね。慈じ悲ひ深ぶかい方だったから。ま、ロドーリーと戦わせて、実験するのにはなかなか使い勝手が良かったようよ。杖つえ、発明したのもあいつだし。……お兄様の発明ってことになってるけどね、実際はあいつよ。でも、完成させたのはお兄様だけど」

　お兄様、とララベルが口にする度たびに誇ほこらしげに目が潤うるむ。今はもともと潤んでいるわけだが、それとは違ちがう熱っぽさが立ち上る。

　同時にイズシールを軽けい蔑べつしているのもわかった。

　腹が立ったので腹いせに、ジャンセンはララベルの背中を指でなぞってみた。

「ひゃぁぁああっ」

　と情けない声を上げて、ララベルがその場にへたり込む。

「にゃ、にゃにするのよ……!!」

　首を回して睨にらんでくるが、迫はく力りよくはない。ジャンセンは防護服を持ったままララベルの横を通り過ぎた。

「ちょっと手がぶつかった。悪いな。シャワー室、右行って左手にあるから。俺、これ返してあんたの着き替がえ籠かごに入れとくよ。子供じゃねぇんだから一人で歩けるだろ。それともだっこしてやろうか？」

「ま、まちにゃさいよ……!!」

「後でなー」

　ジャンセンはそう言ってララベルを置き去りにする。後ろで何か声が聞こえたが気にもならなかった。

　備品室に行って、防護服を返し、イズシールに言われたとおり制服を二着取ってシャワールームに急ぐ。その頃ころには生徒たちは教室にみんな入って、授業も始まっているようだ。廊ろう下かの窓からは運動場が見え、そこではまだ職員たちがなにかしていた。

　脱だつ衣い所じよに誰だれもいないことを確認して女子のシャワールームに入り、脱衣籠に制服をおいてカードを置く。職員が何人か、中でシャワーを使っていたのでとても緊きん張ちようしたが、悪いことはしていないと自分に言い聞かせて作業を終える。

　男子のシャワールームに入ると、ちょうどイズシールが髪にタオルを掛かけたまま出てきたところだった。

「あ。いいタイミング。ありがと」

「一応下着も持ってきたし、一式あるんで」

「あー、じゃー新しいの着ちゃおうかなー。ランドリー出しといて貰っていい？」

「はい」

　イズシールは積み上げられた備え付けのバスタオルから一枚取って、身体からだを拭ふき始める。ジャンセンはその身体をついじろじろ見てしまう。全身に無数の傷があった。大きいのも小さいのも。縫ほう合ごう痕あとも、火傷やけどもあった。少し皮ひ膚ふがえぐれているのもあったし、引き攣つれているのもあった。昨日負ったらしい傷には絆ばん創そう膏こうがしてあったし打だ撲ぼく痕こんもあった。その中で特に目を引いたのは、不恰好に刻まれた文字だ。エルスモア語だとわかったが、意味はわからない。見てはいけないものを見た気になって、目を逸そらした。

「古傷かっこいいでしょ。あーもう一回湿しつ布ぷ貼はって貰わなきゃな」

　イズシールが笑って言う。

「……さっき、ララベルが、先輩は前線で戦って杖完成させたって言ってました」

「あはは、余計なことを。まぁそしたらお兄様の自じ慢まんも聞いたでしょ」

　身体を拭き、髪を拭いてイズシールは気負ったところなく制服を着ていく。髪をゴムで結い、毛先もゴムの中に入れて丸めてしまう。

「聞きました」

「ララベルのお兄様も才能溢あふれる方だしね」

「先輩、いつから戦場にいたんです？」

「いつだっけね。僕が七つくらいかなー。ねぇジャンセン」

　後ろにまとめた髪にタオルを巻き付けて絞しぼり、水分を取りながらイズシールが言う。

「この傷見たらさ。僕がどれだけユイカとカイに感謝してるか、わかってもらえるかな。みんなに」

「見るの辛つらいです」

「昔の傷だよ。増えることはもうないさ。……ユイカとカイのいる限りね」

　その言葉に、ジャンセンはなんだかイズシールに敬礼をしたくなった。でもなんだか恥はずかしかったからやめた。

「あ、ジャンセンさ、このまま僕の助手やる気ある？」

「え？」

「僕も雑用やってもらったら助かるんだけど」

　助手。

　杖を開発して、魔人システムを開発したイズシールの助手。そうか、おそらくそれは援えん護ごのための一番の早道だと校長が思ったのだ。そう思って、ジャンセンは身み震ぶるいするような熱が身体の中心に上ってくるのを感じた。

「はいッ!!」

「うわぁなにそのいいお返事……」

「いいじゃないですか」

「いいけどさ……。じゃ、捕ほ獲かくしたロドーリーでも見に行くか。世話を頼んだらできるかい」

「一人じゃ難しいと思います。職員の方とか」

「はっは、ここの職員はロドーリーを捕獲したことないんじゃないかな。結局僕がやると思うんだ」

　顔の水気をもう一度取って、イズシールは眼鏡めがねをかけた。

「そんないろいろ一人でやって平気ですか」

「まーエルスモアとの連れん絡らくとかは、ララベルに任せたいよねー。なんとかなんないかなー」

「俺言いますよ。ララベルに」

「そうして。後ででいいから。じゃ、ロドーリー見に行こう」

「駄だ目めですよ」

　靴くつを履はいて外に出ようとしたイズシールにジャンセンが言う。

「なんで」

「まず、湿布貼って貰もらいに行きましょう」

　その言葉にイズシールが声を出して短く笑った。

「そうだね」





　被ひ服ふく室でハグエイとゾンダーズが仮面と制服を調整している間、ユイカとカイはぼんやり待っているしかなかったのだか、椅い子すに座っているユイカの身体の力がどんどん抜ぬけていってやがて机にべったりと上半身を倒たおしてしまった。

「……ユイカ、だいじょうぶなの」

　カイの心配した声に、ユイカは低い声で応こたえる。

「だめかも。しぬかも」

「え」

「はらへった」

「そっか、きのうもすごくたべたんだよね」

「うん、そんですごいうんちでた。早朝の恐きよう怖ふ。ながれないうんち」

「ちょっとやだ、私の部屋のトイレで」

「うふふ掃そう除じ用のバケツを持ってきて水を汲くみ、その水圧でうんちを流したことをカイは知らないのよ」

「知りたくもなかったわよ」

「はらへってしぬ」

「食堂行こうよそしたら」

「いくらステキなハグエイ製といっても、さすがに下着姿ではこのユイカ様もおはずかしいでごんす」

　それを聞いて、カイは少し考える。立ち上がり、作業をしているゾンダーズに言う。

「先生、ハグエイさんでも。制服って常備してありましたよね、ここ。取りに行きたいんですけど」

「んあ？　ああ、そっか。そのまんまじゃアレだよな。ごめんごめん気がつかなくて」

　答えるゾンダーズはボードに入力する手を止めず、画面から目も離はなさず力のない声で答えた。横にいたハグエイは、カード大の通信機を取り出して誰かを呼び出し、魔人ちゃんたちの制服持ってきてと言って切った。

「それで、ユイカがおなか空すいて倒れそうだそうです。食堂開いてるかしら」

「開けさせる」

　またハグエイが通信した。

　二人の見事な作業に、カイは下着姿のままぼんやり見とれた。仕事に集中できるって素敵だなと素直に思った。

　少しの間のあと、扉とびらが開かれた。

「失礼します。制服二着持ってきま」

　聞いたことのある声だと思ったらジャンセンだった。どうして言葉が途と中ちゆうになって、どうして凍こおり付いているんだろうとカイは思った。制服を取りに早足で近づく。

「ジャンセン！　ありがとう。でもどうしたの？　どうしてあなたが？」

　ジャンセンの目が丸く見開かれ、それから火がついたように真っ赤になった。それでも動かない。

「イズシール先せん輩ぱいの助手今やっててさ。んで先生たちもあれこれいいつけてくるんだけど、ええと、その、制服調整してんの……？」

「えっ」

　カイは自分の姿を思い出し、自分の身体を眺ながめて真っ赤になった。そして腕うでで身体を隠かくしてもじもじしながら、少しずつ横に移動し、ジャンセンの視界から消えようとする。

「そ、そうなの。そうなのよ。そうなの」

「カイ、制服、ほら、早く取って。俺もう行くから」

「あっはい、うん、ありがと、うん」

　そのやりとりを聞きながら、ユイカは机に突つっ伏ぷしたままニヤニヤと呟つぶやいた。

「うひひラブコメ」

　ジャンセンの視界にはあたしも入ってたはずなんだけどな、とは思ったが一いつ瞬しゆんで忘れた。

　何でもいいから食べたかった。腹の虫が派手に鳴る。



    

  
    
      　第六章　ロドーリーの求めるもの






　廊ろう下かで軽く鼻血を出してしまったジャンセンは、ティッシュもハンカチも持っていなかったのでトイレに飛び込んで収まるまで待ち、それから医い療りよう棟とうへと戻もどった。医療棟の地下に、ロドーリーの捕ほ獲かく施し設せつがある。

　エレベーターで地下に行くと、そこはもう雰ふん囲い気きがまるで違ちがった。

　結界装置が幾いく重えにも張はられ、地じ響ひびきのような音を立てている。空気全てに緊きん張ちよう感かんがあって、ジャンセンも緊張を強しいられる。

　表示のままに廊下を行き、自動扉を開けると、そこにはひときわ広い空間があった。

　今は職員たちが多数いてあれこれと言い交わしている。

　その中心に円形の台があって、そこにあの少女形のロドーリーが横たわっていた。長いマントのフードが取られ、長い髪かみがあらわになっている。

　職員たちに目で礼をしつつ、ジャンセンはイズシールの近くに寄っていく。

「先輩」

「おつかれー……何、なんで鼻血出したの？　頭打っての出血じゃないよね」

　その言葉に、ジャンセンは思わず鼻の下をこする。

「つ、ついてましたか」

「襟えりのとこ。気にしなくていいけど」

「いやあの。その。カイが着き替がえを」

　イズシールは笑って、手元のファイルをめくった。

「いやいや若い若い。微笑ほほえましいな」

「先輩だって年変わらないでしょ」

「そうですが、なんか縁えん遠どおくてね」

「ジジイ臭くさいです」

「君とふたつしかかわらないさ。外見と年ねん齢れいがちぐはぐなのなんて、ロドーリーたちで充じゆう分ぶんだ」

　皮肉めいた、嘲ちよう笑しようの気配。

　ロドーリーの少女は、見た目は七歳くらいだが実際の年齢や振ふる舞まいは違うのだろうか。

　円形の台は薄うすい青い光に照らされ、室内は照明の明度が下げられている。

「起きます」

　なにかの電子機器を見ていた職員がそう言って、室内の空気が一気に緊張する。視線は全てロドーリーに集まる。

　ロドーリーは目を開け、身体からだを震ふるわせながら起き上がって上半身を起こす。

　ぼんやりと周囲を見回し、イズシールを見つけて口くちの端はしをだるそうに上げた。

「やぁ。イズシール」

「どうも、ジェファーソン」

　そのやりとりに、押し殺した声で質問がとぶ。

「イズシール君、知っているようだね」

「エルスモアで何度か。退治は、ご覧のようにできませんでしたが」

「癒いやしの邪じや魔まを、数度してくれたのだよなイズシール・アルスオーオラ。君ほど目め障ざわりなものはいなかったよ。……今回、どうやら決定力をみつけたようだね？」

「……魔人システムというのです」

「なるほど？　ふむ、よろしい。魔人、だな？　覚えておこう。今回私は癒しの場所をリーランドに定めていたのだけれど、なぜ、ここにいるのか、どなたか教えていただけないかな」

　ロドーリーは笑顔を作って周囲に視線を投げたが、誰だれも反応しなかった。

「……冷たいな。寂さびしいことだ」

　そう言って、また横になる。

「とらわれの身に、まぁ食事とは言わないが、快適に過ごすためのブランケットなどないのかね？　人道に反するのではない？」

　眼鏡めがねをかけた、初老の職員が一歩前に出た。

「質問に答えてくれるなら応じよう」

「暇ひまだしね。答えられるものなら答えよう」

　声はまるきり少女のそれだが、話し方があまりに流りゆう暢ちようすぎ、抑よく揚ようも大げさでまるで芝しば居いの台詞せりふを聞いているようだ。

　ロドーリーは腹ばいになり、初老の職員に顔を向けて両手で顎あごを支える形になった。両足を上げ、膝ひざから下を上下させる。細い、白いふくらはぎが青い光に浮うかび上がる。裸足はだしだった。

「では、まず、君の名を」

「マールルイーズ・ジェファーソン」

「誰につけられたんだね」

「さぁね」

「返事の意味がわからんよ、ジェファーソンさん」

「君たち人間は、名を、大たい抵ていは親というものからつけられるのだろ？　我ら、ロドーリーは繁はん殖しよくをしないのでね」

　ざわりと驚おどろきの息が上がる。

　その気配に、ジェファーソンは驚いて目を見開き、そしてそれからげらげらと笑った。笑いの発作は大きく、台の上を転げ回り腹を抱かかえ、両手両足をじたばたさせてヒィヒィと息が苦しそうになってもおさまらなかった。黒くろ髪かみを振り乱みだし、上げた笑い顔はおそろしくジャンセンはぞっと全身に鳥とり肌はだを立てた。

「何も知らない、君たちは本当に我らのことを何も知らないのだね！　天使から百年！　百年だぞ、この意味がわかるか、百年君たちは我らのことを忘れ、太陽と！　水と！　大地と季節と実り、この奇き跡せきの空間のもと、そのありがたみも知らず憎にくしみあい殺し合って来たというわけだ！　百年、百年ずっと、ああ、なんと愚おろかな！　……なんと。……なんと愚かなことだ……愚ぐ鈍どんにもほどがある。……君たちは一体何をしているのだ？　もっとあるだろう？　なにか、あるだろう？　思いもつかないのか？　私が思いつくようなことを、一つも？」

　ジェファーソンの言葉は、最後には助けを求めて縋すがり付かんばかりで、その必死さにジャンセンは違い和わ感かんを覚える。

　なんだ。

　ロドーリーってなんなんだ。

「質問をしているのはこちらだ、ジェファーソンさん」

　小こ揺ゆるぎもせず、初老の男性は言う。

「君の名は誰がつけたのだね。そして、君の言動は多分に文化的なものだ。ロドーリーの間では教育機関などあるのかね」

　ジェファーソンは台の上にぺたりと座ると、片かた膝ひざを立ててその上に顎を乗せた。マントの下に着ているものは膝ひざ丈たけのワンピース様のものだったので、太ふと股ももの奥まで見えそうで、ジャンセンは視線をそらす。どこまで人間と同じものかはわからないがやはりいたたまれない。先刻のカイの下着姿を思い出してしまって、殺さつ伐ばつとした気持ちが激しく和なごんでしまい、いかんいかんと首を振りイズシールの冷たい視線を受けた。

「そんなものはない。文化！　素晴らしい、素敵だ。なぜ人間は、もっと文化的に、歌い、踊おどり、生産し、愛し合って親しみ、演じて創造して生きてゆかれないのだね」

　ジェファーソンは歌うように言う。裸足が、言葉に合わせてぺたぺたとリズムを刻んでいる。

「そして君たちに喰くわれるのか。無む抵てい抗こうで」

　職員の静かな言葉に、ジェファーソンは無む垢くな子供の様に笑った。

「それがいい」

「我らはいいとは思えんよ。君たちはなぜ人を食べるのだ」

「君たちだって、命を奪うばって食べるだろう。同じだ」

「では次の質問だ。君たちは誰かの命令を聞いているのかね。ロドーリーの間で指揮系統はあるのか、という意味だが」

「ないよ。そんなものは。我らは、穏おだやかにして同一のものだ。次元のほころびを見つけて、飢うえを癒すためにここに来る。……なんなら、君たちの方で食事を用意してくれてくれてもかまわないのだが、なかなかそうもいかないのだろう？　だから仕方なく無む辜この民を襲おそっているというわけだ」

　初老の職員が黙だまり込んだ。

　誰も身動きすらしない。

　ジェファーソンはうれしそうに微笑んでいる。

「君はきっと、有能な男に違いないよ。この国の最高権力者をここに呼びたまえ。私がここに捕ほ縛ばくされたのは偶ぐう然ぜんだが、まぁよろしい。この際、対話をしようではないか。我ら、ロドーリーは生み出された時の目的である、国家の兵器として働く準備がある。……憎きエルスモアに一いつ矢し報いたいとは思わないかね」

「僕エルスモア大使なんですけど」

　イズシールが言って肩かたをすくめる。

「ご安心を、アルスオーオラ博士。我らはロドーリーの甘言になど乗りません」

　職員はそう言ったが、そのあといくつか質問をしただけで切り上げた。

「博士、失礼ですが少しお時間をいただけませんかな」

　と、小声で囁ささやき職員は外に出る。

「ジャーンセン。助手でしょ。ついてきて」

　おもしろくなさそうにイズシールは言い、ジャンセンははいと答えてついていく。

　廊ろう下かに出て、部屋から少し離はなれると職員は立ち止まって振り返かえった。

「……そちらの生徒は」

「ジャンセン・トランプキーです。僕の助手をして貰もらっているので、同席させてください」

「トランプキー……」

　職員は神経質に眉まゆを寄せたがすぐに表情を消して言葉を続けた。

「……ジェファーソンさんとは、なんだかまともに会話にならない。これはあちらの責任と考える。ジェファーソンさんにまともに話をさせる方法を、私はひとつしか思い浮かばないのだ。それをしてくれるかな？」

　ジャンセンは何を言っているのかわからない。

　だが、一いつ瞬しゆんイズシールの感情が、僅わずかばかり高ぶったのはなんとなくわかった。

「魔人と主人を呼べと？」

「ジェファーソンさんになんらかの強制力を持つのは、その二人しかおらんだろう。私たちの技術では、ああやって無力化して閉じこめておくのがせいぜいだ。それとも貴国では、そういった技術が発達しておるのかね？　ロドーリーの捕ほ獲かくや……利用法など？」

「いいえ、全く」

　空気が張はり詰つめた。やがて、部屋に向かって歩き出したのは職員の方だった。

「私は戻もどろう。補ほ佐さ官かんはお呼びしなくても平気かね」

「ヤミー補佐官でしたら先刻の戦せん闘とうで医い療りよう棟とうにおります。しばらく起きられないでしょう」

　職員はそうかねと言い、部屋に戻った。

　イズシールは溜ため息いきを吐つくと、ジャンセンに言った。

「どう思う？」

「何がです」

「カイとユイカだよ。手伝ってくれると思う？」

「先輩が頼たのめば来るだけは来るんじゃないかな。呼んできますか」

「お願い」





　食パンが三斤きん詰つまった袋ふくろを持ち、一斤を片手で着々と食べているユイカと、両手にローストチキンのもも肉を二本ずつ掴つかんだカイが、ロドーリーの前に立つ。

「ごーめん先輩。腹減っちゃって」

「こちらこそ食事の邪じや魔ましてごめんね」

　ユイカとイズシールが朗らかにあいさつを交わした。

「パンと肉ってどうなんだよ。野菜はねぇのかよ。なんでカイが肉持ってんだよ」

「え、だって、いいのよジャンセン。ユイカはパン食べなきゃいけないし」

「汁しる物ものないと口がかわくじゃん」

「肉を汁物扱あつかいすんなよ！」

　カイとユイカとジャンセンとイズシールのやりとりを、ジェファーソンがおもしろそうに見ている。

　台のごく近くに立つカイとユイカの横に、何かあったらすぐ動けるようにとイズシールとジャンセンが立っている。

　他の職員たちは、ジェファーソンの気が散らないようにと明かりの届かないところに立って、耳を欹そばだてていた。

「やぁ魔人。気持ちのいい食べっぷりだな」

　ジェファーソンが上じよう機き嫌げんで言う。

「ありがと。あんたも腹減ってんでしょ。そこらの筋っぽいの食べたら」

　ユイカの言葉に職員たちが動どう揺ようする。カイが肘ひじでユイカの脇わき腹ばらをつついて黙らせる。

「魅み惑わく的なお誘さそいだが、実は我らに食事は必要ないのだ」

　職員たちが一いつ斉せいに息を呑のみ、ジェファーソンを凝ぎよう視しした。

　カイもイズシールもジャンセンもそうだった。

　ロドーリーたちは捕ほ食しよくのためではなく人間を殺すのか。ならば、なぜだ。

「えー、そうなの？　んじゃなんでこっちきて人殺すの？」

　ユイカが口の中にものが入ったまま質問した。見かねた職員が、だれか飲み物とテーブルと椅い子すと皿とナプキンを持ってこいと部下に言った。

「癒いやしのためさ。まぁ、多少は食事の面もあるだろうかな。我らの世界ではまともな生産行動など望めん」

「どんなとこ」

「引力がここの三十倍だ。自転速度が二十倍。いつでも大おお嵐あらし。大気は気体というより液体に近い。一応地面はあるから地下に住んでいる。地下では液体があるが、強酸に近いかな。まぁどちらにしろ、我らは生命体ではあるが動物ではない、わけのわからないものさ。このようにな」

　言った途と端たんジェファーソンの身体からだの半分、頭からつま先までが台の上にバララっと音を立てて落ちた。それは大量の黒い毛もう髪はつに形を変えていて、ジェファーソンの半身の断面には何もなかった。

　カイはその違和感にぞっとしたが、ユイカはパンを食べながら横に回って見る。

「なにこれ。ヨーカンみたいだな。管とかないの。ノドチンコ以降ないじゃん。どーやって発声してんの」

「君と同じだよ魔人。音の原理は振しん動どうだ。そして実体の正体は原子の動き、そしてそれぞれの意志だ。それなので我々はここにある」

「わかんね」

「だろうね」

　不思議なことにジェファーソンは楽しそうだった。

「戻しなよ。なんか見てるのめんどい気になるから。せっかくカワイイ顔してんじゃん」

「……ありがとう、魔人。君も美しい。何より健康的だ」

「ありがと。肉くう？」

　ユイカはカイからチキンを一本受け取ると、無造作にジェファーソンに差し出した。

　ジェファーソンはそれを見て驚おどろいたが、身体を元に戻すと微笑ほほえんで受け取った。

「……ありがとう、魔人。人の真ま似ねを、してみるかな……」

　その様子を見て、カイはイズシールに問いかける。

「あの台、どうなってるんですか？」

「ああ、こちらからは……というか、人間はあの台の範はん囲いに入れるけど、ロドーリーは出られない。磁力による振動でそういう風にしてあるんだ。とはいえ、あんなことはユイカが魔人で、君がここにいるからできる芸当だよ」

「そうですか……」

　小声で会話して黙り込む。どうやらこの場はユイカに任せるのが最良だ。

「そんで、なんで人間殺すの」

　ユイカの質問はこの上なく率直で単純だ。

「癒しのためさ。言ったろ？」

　ジェファーソンは小さな口で肉にかぶりつき、それからどうしていいのかわからない様子で口を離した。

「我らは厳密な意味では個体ではない。意識をな、半分、全体に支配されている。それが、厄やつ介かいなのだ。思考を保てないのだよ。そこで人間の血肉が必要だ。それを抑おさえる効果がある。カルバルが来たろう、彼などはずいぶん癒されているのだよ。だから、ああやって聡そう明めいでいられる。私もかなり癒されているが、彼ほどではない。我らとて、もっと効率よく癒されたい。……仮説としてはあるのだよ。そういうものが。我らはそれを星と呼んでいるがね」

「ほし？　夜の？」

「そう。……星を。特に、北の雪と氷に包まれた、湖の上に輝かがやく星を思うと、誰だれも自分に立ち返る気がするだろう」

　その言葉に、カイはなにか引っかかるものを感じた。

　なんだろう。聞いたことがある気がする。どこかで。

「静かに揺ゆれる星々の、その中のただひとつを思うとき、孤こ独どくと、みずからの独立を感じることができるだろう。だから、星と呼ぶのさ」

「うーん、よくわかんね。まぁいいや、そんで、その星を探してるの？」

「出会えれば、我らもどうなるか判らないよ。だが、我らは我らになりたいだけなのだ。健やかに正しくな。百年間それだけを思っていた。それだけを」

　なんだか、カイは落ち着かない。責められている気になる。なんだろう。どきどきする。

　ここにいてはいけない気がする。

　ここは自分なんかいていい場所じゃない気が。

　ここじゃないどこかに行きたい。

　どこかに。

　突とつ然ぜん地面が揺れた。

　巨きよ人じんが上から拳こぶしを叩たたきつけたような振動だった。

　照明がオレンジ色の非常灯に切り替かわり、激しい振動に椅子が倒たおれ、電子機器が吹ふき飛び、立っていたものたちは残らず床ゆかに打ち付けられた。カイもユイカもイズシールもジャンセンも例外ではなかった。

　ユイカは尻しり餅もちをつく形で倒れたが、カイは前に倒れそうになった。両手に肉を持っていたのでとっさに手がつけない。それを見てジャンセンは前に回り込み、抱だき込んで庇かばう。そしてカイを抱いたまま、ジャンセンは台の中に倒れ込んでしまった。

　ざわりと鳥とり肌はだが立った。

　ジェファーソンが自分を見ていた。

　目を輝かせ、まるで猛もう獣じゆうが舌なめずりをするような気配をみせて、少女の形の手が伸のびてきた。揺れはまだ収まらない。長い、と思える一瞬が過ぎていく。カイを抱き込んでジェファーソンを睨にらみ付ける。その動き全てが腹立たしいほどゆっくりで、本来の三倍も伸びたジェファーソンの腕うでが、その手が自分の首筋に触ふれて指が皮ひ膚ふを破って埋うめ込まれ、筋繊せん維いを押し切って頸けい動どう脈みやくに近づいて行くのを感じた。

　遠く、サイレンが鳴り始めるのを聞く。

　この揺れは地じ震しんではなく、ロドーリーがやってきたのだ。

　カウントダウンはなかった。

　役たたずめ。

　呪のろいながら、ジャンセンはジェファーソンの指先が頸動脈の血けつ管かん壁へきに触れるのを感じた。

　恐きよう怖ふより驚きが強かった。

　死ぬ時って、こんなふうなんだ。

　それでも、カイが腕の中にいて、しあわせだなぁと思った。

　だけど、イズシールのことが心配だった。

　百年前って、天使の時って何があったんだか知りたかったなとも思った。

　まぁ、カイを一いつ瞬しゆんでも守れたならもういいかとも思った。







　カイは、自分に降りかかって来た熱い液体がなにか、最初わからなかった。知らないほど熱い液体。色もよくわからなかったし。でも、唇くちびるについたその熱い液体が、舌に触れて判った。

　生なま臭ぐさくて鉄の味がする。

　鉄なんか舐なめたことはないけれど、なぜかそう思う。

　転んで擦すり傷きずを作って、何となく舐めたとき。唇を切ったり、指を草で切ってしまったり。鼻血の臭におい。

　それは動物の本能なのだと家庭教師は言った。動物は傷を舐めて治すのだと。

「あ、」



    

  
    
      　がた、と身体が震ふるえた。

「いや」

　目を見開いて何も見えない。

「いやぁああ」

　ジャンセンの身体から力が抜ぬけていく。熱い液体が、服越ごしに染しみこんでくる。

　まだ地面が揺れているかどうかもわからない。サイレンの音が鳴り響ひびいている。視界が非常灯のオレンジ色だ。オレンジ。ユイカ。ユイカのくちびる。ユイカ。

「ユイカ」

　吐と息いきのような声しか出ない。サイレンの音に消されてしまう。

　叫さけびたいのに。

　絶ぜつ叫きようしたいのに。

　身体の全てでユイカの名を呼んで、空気を振動させたいのに。

　私の振動は、こんなにも無力だ。

　突然地面が盛り上がった。また揺れたのかと思ったが、サイレンをも圧あつ倒とうする悲鳴がそうではないとカイに知らせた。誰の声だか判らない。低く高く波のように悲鳴は変わっていく。そのなかに僅わずかばかり、さっきまで聞いていたジェファーソンの声こわ音ねを聞きとって、カイは気持ちが悪くなる。盛り上がった地面はぼこぼことあちこちが膨ふくらんで弾はじけ、けれどそれで縮小するわけでもなく膨ぼう張ちようを続けていく。ある時点から押し上げられなくなり、沈しずんでいく。反射的に身体の上のジャンセンを抱だきしめる。しがみつく。その身体の力のなさに顔が歪ゆがむ。

　ジャンセンの肩かた口ぐちに顔を埋める。身体がちぎれそうだ。気持ちの衝しよう撃げきで身体が壊こわれそうだ。

「カイ！」

　ユイカの声がした。ジャンセンを抱く。手を外して伸ばす。どこにユイカがいるか判らない。それでも手を伸ばす。

　柔やわらかい、熱い手がカイの手を掴つかんだ。その上から、骨張った指の長い手が、二人の手を掴む。

「手を、放はなすな！」

　イズシールだ。

　カイは二人にジャンセンのことを伝えたかった。伝えたかった。

　けれど声が出ない。

　どうにもならない。

　ここにいたくない。

　指を動かして、指先だけでユイカとイズシールの肌はだに触れ、そして縋すがり付くように力を込める。

　どこかに行きたい。

　ここじゃないところに。

　がくんと身体が沈み、上下の感覚がわからなくなって膨張したなにかに顔がふさがれる。何もかもわからなくなって、息もできなくなり、



    

  
    
      　ここは、どこなんだろう。

　ダーヴィスじゃないのは確かだ。

　月が見えた。

　時計塔とうも。

　月に照らされた夜の雲が、ドレスのレースのようだ。

　白に近いピンク色の花がどっさり咲さいている木がずらりと並んで、香かおっている。風が吹いて、その花びらが吹雪ふぶきのように舞まう。

　その風景を背負って、前まえ鍔つばのある帽ぼう子しと、襟えり付きのケープのついた長いコートを着た少年がカイを見て微笑ほほえんでいた。

　帽子からわずかに覗のぞく髪かみが白かった。

　花びらに巻かれたその姿は美しかった。

　細い木の葉のような形の唇が動いて、彼はカイに言った。

「ようこそ我らが運命よ。百年待った。歓かん迎げいしよう。もてなしは桜と月とで、重ちよう畳じようだ」

　カイの意識はそこでまた途と切ぎれた。



    

  
    
      





　遠くで誰かが話している声がする。目を開けて、明るい。

　カーテン越しの光。

　ベッドの上に横になっていて、上うわ掛がけが掛けてあった。知らない部屋だ。どこだろう。調度も見たことがない。そもそも調度品がない。ベッドと鏡と、小物を入れた箱と本ほん棚だな。

　遠く、扉とびらの閉まる音。鍵かぎのかかる音。そんな音が聞こえるなんてなんて小さな家だろう。

　起き上がろうとして、身体からだに痛みが走る。

　息を詰つめて、なんとか身を起こす。

　前をボタンで留める、白い寝ね間ま着きを着ていることに気がつく。

　ええと。

　私、確か制服着て



　ジャンセン。



　思い出して鼓こ動どうが跳はね上がる。

　ジャンセンの血で濡ぬれそぼった制服。

　ジャンセン、ユイカ、イズシール先輩。

　身体は痛んだが、無理矢理ベッドから降りる。

　声を上げれば誰だれか来てくれるかもしれなかったが、トイレも行きたかった。

　壁かべと、扉に手をついて歩き、ノブを回す。

「……あれ、気がついた？　寝ねてていいのに」

　そこは食堂のようだった。

　クロスも掛かっていない、小さな背の低いテーブルがあって、草を編んだ大きなマットが板張りの床ゆかに敷しいてある。その上になにかの大きな箱があった。

　カウンター越しに見える小さなキッチンの、冷蔵庫の前に彼はいた。

　茶色の、少し長めの髪。見て判る、男性だ。けれど、ユイカにとてもよく似ていた。

　冷蔵庫からガラスのボトルを出して中身をコップに注ぎ、それを置いてもう一つコップに注いでボトルを戻もどして冷蔵庫に入れて扉を閉める。

「飲む？　麦茶」

「……ありがとう……」

　彼はコップを持って歩き、立ったままのカイに渡わたした。

「座るのしんどいでしょ。うち、椅い子すないからごめんね」

「いえ……ありがとう」

　カイは冷たい麦茶を一息に飲んで、息を吐はく。

「トイレはあっち。二つめの扉だから。横のボタンとかは触んないで。落ち着いたらお姉ちゃんが説明するから。……ああ、手、貸そうか」

　お姉ちゃん。

　そうか、双ふた子ごの弟がいるって、ユイカ言ってたっけ。あの、画像の子だ。

「……ありがとう……」

　カイは素直に彼の肩に掴つかまって歩く。やはり全身が重く、あちこち痛い。トイレの扉を開けて貰い、蓋ふたを上げて貰って扉を閉めてもらう。

「僕、台所で洗い物してるから。出たら声かけて」

「あの、名前を教えて貰もらってもいいかしら」

「ああ、唯ユウ己キだよ、カイさん。話あとにしよ。なんか食べるもの作るよ。話は食べながらでいいだろ？」

「……はい」

　トイレの扉を閉めて服を下ろして便座に座る。

「わぁ」

　便座が暖かい上に音を立て出した。

　何かしらこれ。座ってて平気なのかな。

　用を済ませて、立ち上がって流してから服を整え、小さな手洗いで手を洗ってタオルで手をふいて外に出る。

　キッチンでは小さな鍋なべになにか入れて、唯己が料理を作っていた。

「すぐ出来るから」

「……ありがとう」

「座れる？　座布団あるけど」

「ザブトン？」

「クッション」

「サブトンクッション？」

「……そこの梅……花の模様のやつ。オーケイ？　カイさん、何語で話してるつもりなの？」

「統一言語で」

「僕は日本語。なんか、変なコンバーターがありそうだね。世界を行き来することって」

「知ってるの？」

「お姉ちゃんから聞いた」

　手早く鍋に調味料を入れながら唯己は言う。

「びっくりしないの？」

「お姉ちゃんは嘘うそ吐つかないもん。特に僕にはね。出来た」

　言いながら、唯己は皿に食事を盛りつける。卵を割って器用にカラで黄身と白身に分け、黄身だけを食事の上に置いた。

「どうぞー。チーズミルクリゾットカルボナーラ風」

　スプーンを取って、軽快に歩いてちゃぶ台に置く。

　それからカイに手を貸して、ちゃぶ台の横に座らせた。

「……ありがとう」

「いいよ、もう、いちいち。言うの我が慢まんしな」

「……うん」

　唯己はキッチンに戻り、洗い物を始めた。カイは唯己の出した食事を食べる。あつい。おいしい。あんなに簡単に作ってたのに。

　水音が止まって、なにかを泡あわ立だてる音が始まる。

「……あ、あの、唯己くん」

「ユウキでいいよ」

「ユウキ……ユイカは？」

「お姉ちゃんはイズシール先輩といっしょに病院」

「病院？」

「ジャンセン。入院してるから」

　カイは目を丸くし、ユウキを見つめる。

「生きてるの!?」

「米飛んだよ」

「あっ、やだ、ごめんなさい」

　慌あわてて指で口を拭ぬぐいながらカイは言う。

「ジャンセン、生きてるの？」

「死んでたらお姉ちゃんの行き先は警察だよ、ここ的には」

「ユイカも、イズシール先輩も無事なのね？」

　安心して全身が震ふるえた。涙なみだがぽたぽた落ちてくる。両手で顔を押さえてしばらく泣いた。

　ユウキは泡立てた卵白をゴムべらでとって、小さな器に盛りつけると、周りに蜂はち蜜みつを垂らしてカイに出した。

　それからハンドタオルを持ってくるとちゃぶ台に置く。

「メレンゲはダレるから早めに食べてね」

　カイはうんうんと頷うなずく。

「はい。いただきます。ありがとう。ありがとう。ありがとう」

　ユウキはもう何も言わなかった。

　カイが自分に対して言っているのではないのがわかったから。

「……歩けるなら、病院行こう。起きたら連れて来てって言われてるんだ。僕お姉ちゃんに連れん絡らくするから」

「うん、うん」

「あと、なんか僕に言うことあるよね」

「ん？　ええと……はじめまして……よろしくおねがいします」

「違ちがうよ」

　洗い物をしながらユウキが言う。カイは考える。リゾットはもうない。メレンゲもあっという間になくなった。



    

  
    
      「すごくおいしかったわ、ユウキ」

　水道を止め、ユウキが口くちの端はしを上げる。

「そう、それ」





　お姉ちゃんの服適当に着て、と言われ、気がとがめながらもクロゼットを開ける。案外きちんとしているクロゼットの中から、青い花はな柄がらのワンピースを選ぶ。これも裾すそが短い。しかたがない。パンツもあったが、着慣れないし。派手な服の中から白のカーディガンをみつけて取り出す。

　でも下着は借りられないよね、と思う。下ははいてるけど、上はないのだが。

　少し恥はずかしいけどいいか、と外に出る。

　カーキのパーカーとジーンズのユウキが待っていて、

「杖つえ持った？」

　と訊きいてきた。

「あ、い、いっ、いけない。どこ？」

　慌てるカイに、

「……あ、ごめんごめん、イズシールが持ってるんだった」

　とユウキが言い、玄げん関かんに向かう。

「あ、そう……なら、いいんだけど……」

　なんだか掴つかめない。からかわれている気がする。

「カイ、靴くつ、サイズ合う？　ミュールならはけるかな。少し歩くよ」

「あ、はい。なんでも」

「電車乗るからね」





　ここは、ユイカの世界。

　ユイカがダーヴィスに来たように、自分もここへとやってきたのだ。ユウキの存在がそれを受け入れるのを容易にしてくれた。

　どういう理り屈くつだか全くわからない。イズシールに訊いたらなにかいうだろうが、煙けむに巻まかれた気持ちになって終わるだろうと予測もできた。

　天気が良くて暖かい。あちらこちらに、白っぽいピンク色の花をごっそりつけた木があった。サクラだ。風が吹ふくと揺ゆれて花びらが落ちる。綺き麗れいだったがとにかくたくさんあるのにカイは驚おどろいた。道が細くて家が小さい。電線と電柱もたくさんある。

　ユウキに切きつ符ぷを買って貰って、電車に乗り込む。外国に旅行に来たようだ。

　自分の知っているそれとは似ているようで違う。

　ユウキと並んで座る。

「あ、あの、ユウキ。いろいろ聞いていいかな」

「どうぞ」

　ユウキは小さな機械を取り出すと、なにか操作しながら言った。興味を引かれて覗のぞき込んで見ると、字を打ち込んでいた。

「携けい帯たい電でん話わは覗かないのがマナー」

　ユウキが親指を高速で動かし、画面から視線を離はなさずに言う。

「あっごめん」

「何訊きたいの？」

「あ、ええと、ユウキは、なんだか……その、いろんなことに驚いてないようにみえるんだけど、どうして？」

「お姉ちゃんのことに、僕は驚かないの。信じてるから」

　自分に兄弟はないけど、そんなものなのか。

　カイは不思議な感じがした。

「私たちが来てから何日目？」

「二日目」

「私たち、来たときどこにいたの？」

「学校の中庭」

「……学校？」

　一いつ瞬しゆん、見た気がする。桜と、月と、時計塔とう。そして髪かみの白い男子。

「お姉ちゃんが僕に連絡もしないで、昨日、入学式の朝いなくなってさ。どうしたかなと思ってたら、夜中に電話来て。で、行ったら、君とジャンセンとイズシールがいてさ。ジャンセンが死にかけてたからとりあえず病院に運び込んでさ」

「え、でもジャンセンここの世界のひとじゃないのに、大だい丈じよう夫ぶだった？」

「うん。僕らの爺じいちゃん、すんごい金持ちなんだよね。金があれば、大たい抵ていなんとかなっちゃうし、そもそも爺ちゃんの持ってる病院だし。ジャンセンはまあ、死にそうだったけど今は何とか落ち着いてる。カイも病院においておきたかったけど、無傷だったしさすがにそれはベッド足りなくてうちにまわしてもらったの」

「……そうなんだ」

　そうか、と納得して周りを見み渡わたす。おじいさん。ユイカの。金だけ出して逢あったこともないって言ってた。

　まだ、昼前の光。車窓からも、あの白っぽいピンクの木の花。どこにもかしこにもある。

　知らない空。

　知らない街。

　知らないひとびと。

　異境だ。

　遠いところに来たんだ。

　自分の望みどおりに。

　そう思ったら、なんだか果てしない感じになった。

　意識が拡散して、何も考えられない。

　なんだろう、このとりとめのないかんじ。





「カイ────!!」

　病室に入るなり、ユイカがそう言ってカイに向かってふっとんできたと思ったら、黒の長なが袖そでＴシャツの襟えり首くびを掴んで引き戻もどされた。

「ちょっとユイカ、カイ、病み上がりでしょ。負担かけないの」

　襟首を掴んだままイズシールが笑って言い、カイにも微笑ほほえみかけた。

「やぁ。訳のわかんないことになっちゃったね。具合はどう？」

　イズシールは薄うすい青のシャツと、黒のジーンズとスニーカーで、眼鏡めがねがなかった。

「……先せん輩ぱい。眼鏡は？」

「こわれちゃった。見えにくい」

　と、イズシールは目を細めてみせる。

「今日の夕方できるって眼鏡屋が言ってたよ」

「説明ありがとう、ユウキ。ないと困るよ、ほんと」

「カイーィイイ、からだとか痛いとこない？　だいじょうぶ？」

　イズシールに襟首を掴まれたままのユイカがじたばたしながら言い、カイはユイカに近づき抱だきついた。

「だいじょうぶよ。ありがとう、ユイカ」

　思いがけないカイの行動に、ユイカの顔が徐じよ々じよに赤く染まっていき、感激に目が潤うるむ。

「……カイっ！」

　抱だきしめ返そうとした瞬しゆん間かん、カイがベッドのジャンセンの顔を見て駆かけ寄る。

「ジャンセン。やっぱり顔色が悪いわ」

「まあ、そりゃ出血多量で死にかけてたもん。首の傷は縫ほう合ごうしてあるから。傷自体はそんなでもないって。輸血して、今は栄養点てん滴てき」

　淡たん々たんとカイにジャンセンの病状を説明するユウキの声が流れる室内で、ユイカの襟首を持ったままのイズシールが呆あきれ顔で小さな声でユイカに言う。

「……うん、まぁ、なんかのコメディみたいでいいんじゃない……」

　ユイカは後ろに足を蹴けり上げ、イズシールの太ふと股ももに靴の踵かかとが当たる。痛みに無言で悶もん絶ぜつしたイズシールは思わずユイカの襟首から手を離し、ユイカは半回転してイズシールに対たい峙じする。黒の長袖Ｔシャツの、アルファベットロゴの銀プリントが光る。間合いを計りながら二人は戦せん闘とうの構えを取り、重心を低くして呼吸を整えた。

「目を覚まして、食事して、あとは安静にしててくれればいいって。出血多量とショック症しよう状じようが問題で、他の外傷とか内臓損傷はないからそれは安心してていいみたい」

「そうなの……。ねぇ、そうだ、ユイカ。そういえばどうしてあなたここにいたの？」

　シャーと蛇へびの威い嚇かく音の様な息を吐はきながら円形に腕うでを回すユイカが、イズシールから視線を離さずに答えた。

「あたし、ほら、傷治せるじゃん、カイ抜ぬきでも。だからできるんじゃないかって先輩が」

　イズシールもユイカに対して身体からだを斜ななめにし、こちらは背を伸のばして指先まで緊きん張ちようさせた見事な構えでやはりユイカから視線を離さず言う。

「それで、実際できたんだけど、君がいないからか世界が違うからかわかんないけど、ききが弱くて」

「じゃあ、ユイカ、今やってみたらどうかしら。私ここにいるんだし」

「この二人の、枯かれ葉が池に落ちたら決けつ闘とう開始ねみたいな状じよう況きようには突つっ込こまないの」

　ユウキが冷静にカイに言い、カイは驚いて、

「そうなの？」

　とユウキを見上げ、それからユイカに言った。

「やめてね？」

「イズシールもやめなよな。大人げない」

　ユウキが言って、イズシールも構えを解いた。

「はいは、っだ！」

　その瞬間にユイカの拳こぶしがイズシールの鼻を掠かすめた。

「ユイカ、やめてって言ったのに！」

　カイが身体の両りよう脇わきで拳を作って言う。

「ごめんごめん。でもあたしすぐ治せるからいいじゃん」

「痛いもんは痛いよ」

「調子に乗ってるからでしょ」

　冷たく言ったのはユウキだったが、どこかその言葉のなかには親しみを感じた。自分が寝ねていた間に、なにかあったのかなとカイは意外に思ったが、今はまずジャンセンだ。

「ほら、ユイカ！　やって」

　手を伸ばして、カイはユイカの手を掴つかんで引く。

　ユイカはうれしそうに頬ほおを染めて弾はずむ足取りでやってくる。

「うん」

　カイはジャンセンの顔を見て、緊張に唾つばを飲み込んだ。

　真っ白な顔で横たわるジャンセン。その薄い瞼まぶた。

　あなたの目で、私をみて。

　私はあなたの目が何色だったか覚えていないの。ただ、笑顔だけ覚えてる。

　おねがい。

　カイは強くユイカの手を握にぎり込んだ。なめらかでしっとりした細い手。

　ユイカは全身がゆったりと温かくなるのを感じる。全身が薄く発光して、オレンジの粒りゆう子しが弾はじける。

　思い出すと切なくなるほど楽しい、愛に満ちあふれた時間。傷も不都合も何もなく、影かげは暑さを遮さえぎるためだけのもので、突とつ然ぜんの雨さえ胸おどるアトラクションだ。

　過去にあったかどうかも疑わしいそんな時間に、自分がいるような気になる。

　身体の全てが賦ふ活かつして、明るく楽しくさざめき合う。

　穏おだやかな温かさが満ちて、やがて心地ここちよく静まる。

　ユイカの魔ま法ほうが終わる。

　知らず涙なみだで潤んだ目を瞬まばたきしたら、涙が一ひと粒つぶ落ちた。

　涙が、ジャンセンのベッドのシーツに落ちてしみこみ、その振しん動どうが合図だったようにジャンセンの瞼が震ふるえて、開けられた。

「……カイ」

　ジャンセンの瞳ひとみは、緑色だった。どんな宝石より綺き麗れいな緑色だとカイは思った。

　見上げたカイの瞳は青色で、湖のようだとジャンセンは思った。その湖に波が立って溢あふれて零こぼれる。

　顔がくしゃくしゃになって、涙を零す。

　ジャンセンは長く長く息を吐いて言う。

「カイが無事でよかった」

「ジャンセンが生きててよかった」

　それだけ言ってカイはこどものように泣きじゃくり、ユイカはティッシュボックスを両手で持って待機し、ユウキは点滴を外して貰もらうべくナースコールを押す。イズシールは、

「しまった、眼鏡持ってればよかったな」

　と呟つぶやき、

「修しゆう繕ぜんはさすがに無理なんじゃ？」

　とユウキに言われて、冗じよう談だんだよと笑った。





　夕方にはジャンセンは退院した。

　なにしろどこもかしこも完治してしまったので、医者もいいよと言うしかなかった。ついでに近きん隣りんの病室でも似たようなことが起こってしまったので、病院の中はいいことだけれど不思議だねとざわついていた。

「外食しよー！　おごるし！」

　と帰り道でユイカが言って、イズシールが新しい眼鏡を引き取り、ユウキが金を払はらって自宅近くのファミリーレストランに五人で入った。

「さあ、すごいたべるよあたし！」

　ウキウキとユイカが言い、メニューの上からどんどん注文していった。三ページ目でカイが視線を合わせずに言う。

「一いつ旦たん、やめたら」

「そっか。以上、各三つずつおねがいしま」

「あとでまた注文するんで、とりあえずひとつずつで」

　横からユウキが言い、店員があからさまにほっとする。しかしそれもつかの間、

「で、それとは別に僕らの分をおねがいします。まず僕はサイコロステーキのセット」

　と続けたので、少々お待ち下さいと戻り、代わりに店長と名札に書いてある青年がやってきた。

「お客様、ご注文がテーブルに載り切りませんと、お作りしましてもお出しできかねますので」

「後ろのテーブルおいといてください。あたしすぐ食べちゃうから」

　店長は笑顔のまま固まり、そして頭を下げた。

「かしこまりました。ではできた順にお出ししてよろしいですか？」

　全員が声を合わせ、ユイカ以外頭をさげた。

「よろしくお願いします」





　そのあとオーダーを三回して平らげ、全部そこに入ったにもかかわらず出っ張りもしていないユイカの腹をカイはまじまじと見つめる。

「うんと、なんていうんだっけこんなの」

　クリームソーダを飲みながらユウキが言う。

「質量保存の法則？」

「あははアインシュタイン」

　とユイカが言って、ユウキが答える。

「ラヴォアジエ」

「だれそれ」

「質量保存の法則提唱したひと。まぁホントは意味違ちがうんだけど、こういうときに連想される言葉ではあるよね。そっちでもあるの？　似た言葉」

　答えたのはイズシールだ。

「うん、あるよ。でも今はそのことより別のことを話したい」

　ジャンセンのグレープフルーツジュースが運ばれてきて、それから全員がイズシールを見た。イズシールはデザートスプーンを軽く振ふりながら言う。

「おそらく、何らかの原因によるロドーリーの力の暴走によって僕らはここへきた。話さなきゃいけないことは、まず、帰れるかどうかの可能性。あとは、それまでの生活をどうするかってことだ」

「ええー、いいじゃん帰らなくてもー。ここもいいとこだよー？　ロドーリーいないしさーあたしカイと遊園地行きたいんだけどー」

　だだっ子のようにユイカが言う。

　それを止めて、ほうれん草のソテーと肉で腹を満たしたジャンセンが言った。

「帰れるかどうか、っていうのは、俺と先せん輩ぱいとで探るよ。もちろんユイカとカイの力も必要になってくるかも知れないけど。で、むしろ俺は教えて欲しいんだけど、ここで暮らすとしてさ、俺とか働ける場所ってあるのかな？　で、どれくらい働いたら、んーと、家賃とか食費とか？　負担にならない？」

　その言葉にユウキが目をむく。

「ちょっと。なんでいきなり働く話になるんだよ」

「だって俺金ないもん。だったら稼かせぐだろ。こっちって違ちがうの」

「爺じいちゃん金持ちだから平気だよ」

「どうして俺が、ユウキんちの爺ちゃんの金遣っていいことになるんだよ？」

「客なんだから頼たよっていいよ」

　ジャンセンが微笑ほほえむ。

「もう、頼らせて貰ったよ。病院とかさ。……とりあえずは悪いけど、ユウキんち泊とめて貰って、で、金できたらどっか家……部屋になるのか？　借りる」

「ま、それがいいだろうね」

　パフェの生クリームを口に運んで、イズシールが言う。

「ま、正直帰り方見当もつかないんだけど」

　その言葉にユウキ以外の三人が驚おどろきの声を上げて身体からだを後ろに引いた。

「えええええ！」

「イズシール先輩にもわからないなら、私なんかもっとわからないです！」

「っちょ、なん、バッ、だったらやっぱずっとこっちにいたらいいじゃん！」

　三者三様の驚きを無視して、イズシールはパフェを食べる。

「ロドーリーどうすんの」

　全員が黙だまった。

「まぁユイカには関係ないっちゃないかも知れないけどさ。一応さ」

「まぁ、でも、俺にはちょっとありがたいインターバルですけど」

　ジャンセンが腕うで組ぐみをして言う。

「先輩に訊ききたかったんだ。天使って、一体なにがあったんです。百年前、何があって、百年間の間に何がどうなって今に至るんです？　俺、結構本とか読んだんだけど、さっぱりわかんないんですよ。先輩なら知ってるでしょ？」

　百年前。

　天使。

　そんなの、そうだ、よく知りもしない。

　カイはそう思って、またとりとめのない気持ちになる。

　遠いところに来てしまったんだと漠ばく然ぜんと思う。

「百年前って何年？　なにじだい？」

　ユイカが言い、ユウキが答える。

「１９１０年」

「何かあった？　事件」

「ハレー彗すい星せい大接近」

「おっほうき星は知っている」

「近づいたら空気なくなるって大さわぎ」

「えっしぬじゃん！」

「死なない。空気もなくなんない」

「いま、なくなるってゆった！」

「だから、迷めい信しんだから。昔だから」

　そんなことがこちらではあったんだとカイは思う。

　ずっと、ここじゃないどこかにいきたかった。

　ずっと、どこか遠くにいきたかった。

　ここはそのどこか遠くなのかな。

　遠いのは確かだけど、自分はここに来て、そしたらどこかにいきたいと思わなくて済むのかな。遠いところにきたんだから、いいんじゃないかな？

　ふと、レイセルのことを思い出す。

　誇ほこり高たかい、実家の使用人。

　夏の休みにまたお会いしましょう。

　ダーヴィスのみんな。ハグエイさん。ローズ先生。

　今も、ロドーリーに襲おそわれているかも知れない。

　そう思ったら鼓こ動どうが跳はねた。

　あんなにこわいのに。あんなにこわいものなのに。

「あの」

　カイは、テーブルの上にいつの間にか落ちていた、水のしずくを見つめながら言った。

「私、ずっと、逃にげたかったの。ここじゃないどこかにいきたいって思ってて」

　自分が何を言うのかわからない。けれど言葉が勝手に迸ほとばしる。

「でも、今はあそこに戻もどりたい。あそこで……やれることをしたい。そう思ったら、不思議なの。ここじゃないどこかに行きたかったわけじゃなくて、私は自分が自分でないのが嫌いやだったの。私は私になりたかったの。自分で決めて、自分で立ち向かう自分になりたい。そういうことを思っていた……みたい」

　カイは顔を上げ、全員の顔を見る。口が勝手に動いている。

「ごめん、なんか変な事言ってる……。でも、言わせて。私は私になりたい。だから、逃げたくない。ダーヴィスに戻ってみんなを……守りたい。ユイカといっしょに」

　ユイカが目を輝かがやかせ、ちぎれんばかりに片手を振った。

「だから、戻りたい。……イズシール先輩、よろしくおねがいします。あと、ユウキ。ごめんなさい、こんなことに巻き込んで。でも力を貸して」

「いいよ」

　ユウキがあっさり言う。

「僕はお姉ちゃんがよけりゃそれでいいんだよね」

「やはははは仲良し姉きよう弟だいにゃはははは」

　ユイカが照れて笑う。

　私は、私になりたい。

　そう言葉が溢あふれて、カイはひどくすがすがしかった。

　長い迷路から抜ぬけ出た気持ちだった。

　事態は困難だったが、今はただ、すがすがしかった。

「なんか、よかったなカイ」

　ジャンセンが笑って言い、イズシールも笑っていた。

「パフェ食べない？」

　とイズシールに勧すすめられたがカイは断った。イズシールは笑っていたが、落らく胆たんしたようなのはなんとなくわかるようになった。







　明治二十五年。

　蓄音機ニッポノホンの宣伝ビラが埃ほこりっぽい道路で風に吹ふかれている。

　華はなやかな、時代の発明に浮うかれる空気、闇やみの中にしんしんと明るくともる桜さくらの花に照らされるこの浅い夜。日比谷の外れの裏道で、雪村誠は天使に出会った。

　ガス灯の明かりに照らされた桜の下で、学がく帽ぼうを取るのも忘れた誠に彼女は名乗った。

「私はキュービドーと申しますの」

　酔すい客きやくと新橋芸者の笑い声がどこかの座ざ敷しきから漏もれていた。三しや味み線せんの音色と都ど々ど逸いつも。

　誠は、新日本の青少年たるものそう簡単に色いろ恋こいに溺おぼれたりはしないのですよと、夕方カフェで自分が高校の先輩に言ったのを、百年も前のことのように感じていた。

　夜風が吹く。

　春が進めば、桜は容易たやすく、雪な崩だれるように散るのだ。

　その時まで、いつでも人はそれを忘れ去っている。



    

  
    
      
　あとがき






　富士見ファンタジア文庫、読者の皆様はじめまして！

　はじめましてでないみなさん、お久しぶりです！　またお会いできて嬉うれしいです。うわなれなれしいとかちょっと引かれ気ぎ味みでもあれですよ、リアルで街中で会ったらおごりますから一緒にマックでコーヒーでもどうですか的に嬉しいですよ。





　そんなわけでかなり緊きん張ちようしています。

　でも担当さんは富士見ミステリー文庫の時と一緒です。毎回お世話になっておりますありがとうございます。かわいい女性ですよグフフフフいいでしょうグフフフフ。

　私、以前富士見ミステリー文庫さんで『マルタ・サギーは探偵ですか？』というシリーズをやらせていただいておりまして、それで今回「ファンタジア文庫で書きませんか」と言っていただいたわけです。なんとありがたい。

　マルタもとにかく最後まで書かせていただけたのが、本当にありがたかったです。いくつか書き残したことはありますが、発行物の……なんというか、書けるとか、出せるとかいうのは、書きたい、とかいう気持ちとは別の流れというものがあって、それはいつでも抗えないものです。

　しかし、今回はあらかじめご依い頼らいをいただいて、三巻セットです。

　とても嬉しいです。

　なんというご褒ほう美び！

　あらかじめページ数にボリュームがあって確かく定ていしているというのはですね、デビュー当時の私が聞いたらうらやましくてたまらないことなのですよ！　いや、今でも継けい続ぞく中なんですけどねその感情は。





　ところで私小説書くのだいすきなんですよ。ほぼ毎日書いているのですが、ちっとも上手くならないのは……まぁ、うん、色々思うところあるんですけど、その……書くのだいすきなんですよ。

　とはいえ、最近、事情があって何ヶ月か全く書けなくなったのですが、小説書かないと疲つかれないものですね。

　疲れないから楽でいいなぁと思うこともあったのですが、小説を書いているときは、やっぱり幸せです。

　そして小説は読んでいただいたとき初めて、世界が立ち上がって人物が動き出すものだと思うので、こうしてまた皆みな様さまにお会いできて、本当にありがたいです。

　心から感謝しています。

　あなたにお会いできて嬉しいです。

　ありがとうございます。





　この話はまず漠ばく然ぜんとしたストーリーがあってそれからタイトルが決まり、日本の百年前とか調べたんですが、目的を決めて色々調べて博はく物ぶつ館かんや美び術じゆつ館かんに足を運ぶのは楽しいです。

　学生さんなんかは特に、こういうのいいんじゃないかなと思いました。勉強への興味につながるでしょうし、親おや御ごさんが自分と同じ年だった時のこと調べてみるとか、美術の教科書で気になる絵画を実際見に行くとかお勧めです。そういうのなんにもなくても地方の美術館もいいものです。

　しかし百年前、と限定すると、銀座のブラジルコーヒーとか、中村屋のカレーパンとか、数年ズレとかで惜おしい線でした。

　飲食物というのは、大事な文化で生活に欠かさざるべきものなので、現在も続く商しよう標ひようと繋つながると大変面白く書き甲が斐いがあるのですが残念でした。井村屋のあんぱん堅かためでおいしい。桜の塩漬け考えた方かた天才。

　しかしまぁ百年前のこといろいろ調べてもほぼ使えていないという為てい体たらく。

　本来でしたら参考文ぶん献けんを明記するべきかなと思うのですが、あんまりにも使えていないので迷まようところです。

　でもあんまり面白かったのでお勧すすめを一冊。

『日本その日その日』。

　貝塚の研究で、歴史の教科書にも載のっているモース博士の日本の記録です。

　もう、博士どんだけ人力車好きなんだよ！　日本清せい潔けつで安全でだいすき！　でもバターとパンがないよかなしい！　なモース博士にきゅんきゅんします。たまんねぇ……。お近くの図書館で探してみてくださいね。





　挿さし絵えのここのかさんも頑がん張ばってくださっています。かわいいよかわいいよかわいいよ。そして男子がかっこいいです。ありがとうございます！



　というところで、一巻目のあとがきは終了です。

　読んでくださった方に、楽しんでいただけたらとてもとても嬉しいです。



　それでは、第二巻、『天使から零年』でお会いしましょう。

　あなたさえよければ、お待ちしております。







　　二千十年

野梨原花南



    

  
    
      天てん使しから百ひやく年ねん

魔人と主人と廃棄物



野の梨り原はら花か南なん
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